
    
      
        
      
    

  


































































本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ウェブページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。






本作品は本文縦組で制作しております。また、電子端末での閲覧に向くよう、一部デザイン等を変更しております。あらかじめご了承ください。
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　　　▼１




　広い空間には緑の匂いが濃かった。

　植物園とでも言えばいいのだろうか。屋内ではあったが土がむき出しの区画があり、そこには南国風の樹木が植えられている。それ以外にも鉢植えには甘い香りの花が咲き乱れ、色鮮やかに目を楽しませている。空気は温度も湿度も高く、南国風の空間ではあるのだが、その正体は風呂であった。

　五十メートル四方程度の空間は緑でうまく視線を遮られ、実際よりも広く見えているのだが、その中央には大理石で作られた温水の風呂がある。実際にはプールと呼んだほうが似合う大きさなのだが、遠浅のビーチを模した砂浜まで設置されたそれは風呂なのだろう。たっぷりとたたえられた湯からは白い湯気が上がっている。この大広間を温めている正体は、湯面から上るこの蒸気なのだった。




　その大理石のふちに腰を掛けているのは紅い髪をした美しい少女だった。

　足湯をするかのようにくるぶしで湯をぴちゃぴちゃと撥ね散らしていた少女は、しばらくすると飽きたのか、身をひねるようにして巨大な湯場からはなれた。光はあるものの湯気のせいでぼうっとかすむこの空間に、白いワンピースを着た少女が歩いているのは不思議な光景だった。小柄なその少女は、歩調は尊大だが、どことなく品を感じさせる。なによりも目を引くのは、半透明に透き通るような艶をもつ、柘ざく榴ろ色いろの髪と瞳だった。

　彼女は物馴れた様子で歩いて行くと、大きく迂回して白浜を模した一角に出た。彼女が先ほど足を温めていたのとは、湯場の対岸にあたる場所だ。そのあたりは大きなヤシに似た木が植えられていて、木陰には優雅なリゾートチェアがしつらえられている。傍らの小さなテーブルには、汗をかいた大ぶりのグラスに、ハイビスカスがあしらわれたトロピカルティー。絵に描いたようなバカンス風景だ。




　少女は胸をそらしたまま、ほっそりした素足をひょいとあげると、そのデッキチェアの上に寝そべる青年にまっすぐおろした。無造作な動きだったが、そのつま先は青年の肋ろつ骨こつの隙間に正確にもぐりこみ、青年はバネ仕掛けのような勢いで跳ね起き、そのまま不格好に落下し、「ふごぅぐ、おっが、いっでえ」と意味のつかめぬ大声を立てる。

　少女はにこりともしないでつま先を二、三度捩ねじると、青年のふざけたアイマスクをずらしてやった。青年はこの温室で惰眠をむさぼるためにアイマスクを常用しているのだ。




「痛ってえ。痛いよ、ガーたん！」

「わめくなうるさい」

「俺なんかした？　してないよな」

「おぬしは寝すぎじゃ」

「寝てたわけじゃなく〈幻獣憑依ソウル・ポゼツシヨン〉で仕事してたんだって」

「寝てた」

「……」

「ほれ、視線を逸らしたではないか」

　少女はほっそりとした指先をのばすと、青年のＴシャツに包まれた脇腹（先ほどつま先をねじ込んだ場所だ）を優しくなでて、肋骨を一本折った。

　軽やかな音を立てるそれは気分を変えるには格好のきっかけだ。

　可愛らしい感触で少女を楽しませてくれる。




「ぐっば、あっば。痛いっ！　マジ痛いんだけど!?」

「うろたえるな小僧」

　少女は痛さのあまり四つん這いで悶もだえる青年にかわって、寝心地が良い帆はん布ぷの長椅子に身を横たえた。

「ガーたんこれ毎回だよな。なんでそーなの」

「〈冒険者〉ともあろうものが泣き言をいうでない。仔竜でさえもう少し節度を持って悔悟するぞ」

「泣き言じゃなくて理不尽に対して抗議してるんだよ。ったく」

　青年は短い手振りで〈家事仔狐キキーモラ〉を呼び出すと、わき腹に回復呪文を使ってもらった。

　青年の名はＫＲケイアール。

　もと〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉の一員にして、いまやこのヤマト最大のギルドとなった〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉を統すべる〈十席会議〉第十位のメンバーである。ミナミを中心に君臨する〈十席会議〉においては〈変幻道化〉という二つ名を持つ、凄腕の〈召喚術師サモナー〉だった。




「相変わらず器用だな」

「〈召喚術師サモナー〉なめんなよ」

〈召喚術師サモナー〉は魔法攻撃職のひとつである。ＭＭＯ－ＲＰＧ〈エルダー・テイル〉におけるその主たる役割は、魔法を以もつて対象にダメージを与えること。魔法攻撃職筆頭の〈妖術師ソーサラー〉はまさにその役割の権ごん化げであり、強大な元素のエネルギーを操って死を撒き散らす純粋な攻撃役である。〈召喚術師サモナー〉もおなじ魔法攻撃職であり似たようなことは出来るが、こちらはいくぶん混成職ハイブリツトであり、もちろん本職には大きく劣るものの、物理攻撃、防御、回復、支援となんでも器用にこなすことが出来る。

　ＫＲが召喚した〈家事仔狐キキーモラ〉は幻獣に属し、回復呪文を唱えることが出来るのだ。〈召喚術師サモナー〉とは眷けん属ぞくを召喚することによって、本人が持たない能力を外部的に使用可能にする応用力の高い職業であった。

「なめてはおらんし褒めてない」

「ガーたん従者なのに冷たい」

「妾わらわを従者扱いすると次は骨まで齧かじるぞ」

「うっへえ」

　魔法回復によって体力を取り戻したＫＲは腕をぐるりと回すと嘆息した。

　少女はすまし顔でトロピカルティーをストローでひとくち飲んだ。

　宝石のような瞳にまつ毛の影が落ちるのを、ＫＲはなんだか胸焼けするような思いで見つめた。この少女は確かにすごい美少女に見えるが、それは仮の姿なのである。騙されてはいけない。




「それで、どうなのじゃ」

「どうってなにさ」

「〈幻獣憑依ソウル・ポゼツシヨン〉で偵察してたんじゃろう？」

「あー。まあね。鉄鋼車両、帰ってくるみたいな」

「ほう。あの鉄くさいものが」

〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉〈十席会議〉、〝東とう跋ばつ将軍〟ミズファ＝トゥルーデ。

　彼女の率いる特務部隊とその任務に充てられていた軍属の車両である。その車両が戻ってくるのかと少女は考えた。人間社会のことなど興味のなかった少女だが最近ではその傾向も変わりつつあった。目の前の青年と誼よしみを結んでから、その伝つ手てでもって人間社会を観察すれば、そこには彼らなりの悲喜こもごもがある。

　なにより小バカには出来ぬほどの熱量を持つ個体が存在するのだ。それは頭という点では残念というほかない彼女の相棒である青年、ＫＲもそうだった。

　この極東の島国ヤマトは彼女のふるさとである北稜ルーシにくらべたら小さな大地であり、その半分しか治められぬという〈神聖皇国ウェストランデ〉もまた、とるに足りない組織だと言える。しかしそれを操る〈十席会議〉はなかなかにバカに出来ぬ、面白い個性を揃えていた。




〈冒険者〉という外来種は少女の目から見ても強力だが、〈十席会議〉は〈冒険者〉だけで構成されているわけではない。なかでも〝東跋将軍〟ミズファと〝大魔導師〟ジェレド＝ガンという〈大地人〉はなかなか我欲の濃そうな顔をしていた。〈大地人〉も捨てたものではない。

「イースタルにケンカを売るつもりなんだろうね」

「東の方の自治組織だったな」

「そうそう。アキバと協力関係にある」

「〈冒険者〉と戦になったらまずいであろう？　戦力が違いすぎる」

「〈ウェストランデ〉は、自分らがアキバと戦争になったら〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉が助けてくれると思ってるんじゃないかな。むしろどさくさに紛れて巻き込もうとでも思ってるんだろうねー」

「他力本願か。小物の考えることだ」

「小物なんだけど、これがどーしてなかなか。生き汚い小物は時として英雄より始末に負えないんだよなあ」

　少女は腕を組んで、ふむ、と考えた。

　彼女の相棒はバカなのだが、時として賢者の言葉を吐くことがある。




「深い言葉よな。褒美をとらそう」

　白い足指がのびるつま先で脇腹をえぐってやると、ＫＲはえびぞりになり「痛いっ。まじで信じられねえ、ガーたんオニチク」とわめいた。

　しかしその言葉を聞けばいくつかうなずけることもある。

「それゆえ、出かけるあのサムライに大陸での一件を語ったのか？」

「なんだっけそれ」

「カズ彦と名乗るものにだ」

「ああ」

　ＫＲは視線をそらしてそっけなく返事をした。

　反応が薄かったが彼女はそれを興味がないからだとは思わなかった。この青年は見かけよりは内気で、こういう時に感情を隠す癖があるのだ。

「それだけじゃないさ。カズ彦は昔からくそまじめなんだなあ。シロエとは別の意味でさ。あのままじゃあ焼き切れるだろう」

「昔馴染みの情か？」

「──たぶん誰かに話したかったんだろう。ひとりの胸に収めておくには大きすぎる話さ。わくわくして胸が張り裂けたら大問題だ。心臓が止まったらはらわた喰われるどころじゃすまない」

「くくくく」

　少女の笑みは、同意を示すものだった。

　大陸での冒険は、なかなかに心が躍るものであったのだ。

　そこには長き時を生きる彼女の人生の中でさえなかなかにない空を賭けた戦いがあった。

　竜の加護、妖精の血、巡転の理ことわり、巨人の技。あの場にはこの世を統べる四つの偉大な力がそろっていたのだ。その支援を受けたカナミという女は、たしかに英雄の相を持っていた。彼女の周りには偉大なる諸力が渦巻き、しかし、それは彼女に全く影響を与えていないように見えた。支援を受けているという自覚さえ彼女にはなかったのだ。




「あの者たちは、今、どこにいるかな」

　少女は目を細めて尋ねた。

　最後に見かけたのは遙かアオルソイの地だ。彼女の力をもってしても容易にはたどり着けぬ荒野の彼方である。言葉を交わしたことはないが、ＫＲの竜りゅう瞳どうをとおして旅の一行のことはよく知っている。彼女らを思い出すのはなかなかに楽しいことだった。

「さあね。こちらに向かっているんだろうけれど」

　ＫＲはデッキチェアをあきらめたのか、白いタイルの上に腰を下ろして無断で彼女の膝のあたりに背をもたせ掛けた。その無礼な態度を咎めようとした彼女はしかし、ＫＲが再び放った賢者の一言に免じて、高貴なその脚をひととき相方に貸し出そうと決めた。




「カナミは太陽を目指してやってくる」

「だろうな」

「そしてアイツもね」

「おぬしはあの男を買っておるの」

　ＫＲは肩をすくめた。そんなことは当たり前なのだ。カナミは特別製だ。すべてをぶち壊しにして新しい風を吹き込む。しかしそこで人間を見せるのはカナミには難しい。カナミは、そういう意味では人間離れしすぎている。

　ＫＲの口角は不敵に吊り上がり、遠くアオルソイでの再会と冒険を思い出していた。エリアス、コッペリア、レオナルド、そしてカナミ。ヤマトを目指すかつての友の旅と、ＫＲが出来たわずかな手助け。

　新しい冒険譚は、カナミのものかもしれない。

　しかし、同時にもう一人の主役のためのものでもある。

　レベル九〇〈暗殺者ヒーロー〉。ＫＲの友、レオナルド。

　乾いて強いアオルソイの風をまとった男のものだ。




　　　▼２




　高い大空だった。

　それは果てしなく高かった。

　日差しはあくまで強く、白く、まばゆかった。

　だがそれゆえに、大空の青は、まだ昼間だというのに天あま色いろという言葉で表現される色よりも、いっそ青せい藍らんの暗い蒼を表現していた。

　喩えるならば、その色は、気層の果てにある宇宙の色をわずかにくみ取ったかのようだった。

　視界の端には何の変哲もない、灰色のくすんだ色合いの山脈が見えている。しかし、それは特別なことではない。あれら山頂はこの周囲二百キロ以内であれば、どこからでも見えるのだ。

　日差しは強かったが、風の中には刃のような冷気が混ざっている。この地の高度を考えれば、それも当然だと言える。

　ここは中国サーバー管かん轄かつ下か。

　現実の地球ではカザフスタンに相当する広大な地域の中南部。

　テケリといわれる古代の街である。




　この地域は〈エルダー・テイル〉世界ではアオルソイと呼ばれている。国の名前ではなく、地域の名前である。

　この広大な内陸の地域は、髑どく髏ろ沙漠や赤砂沙漠といった沙漠に囲まれている。沙漠ではない地域にしたところで、乾燥して荒れ果てた荒野が広がるばかり。身を隠せるほどに繁茂した植物は少なく、地面に張り付くような緑が、灰茶色の大地の所々ところどころをおおっている。それというのもステップ的な地勢から高原に接続する地域に当たり、見渡すばかりに似たような景色なので見た目だけではわからないが、かなりの高度があるのだ。

　夏でも最高気温は二十度をわずかに上回る程度。

〈大災害〉から四ヶ月を経過した現在では、夜ともなれば早くも十度を下回る。

　アオルソイが地域の名前であり国の名前ではないのには理由がある。この広大な地域には、人間の数が少ないのだ。

　中国の経済的発展がめざましいとは言え、それは一部の湾岸地域を中心に富裕層が増えただけであり、現実はまだまだ厳しい。そもそも、現実の中国西部やカザフスタンなどの中央アジアは、決して人口密度が高い地域ではない。

　出身地サーバーで遊ぶことを念頭に設計された〈エルダー・テイル〉では、その地域のプレイ人口がそのまま、地域の〈冒険者〉の数に直結する。つまり、カザフスタンの〈エルダー・テイル〉プレイ人口の少なさが、アオルソイの過疎に繫がっているのだ。

　自由市場における「サービス」の一種であるＭＭＯにおいて、ユーザーの数は、そのまま開発に振り向けることが出来るリソースに反映される。




　中国サーバーを運営する〈華か南なん電でん網もう公こう司し〉は、当然ながら自社の開発リソースをユーザーの多い地域、大陸東端の海岸部に集中させていた。また、万里の長城や北京周辺部なども、ファンタジックな冒険の舞台として、手の込んだデザインがなされている。

　その一方で、出身の（そしてこだわりのある）ユーザーが少ないこのアオルソイは、未だにダンジョンやクエストがまばらにしか配置されていない未開の地域だったのだ。




　だが、そんな地域であっても、基本的な地勢は現実世界の地球に忠実に作られている。そもそも〈エルダー・テイル〉における各地域の基本的な地形は、衛星写真と超小型無人飛行機ドローンによるレーザー計測で集められた現実地球の地形である。

　これは開発にかかる人件費を削減するためのアイデアではあったが、リアルな地形データや、ユーザーの共感を得やすいということから、〈エルダー・テイル〉の評判を高める特徴のひとつとなっていた。

　現実の地球を、距離だけを二分の一にして再現した〈ハーフガイア・プロジェクト〉と気象エミュレーターにより、このアオルソイは古代から続く中央アジアの光景──乾いた大地、冷たい風、そして青すぎる大空──が再現されているのだ。




　その美しい光景は過酷な自然環境の表れであり、その牙は〈大災害〉後の世界において、現実を越えたリアルとして〈冒険者〉の前に立ちはだかった。

　廃墟となった街、テケリの中央にぐったりと倒れたまま、レオナルドは「ジーザス」とつぶやいた。

　この街はレオナルドの監獄だった。




　とある事情からこの街を訪れたレオナルドは、この街に〈神殿〉があることを知った。〈神殿〉とは、死者の蘇生ポイントとしての機能を与えられたゲーム的な建物であり、全てのプレイヤータウンに設けられている。

〈エルダー・テイル〉において死亡した〈冒険者〉は、最後に立ち寄った〈神殿〉において復活するのだ。それは、〈大災害〉後のこの気がふれた世界でも、変わってはいない。

〈神殿〉は、復活ポイントとしての神殿と、より広範囲の〈感知エリア〉によって構成されている。多くの場合、感知エリアは、その〈神殿〉が存在する街と同じ面積を占める。つまり、街に入った時点で〈神殿〉に立ち寄り『登録』したと見なされる。その後、その〈冒険者〉が死亡した場合は、『登録』された〈神殿〉で復活するわけだ。

　大規模戦闘レイドゾーンや高難度ダンジョンなどもこの仕組みを備えている。つまりそのゾーン全体が〈感知エリア〉であり、その内部で死亡した場合、ダンジョンの入り口という復活ポイントで復活するのだ。

　テケリの廃墟にある〈神殿〉も一般的な例に漏れず、廃墟全域を〈感知エリア〉としていた。

　レオナルドは当初この〈神殿〉の存在を喜んだ。

　なぜならば、とある事情からこの中央アジアを旅していた彼にしてみれば、この〈神殿〉は有り難いセーブポイントだったからだ。この地域の旅は過酷で厳しい。死んでしまえばはるか遠く離れた場所から再び旅を繰り返さなければならない。

　荒野のただなかにぽつんと設置された〈神殿〉は彼には神の恩おん寵ちようのようにさえ思えたものだった。

　しかし現実は違った。

「くっそぅ。これじゃ何にも出来やしない……」

　レオナルドはのろのろとした仕草で、街の外れを見る。

　そこにはゆらり、ゆらり、と身をくねらす陽かげ炎ろうのようなものが見えた。

〈陽炎悪鬼デイライトシエイド〉。

　レベル五二の精霊系モンスターだった。

　レオナルドがこの街に入り、中央部にある鐘しょう楼ろうに上ったとき、うっかり触ってしまった水鏡がトリガーだったのだろう。イベントが発生してしまったのだ。

　今となってしまっては想像する他ないが、五〇レベル用の大規模戦闘レイドイベントであるに違いない。この廃墟は数え切れないほどの〈陽炎悪鬼デイライトシエイド〉に包囲されてしまった。




　レオナルドのレベルは九〇である。

　自慢ではないが、〈暗殺者アサシン〉としての腕は一流。双刀を用いた近接格闘では、全国ランキングでも上位であると自負している。アベニューＡＢＣに生息する生粋きつすいのニューヨーカー、毎週マディソンスクエアパークで『ShakeShack』のバーガーを嗜たしなむハイアー・ギークとして、彼は〈エルダー・テイル〉に熱意の全てを捧げていたのだ。

　……有あり体ていに言えば、アメリカのこじらせたオタクなのだが、彼の熱意は本物だった。戦闘に次ぐ戦闘。そしてジャンクフードに次ぐジャンクフード。もちろんそれだけではなく、ネットゲームに付きもののくだらない噂話にもめ事に安っぽいメロドラマ、自慢に与太話、際限のないレアアイテム獲得競争と、少数の、本当に大事な繫がりも彼は持っていた。

　そんな彼であったから、たかがレベル五二のモンスターなど恐れるに足りなかった。それが五体か六体であればである。──あるいは三十体いたとしても、最悪突破することだけは可能だったろう。

　しかし、いまテケリの廃墟を取り巻く状況はそんなものではないのだ。少なく見積もったとしても、数千体の〈陽炎悪鬼デイライトシエイド〉が、この街を取り囲んでいる。これではどんな九〇レベルでも脱出は不可能だ。




　こういった情報は初めからつかんでいたわけではない。

　レオナルドが決死の覚悟で町からの脱出を企て、そして敗れ、死亡し、復活したことで手に入った情報だ。この街の四方は完全に封鎖されている。

　状況は最悪だった。

　通常であれば、どんなピンチになろうと『復活』すれば、安全な場所の〈神殿〉に転送される。また、死亡せずとも〈帰還呪文〉によって帰ることが可能だ。

　しかし、現在のレオナルドは、どうやらこの廃墟が、復活、もしくは帰還ポイントとして『登録』されてしまっているようなのだ。

　これでは死のうが、〈帰還呪文〉を使用しようが、この場所から離脱することは出来ない。

「……ハラへったぁ。スシ、食いたいなぁ」

　レオナルドは好物の寿司が食べたくてたまらなかった。

　ミッドタウンの『ＴＡＳＵＤＡ』やソーホーの『ＵＳＨＩＷＡＫＡ』が懐かしかった。わさびを利かせたマグロがレオナルドの好みだった。いいや、そこまでの贅沢は言わない。このさい胡散臭いイーストビレッジのカリフォルニアロールでも妥協しよう。それくらい恋しかった。

〈大災害〉後のこの世界では、実際に身体の苦痛として空腹を感じる。しかしレオナルドは、この異世界に『餓死』なるものが存在するのかどうか、寡か聞ぶんにして知らなかった。空腹が続き、たとえばヒットポイントが低下して、死に至るのかどうかは、実例を見たことも聞いたこともない。

　レオナルドのマジック・バッグの中には、まだ多少の食料が入っているが、遠からず『餓死』の真実について、自らで実験をする羽目になりそうだった。

「せめてここが北米サーバーならなぁ」

　北米サーバーであれば、レオナルドには顔見知りも友達もいる。〈大災害〉に巻き込まれなかった（幸運な）仲間たちは、現実世界によろしく居残っているのだろうが、重度のネットゲームフリークであるレオナルドには、同じくらいイカれた知り合いがそれでもまだ沢山いるのだ。

　しかし、念話機能は、サーバー境界を越えることが出来ない。

〈大災害〉後にもちゃんと機能していたはずの彼のフレンドリストは、今や灯っている名前がひとつもない暗灰色の板と成り果てている。当たり前である。彼の友達の大部分は北米サーバーにいて、ここは中国サーバーなのだから。




「Holy Shit……。やってらんねぇぜ」

　混沌が溢れかえり、まるで地獄の釜の蓋が開いたかのような北米サーバーのパニックを逃れ、しばらく身を隠せる場所を作ろうと、〈妖精の輪フエアリー・リング〉に飛び込んだつけがこれなのか。レオナルドはそう思った。

〈エルダー・テイル〉経験で言えば五年を超える彼は、いやでも気が付いてしまっている。彼一人の戦闘力では〈陽炎悪鬼デイライトシエイド〉の包囲を抜け出すのは不可能だ。しかし、救援を要請する手段もなければ、レベルアップやアイテム取得などによる状況打破も望めない。

　誰かが通りかかるなんていう希望はとっくに捨てていた。

　そもそもレオナルドがこの廃墟を見つけることが出来たのだって偶然なのだ。目印もないだだっ広い荒野に、何の悪戯かぽつんと存在した廃墟。

　考えてみれば、その時点でクエストやイベントの存在を疑ってもよかっただろう。

　これはいわゆる「詰み」の状況だ。

　レオナルドの命運はここに尽きた。

　アオルソイ──カザフスタンの青い青い荒野の中心で、レオナルドはＧＭコール以外助かる術すべのない境遇にはまりこんでしまったのだ。

　もちろん、この世界には神ＧＭなんていやしない。




　　　▼３




「ねー。君さ。こんな処で寝てると、お腹冷すよ」

　だからその台詞を聞いたときは、何かの冗談だと思った。

　妄想すれすれの爆発的なグラマーだったということもある。

　そこにいたのは、黒髪の女性だった。

　なかば無意識化された習慣でレオナルドはステータスを確認する。

　名前はＫＡＮＡＭＩ……カナミ、だろうか。

　職業は〈武闘家モンク〉。レベルは九〇。

　アジア系の顔立ちで、髪の毛はひとまとめにして太い三つ編みにしている。好奇心に溢れた瞳と、どこか面白がっているような口元は若く見えるが、年齢は即断できない。アジア系は欧米人である自分たちに比べて、同年齢でも幼く見えると言われているからだ。ゲーム世界らしく装備は軽装。女性の魅力をこれでもかと表現したきわどいファッションだった。
















　ＤＣだったら補導されてしまうかもしれないが、シスコの海岸で言えばまあ許容範囲内。そこまで考えて、レオナルドは頭を振る。それは地球での常識だ。

　とにかく可愛らしくスタイルの良い美女ではある。この世界では女性は誰も彼も美女だが、目の前の女性には、ちょっと言葉を交わしただけで、その張りのある音楽的な声と合わせて、美貌だけではない魅力を感じた。

「おいっ！」

　自己紹介をしようとして思わず叫んでしまったレオナルド。

〈神殿〉のことを言おうとして、手遅れだと気が付いたのだ。

〈神殿〉の感知範囲はこの廃墟全域だ。

　この女性も、すでにその魔手に捕らわれていると言えた。

「なに？」

「あ、いや。済まない、大きな声を出して。僕はレオナルド。北米サーバーの〈冒険者〉だ」

「ふぅん。わたしはカナミ」

　女性はそう言って、立ち上がったレオナルドの手を握った。

　視線の高さが合ってみると、カナミの身長は百七十くらいだとわかった。レオナルドよりも高い。背の高さに自信がないレオナルドにとっては毎回ではあるが嬉しくはなかった。




「北米サーバーから昼寝に来たの？　キミ、やるね」

「あ、いや。そうじゃない……けど。そう言えば、どうやってこの廃墟に入ってきたんだ？」

　レオナルドは疑問に思っていたことを訪ねた。

「ん？　普通に歩いて入って来たよ」

　レオナルドは反射的に視線を大通りのはるか向こうにやる。

　高レベル補正で視力も上がっているレオナルドには、街外れの境界地帯の風景が、わずかにゆらゆらと歪んでいるのが見えている。どうやら、予想は悪い方に裏切られているらしい。

　つまり、あの〈陽炎悪鬼デイライトシエイド〉は外部から侵入してくる存在へは攻撃を行なわないのだ。内部へ〈冒険者〉を閉じ込めて、殲せん滅めつを行なう。

　そういうイベントであるらしい。

「あんまり気落ちせずに、パニックにならずに、僕に当たり散らしたりせずに聞いて欲しいのだけど」

「ん？」

　カナミは三つ編みをゆらして、黒くて大きな瞳をレオナルドに向けた。東洋系の神秘的な瞳で見つめられてどぎまぎしているレオナルドは、やっと出会えた目の前の同業者にショックを与えたくなくて、慎重に言葉を選んで続けた。

「えーっと、この廃墟は、どうやら、今、イベントに巻き込まれているらしいんだ」

「イベント？」

「ああ。それも大規模戦闘レイド用のだ」

「おおっ！」

　目をきらきらさせて喜色をあらわにするカナミ。

　まったく喜べないと思ったレオナルドは、声のトーンを落として続ける。

「状況は絶望的だ。この街には〈神殿〉がある。つまり、入って来た時点で、えーっとミズ・カナミも……」

「『登録』された？」

「そうだ。で、当然ながら」

「復活逃げも、〈帰還呪文〉逃げも、出来ない？」

「そうだ。理解が早くて助かる」

「うんうん！　わかった！　燃えるねーっ!!」

　カナミの無邪気な反応に、レオナルドは困惑する。

　このカナミという女性は本当にわかっているのだろうか？

　大規模戦闘レイドという部分だけで単純に喜んでいるように見える。

　もしかして初心者なのだろうか？

〈エルダー・テイル〉において、レベルアップというのは難しい作業ではない。各レベル帯にたっぷりと配置された、満漢全席のような豊富なクエストを追いかけていくだけで、自然とレベルは上がって行く。

　長い歴史を誇る〈エルダー・テイル〉において、古参プレイヤーと新規プレイヤーの格差は深刻な問題であった。特にレベルは一番差が目立ちやすく、ゲームの参加者同士が一緒に遊ぶことを妨げる要素だ。『師範システム』等もそういった視点で搭載されたシステムだが、根本的な解決のためには両者のレベル格差を埋めることが最も手っ取り早い。

〈エルダー・テイル〉の運営は、これに対して「新規参入者のレベルアップを支援する」という方策を打ち出していた。

　つまり新規参入者でも、レベルカンスト──九〇レベルまで育てることは、さほど難しくないのだ。一般的なプレイヤーは、百時間足らずで九〇レベルに到達する。

　しかし、その一方で、九〇レベルに相応しい装備を調えるのは困難である。特技の全てを奥伝クラスに成長させたり、秘宝級のアイテムをそろえたりするには莫ばく大だいな時間がかかる。

　カナミの装備は九〇レベルとして恥ずかしくはないものであるが、レオナルドのように廃人仕様ということはない。装備からみればカナミのプレイ経験はそこまで長いものではないだろう。




「本当にわかっているのか？　この街は今包囲されていて、僕たちはおそらく逃げることが出来ないんだぞ？」

「え？　なんで？」

　きょとん、という言葉が似合う表情で首をかしげたカナミは、心底不思議そうに尋ねてきた。

「だって大規模戦闘レイド……あ！　そうか。君は中国人かっ」

　レオナルドは気が付いて安堵した。

　レオナルドは北米サーバー出身で、友人と連絡を取ることが出来ないが、カナミが中国サーバー出身ならば友人に連絡が取れる可能性は高い。〈大災害〉後の世界は混乱と悪意に満ちているから、こんな辺へん鄙ぴな場所に救援に来てくれる友人がいるかどうかは不明だが、それでも連絡が取れないよりはずっとマシだった。

　五〇レベル向けの二十四人フルレイドコンテンツであれば、通常装備の九〇レベル冒険者が十人もいれば、突破することは可能だろう。レオナルドだって自分が五、六人もいれば逃げるだけなら可能だと思うくらいだ。

「何言ってますか。わたしは日本人。在住はローマ。西欧サーバー！」

　だがカナミのこの言葉で、レオナルドの期待は粉々に打ち砕かれた。下手に高度な自動翻訳システムが、完全変換を行なってくれるために、まったく気が付かなかったのだ。




「それじゃ……」

「そんなことより、君は何でそんな格好なの？」

　カナミの問いに、レオナルドは何度か頭を振って答える。

「別に構わないだろう？　趣味だ」

　実際、その質問には慣れきっていた。

「それ、何？」

「Frogカエル」

　だからレオナルドはぶしつけな質問にも、想像しうる限り最もスマートな態度で答えを返すことが出来たのだった。その格好は何か？　蛙である。何を表しているのか？　蛙を表している。何で目元だけを隠す紅いマスクをしているのか？　ニンジャだからだ。

　なぜ蛙なのか？　なぜニンジャなのか？

　ばからしい。

　その方がクールだからに決まっているだろう。

「ちょ、君。さいこーっ！　さいこーだよっ！」

　しかしカナミは普段彼の受け答えに呆れかえる一般人とは異なる反応を示した。

「これ、変装用のかぶり物シリーズだよね。蛙って言うよりカウェルゥな感じだよね!!」

　コミックキャラクターのようにユーモラスな、見ようによっては滑稽なその容姿を何度も見直して明るく笑うカナミは、どうやらご満悦のようだった。こんなに笑われたら侮蔑されたと感じるはずなのだが、レオナルドはあっけにとられたものの怒りを感じることはなかった。

　笑み崩れるカナミのコメントが、嘲笑や侮蔑とは無縁の、ただ単純に興味深くて楽しいという気持ちをストレートに伝えてくるからだろう。だから、今まで気にくわないＰＫや無礼者を撃退してきたレオナルドの二本の刀も、今回ばかりは沈黙しているのだ。

「僕の姿形は問題じゃないだろう」

「や！　だって。さいこーなんだもんっ」

「放っておけ」

「ね、ね！　刀構えてよ！　見せて見せて」

「三枚に下ろすぞ」

「か、格好いいよぅ。可愛いよう!!　撫でたいよう」

　カナミは明るい声で笑いながら、レオナルドにぎゅっと抱きついてきた。レオナルドの緑色でコーディネートされた皮鎧や、〈暗殺者アサシン〉専用チュニックの上から、柔らかくて若草のような香りがする身体がしがみついてくる。

「もうちょっと節操を持ちたまえっ!!」

「うわぁ、なんかいいね！　キミっ」

「何がいいかわからんっ！」

「一緒に行こうよっ」

　──え？

「わたしたち、日本目指してるんだけどさ。やっぱり、遠いじゃないですか？　結構退屈なわけですよ。だからさ、一緒に行かない？　こんな処で昼寝してたら、お腹ぽんぽん冷えちゃうしさ」

　なぜ日本に？

　いや、昼寝してたわけじゃない。

　それ以前に、ここからは出ていけないって理解できてないのか？

　そうじゃない。

　レオナルドは飽和しそうな思考をまとめた。

「わたしたち」。おそらくレオナルドと同じくらいの年齢のこの美女は、今、わたしたちと言ったのだ。




「仲間がいるのかっ!?」

「うん。そうだ、一緒に行くんだから紹介するよ」

　いや、待て、まだ一緒に行くことを承知したわけじゃないんだぞ、というレオナルドの指摘は結局呟かれることさえなく消えた。

　カナミの言葉を聞いていたわけではないだろうが、廃墟の瓦が礫れきを乗り越えて現れた男女、その少なくとも男性の方は、レオナルドさえ知っている有名人だったのだ。

「ミストレス・カナミ。生存者がいたんだな。ふむ……。珍妙な格好をしているが、手て練だれの〈冒険者〉と見える。よろしくな」

　唇の端を引き上げて魅力的な笑みを見せた、思わずツッコミを入れたくなるほどの美青年は、エリアス＝ハックブレードだった。

「エリアス＝ハックブレード……」

「ああ。見知っていてくれたのか。ありがとう、〈冒険者〉殿」

　エリアスはレオナルドの装備コスプレにも何の疑問も抱いていないのか、朗ほがらかに笑って、握手を求めてきた。




　エリアス＝ハックブレード。

　それはこの〈エルダー・テイル〉世界において数少ない世界規模の有名人だった。

　世界の秩序を維持すると言われる全界十三騎士団のひとつ〈赤枝の騎士団〉に所属する英雄。〈刀剣術師ブレイドマンサー〉にして〈尊き血族ブルーブラツド〉の〈古来種〉。

〈古来種〉とは、かつてこの世界が〈エルダー・テイル〉というＭＭＯであった時代から存在するゲーム設定のひとつだ。ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクター──つまりこの世界に存在するプレイヤー以外の、ゲームの登場人物、脇役としての存在はそのほとんどが〈大地人〉と呼ばれている。

　街の住民や貴族、冒険の依頼者、被害者、全ての存在はほとんどの場合、〈大地人〉である。

　この世界における〈大地人〉は様々な点で〈冒険者〉に劣る存在として設定されている。

〈冒険者〉は戦闘を繰り返すことによりどんどん成長し、レベルが上昇する。最終的には強大な戦闘能力を手に入れ、ドラゴンや巨人との戦闘さえこなすようになる。

　致命傷を負っても完全には消滅せず、〈神殿〉へと戻って復活をするので、不滅の存在だと見なすことも出来るだろう。




　しかし、〈大地人〉はそうではない。

　圧倒的多数の〈大地人〉のレベルは一桁だし、死亡したとしても蘇生しない。そもそも街の中で銀行業務や宿屋を経営する「ゲーム的な機能」を考えれば、レベルも戦闘能力も必要はないのだ。

　また、ゲームである以上、その冒険の主役はプレイヤー、つまり〈冒険者〉であるべきである。自分よりも強い村人がごろごろと存在するような異世界での冒険なんて、誰が考えたってぞっとするだろう。

〈大地人〉が弱いのは、このように様々な要素が絡まり合った結果のデザインだと言える。しかし、全てのＮＰＣが戦闘能力皆無では、ゲームの物語面、ドラマやクエストを構成する上で、不便だ。

　もちろんＮＰＣが〈冒険者〉の出番を奪うようでは本末転倒だが、時にはＮＰＣと〈冒険者〉が肩を並べて戦うようなシーンも欲しくなるというものだろう。

　おそらく、そういった都合から生まれた存在が〈古来種〉である。




〈古来種〉は、つまり、例外的なＮＰＣなのだ。

　その戦闘能力は高く、〈冒険者〉に匹敵し、ある場合は凌りよう駕がさえする。彼らは様々なクエストに『出演』し、時には〈冒険者〉を助け、あるいは〈冒険者〉に助けを求めてきた。

　あらゆるＲＰＧがそうであるように、〈エルダー・テイル〉も低レベルの取るに足りないクエストから、高レベルの国家や地域に関わる陰謀へと向かって、冒険の規模が拡大して行く。

　低レベルのうちは村や集落を狼や〈緑小鬼ゴブリン〉の群れから守る冒険などがせいぜいだ。こういった冒険をしているうちは、どんな〈冒険者〉も〈古来種〉と関わる機会を持たない。

　しかし、次第にレベルが上がり、国家を揺るがす邪悪の侵攻などを前にすると、冒険の導入や背景として、彼らが姿を現す。

〈古来種〉の多くは……というか、ほぼ全ては全界十三騎士団に属しているはずだった。全界十三騎士団とは、サーバーごとにひとつ設定された、〈古来種〉による騎士団である。その役目は、国家や地域の権力闘争には関わらず、〈エルダー・テイル〉の世界を邪悪から守り抜くことにあるとされている。

　たとえばレオナルドが長年冒険してきた北米サーバーでは〈ウェンの守り手ウエンキーパー〉と呼ばれる騎士団が存在し、大規模戦闘レイドに繫がるようなクエストでは助力してくれたり、物語のバックボーンを演じてくれたりする。

　騎士団の一人が調査の旅に出て行方不明になってしまうという話を〈ウェンの守り手〉から聞いた高レベル〈冒険者〉が、行方不明の騎士を捜すうちに、セドナ遺跡にまつわる古代の恐ろしい秘密の謎に迫って行く、といった具合だ。




　当然ながら〈古来種〉の数は、〈大地人〉の数よりもずっと少ない。しかし、高レベルの冒険で顔を合わせる機会も多いので、一部の〈古来種〉は〈冒険者〉の中では有名になりうる。

　そしてこのエリアス＝ハックブレードこそ、間違いなく、この〈エルダー・テイル〉世界最大の英雄にして有名人なのだ。

　妖精族に育てられ、妖精族の剣技を伝える無敵の勇者だと公式サイトにも紹介記事が載っている。そもそも、店頭発売されている〈エルダー・テイル〉のパッケージアートは、このエリアス＝ハックブレードが絵柄になっているのだ。

　栗色の髪と瞳を持ち、藍色のアクセントラインが入った、純白の装甲コートを纏まとった姿。武器は巨大な両手剣の〈水晶の清流クリスタルストリーム〉で、絶対無敵の剣技・妖精剣フエアリーアーツを操るという──どこの中学生が考えたのだと言いたくなるほど、格好いい、典型的な勇者なのである。




　　　▼４




「でね、エリエリ」

「エリエリと言わないで欲しいなぁ、ミストレス」

「だってエリエリのほうが可愛いじゃん？」

　レオナルドがあっけにとられている前で、カナミとエリアスは話し始める。エリアスは〈古来種〉だ。〈冒険者〉ではない。それどころか、ＮＰＣなのだ。つまり、人間ですらない。

　なぜそのエリアスとこんなにも親しげに話しているのか？

　いや、それ以前にエリアスがなぜここにいるのだ？

　彼の所属する〈赤枝の騎士団〉は北欧サーバー所属のはずだ。

　もちろん、エリアスは数多あまたいる〈古来種〉の中でも最も有名な一人だ。その知名度は〝白翼姫〟鈴香鳳リン＝シヤンフエンと双璧をなす。

　だからこそ、北米サーバーという、欧州ではないサーバー住民のレオナルドも、エリアスを見知っていたのだ。だが、だからといって、〈古来種〉が自分の担当サーバーを離れることは少ない。特別に企画されたワールド・イベントでもない限りそんなことはあり得ないし、何よりいまの〈エルダー・テイル〉には、イベントを企画するような運営はいない。

　あっけにとられているレオナルドの脳裏に、低く落ち着いたチャイムが鳴る。そのシステム音声を確認すると、パーティーへの招待ウィンドウが開いていた。おそらく目前の一団のものからだろうと、レオナルドはろくに確認もせずに承認する。

　パーティーが結成されると、参加者の名前の一覧が脳裏に展開される。レオナルドはその画面で、初めて自分を招待してくれた小柄な少女の名前を知った。

　少女の名前はコッペリア。

　先ほどエリアスと一緒に現れたが、エリアスの衝撃にすっかり忘れかけていた、地味な印象の娘だった。

　百四十センチほどの小柄な身体を、ヴィクトリアン・メイドの衣装に包んだ少女は、どうやら〈施療神官クレリツク〉であるらしかった。レベルは当然のように九〇。

　彼女は近づいてくると、レオナルドを見上げ、スカートをつまみ上げる優雅な礼を披露した。

「コッペリアはコッペリアと言いマス。初めまして。よろしくお願いしマス。治癒をご所望デスか？」

「あ、僕はレオナルド。初めまして。いや、ヒールはいいや」




　どこか人形のような不思議な印象の少女を見下ろして、レオナルドは、どこか反応が不思議だが、この少女が一番まともそうだと考えた。

　パーティー登録された今ではわかるが、どうやらカナミの一行は四人しかいないらしい。その内訳は、たった今、是非もなくパーティーに加わった自分、黒髪の美女カナミ、眼前の少女コッペリア、それに加えて、エリアスだ。

　カナミは九〇レベルの〈武闘家モンク〉。

　コッペリアは九〇レベルの〈施療神官クレリツク〉。

　そこまではわかる。理解できる。人数こそ三人と少ないが、前線で敵を押しとどめる回避型の壁役〈武闘家モンク〉、治療を受け持つ〈施療神官クレリツク〉。そして高い攻撃力で、ひたすらに敵の数を減らすレオナルドは〈暗殺者アサシン〉。バランスは決して悪くない。最小限で構成されたシンプルなパーティーだ。

　だが、そこに参加しているエリアスは何なのか。

　一〇〇レベルの〈刀剣術師ブレイドマンサー〉。

　レオナルドは目の前の大地がぐにゃぐにゃと波打って、何が何だかわからないような気分になりそうだった。

　そもそも、なぜＮＰＣとパーティーが組めるのか。

　だいたい〈刀剣術師ブレイドマンサー〉からして謎だ。〈エルダー・テイル〉において選択可能な職業は十二種だ。戦士系三職、武器攻撃系三職、回復系三職、魔法攻撃系三職。その中には、〈刀剣術師ブレイドマンサー〉などという奇怪な職業は断じて存在しない。一〇〇レベルもそうだ。〈冒険者〉のレベル上限は九〇だ。それは二年前の拡張パックから変わっていない。

　自分だけ周囲の限界を超えて高レベルだとか、自分だけ他のプレイヤーには取得できない唯一の職業ユニーククラスだとかそういうのはアニメだけのはずである。

　何もかもがレオナルドの知っている常識をあざ笑っているようだった。




「心拍数に異常が見られます。治癒をご所望デスか？」

「いや、それはいいんだけど。僕がおかしいのかな？」

「状態異常アイコンは発見できませんでした」

「そういうんじゃないんだけど……。あの、結構、旅は長いの？」

　レオナルドは尋ねた。

「コッペリアはヴィア・デ・フルールにてマスターに拾っていただきました」

　口の動きに対するわずかなタイムラグで自動翻訳を認識したレオナルドは、少しだけ思考を巡らせる。ナントカフルールは、確かパリのことだったはずだ。とすると、カナミやエリアスは、北欧サーバーからヨーロッパを横断して中央アジアまでやってきたということになる。日本を目指すというのは本気なのかもしれない。

　しかし、思考はそこで強制終了させられた。




　巨大な破砕音と共に、レオナルドはカナミとエリアスがいつの間にか姿を消していたことに気が付く。

「戦闘が開始されました。治療可能距離を確保するために、コッペリアは移動します。お相手がこれまでになることを、ご容赦下さいマセ」

「いや、いいからっ。僕も向かうっ！」

　レオナルドはコッペリアと共に、乾ききった街路を駆け出す。

　探すまでもなかった。

　そもそもこのテケリの街は廃墟、視線を遮る建物に乏しい。高原性の冷たい風と、強い日差しは、煉瓦などを容易く風化させる。今のこの廃墟には、レオナルドの身長ほどあるような柱や壁など、ほんのわずかしか存在しないのだ。

　だから戦闘の現場を特定することは簡単だった。

　街を十字に貫く大通りのひとつが東へと抜ける辺りで、激しい雷鳴が響いていた。雷撃系の魔法だ。景色が歪むほどの陽炎の群れは、〈陽炎悪鬼デイライトシエイド〉だろう。

　歪み具合から見て、数十匹があの一帯に集まっているに違いない。

　そしてまだ数百メートル先にいるエリアスは、透き通った両手剣をかざすと、悪鬼どもの中心部へと恐れげもなく切り込んでゆく。

（なにやってんだ!?）

　レオナルドの背中を、どっと冷や汗が流れ落ちる。

　エリアスはいい。彼の持つ〈刀剣術師ブレイドマンサー〉という特殊な職業も、一〇〇レベルの実力も、正確なところはレオナルドにはわからない。だから、わずかな望みだが、一人で無数の〈陽炎悪鬼デイライトシエイド〉を駆逐する可能はある。

　しかし、エリアスの後を追うように乱戦に飛び込んでいったカナミには無理だ。それは完全に自殺行為である。

　同じ九〇レベルのレオナルドが、五分と保たずに血祭りに上げられたことからも明白だ。

「戦術的距離を確保しました。これより戦闘支援を行ないマス──詠唱：〈サンクチュアリィ〉〈シールドパクト〉」

　こうなったら仕方がない。

　もう一回死ぬまでだ。

　レオナルドは覚悟を決めた。彼の隣を走るコッペリアは呪文の射程距離に入ったのだろう。支援呪文を仲間たちに掛け始めた。直接攻撃を加えていないとは言え、支援呪文は立派な援護行為──つまり戦闘参加だ。

〈陽炎悪鬼デイライトシエイド〉は確実に気が付いて、狙ってくる。

　今は前線でエリアスとカナミが戦っているからいいが、あの二人が倒れたら、悪鬼たちは次の獲物としてこの小柄な少女を狙うだろう。そうすれば少女が命を散らすのは、火を見るよりも明らかだ。

　つまり、この少女は時限付きの死亡証明にサインしたに等しい。それはレオナルド以外の三人のメンバー全てがそうである。

　であるならば、レオナルドもここは死地に飛び込むべきだろう。

　愚かだとはもちろん思うが、その愚かな真似をするのが、ギークというものだ。生粋のニューヨークっ子であるレオナルドにも、レオナルドなりの矜きよう持じというものがある。どうせ誰にも理解されたりはしないだろうが、蛙のニンジャと言えば正義の味方なのだ。

　女のケツを眺めているわけにはいかないではないか。




「おおおおおっ！」

　肺から空気を絞り出すような咆ほう吼こうとともに、レオナルドは陽炎のように揺らめくモンスターの群れに突進する。強化された身体能力でとんぼを切って相手の頭上まで駆け上がる。〈モビリティアタック〉だ。この位置は多くのモンスターにとっての死角にあたる。

（出しおしみは、しないっ！）

　レオナルドは初撃に、自らの持つ最大の必殺技を選択する。

　戦士職の存在意義は、敵を引きつけて敵の意識から仲間の存在を消し去ることにある。回復職の役目は仲間から死者を出さないよう回復しきることだ。そして魔法使いは、戦況をコントロールして、戦闘終了時まで不測の事態を防ぐために存在する。

　では〈暗殺者アサシン〉、すなわち武器攻撃職の務めは何か？

　武器攻撃職の役割とは敵を殲滅することに集約される。武器攻撃職の中でも〈暗殺者アサシン〉は敵の排除に特化した能力でデザインされているのだ。

　その最大の技〈アサシネイト〉は、レオナルドが予想していた通り、瞬間的に一万近いダメージを発生させた。さらにレベルが一〇以上低い相手に対する付帯効果として、即死が発動する。

　周囲には空砲のような乾いた高い音が響いた。

　聞きようによっては滑稽なその音と共に、一体の〈陽炎悪鬼デイライトシエイド〉が破裂するようにその存在を終える。

「お！　やっと来た。けろナルド！」

「失敬なあだ名は止めてもらいたいっ」

「では、そろそろ本番に行くとしよう。──さぁ、〈水晶の清流クリスタルストリーム〉よっ！　私の秘められた妖精族の血よっ！　眼前の敵を打ち破るために、我に力を貸すがいいっ！」

　いったいどこのジャパニーズアニメだ、と内心で突っ込んだレオナルドだったが、それを実際呟くような余裕はなかった。瞬く間に一体の敵を始末したレオナルドは慎重に周囲を見回す。敵の数は多い。視界内だけでも数十体が存在するし、時間をかければ、街を囲む他の場所から集まってくるのは、前回経験済みだ。




　焦らず、しかも最大効率を以て敵の数を減らさなければならない。エリアスの身体は紫色と水色に輝く光の奔流に包まれている。その加護の力は、よく見れば、カナミやレオナルド、コッペリアにも与えられているようだ。

　防御力強化の効果がありそうなそのエフェクトのお陰で、今は何とか戦線を支えることが出来ているが、五〇レベル程度の敵とは言えこれだけ集まればその圧力は決して舐めることは出来ない。

　このまま敵の数を減らしていければいい。

　しかし、敵が援軍を呼び集め増加する速度が、レオナルドが敵の数を減らす速度を上回れば、この均衡はあっさりと崩壊するだろう。その時はコッペリアの回復が間に合わず、じり貧になった前線は無理をして、結果として全滅となる。

　この戦いは、敵の数を減らす戦い。

　レオナルドは唇をかんだ。

　だとすれば、戦いの鍵は、〈暗殺者アサシン〉である自分が握っているのだ。




　　　▼５




　霞のように大地からわき上がってくる〈陽炎悪鬼デイライトシエイド〉。

　名のごとく、その様はまさに陽炎のようだった。

「せいやっ！」

　自慢の幻想級双刀を振るうレオナルド。

〈盗剣士スワツシユバツクラー〉ほどには二刀流を得意としない〈暗殺者アサシン〉が振るうそれは、特異なモデルとエフェクトを持つ専用装備である。このアイテムの効果により、レオナルドの攻撃全てには、炎の追加ダメージが発生する。この種の付帯効果は〈手続き発動能力プロツク〉と総称され、レアリティの高い魔法の品によく見られた。

　その炎の軌跡を空に残しながら、レオナルドは敵の群れの中を駆け抜ける。

〈暗殺者アサシン〉は全十二職業中、最大の単体ダメージをたたき出す攻撃特化職である。しかし、極大ダメージを出すためには幾つもの条件をクリアしなければならない。

　たとえば、敵の意識が自分からそれていることがそれだ。

　今、この場合において、前衛とはカナミでありエリアスだ。二人は淡い水色に輝くエフェクトを頼りに、モンスターの注意を十分に引きつけている。性格的な部分もあるのだろう、〈陽炎悪鬼デイライトシエイド〉の中心部に堂々と立ちはだかるエリアスや、明るい歓声を上げて四肢を舞わせるカナミは敵の注意を引きつける迫力たっぷりだ。

　第二の条件は、自分が敵の死角から攻撃を加えることである。これは、敵の背後に回り込み、油断した角度から攻撃を加えることによって実現される。幸い〈暗殺者アサシン〉にはそれを実現するための豊富なスキルがある。

　このふたつの条件は、基本に忠実なパーティープレイを心がけていれば、決して難しくはない。前衛戦士職が敵を引きつけ、その敵の背後に回った〈暗殺者アサシン〉がダメージを与えるという陣形フオーメーシヨンは〈エルダー・テイル〉の基本的なノウハウだ。

　しかし、〈暗殺者アサシン〉の攻撃力は大きい。

　余りにも大きなダメージを与えれば、モンスターは、前衛戦士職よりも背後のレオナルドの方が手ごわく危険であると判断して目標を変更するだろう。そうすると、レオナルドが受け手に回り、被害があるばかりか、自慢の攻撃力も活かせないという事態になる。

　また、背後から大ダメージを受けたモンスターは、レオナルドに注意を移すところまでは行かなくても、しばらくの間、周囲に一層注意を払うようになる。つまり、死角からの攻撃が通用しにくくなるのだ。

　これらのロスを防ぐために、レオナルドは戦場を駆けた。

　自らが移動することにより、攻撃を加えることが出来るモンスターの数を増やす。その増やした選択肢の中から、すでにダメージを受けていてとどめを刺せるモンスターや、前衛への攻撃に夢中になって隙を見せているモンスターを重点的に撃破して行く。

　この連続移動による攻撃が、〈大災害〉後、〈暗殺者アサシン〉レオナルドが出した答えだった。




　レオナルドは廃人級プレイヤーとして恥ずかしくない、一流の戦闘を見せていた。

　しかし、そのレオナルドから見ても明らかに異常なのが、エリアスである。

　もちろんエリアスは〈古来種〉だ。

〈冒険者〉ではない。

　それをレオナルドたちの常識に照らして正常であるとか異常であるとか言うのは間違いだろう。しかし、だからと言って、レオナルドの気持ちが収まるわけではない。

「征ゆけっ！〈水晶の清流クリスタルストリーム〉!!　清き水の精霊よ、その姿を千丈の刃と変えて、輝けっ！〈アクアサウザンドレイン〉ッ!!」

　エリアスの叫びに応えるように、その身体を中心に編まれた魔法陣から、半物質の水の精霊が現れる。流れるような髪をもつ湖の貴婦人だ。彼女がその細い指先を差しのばすやいなや、エリアスが裂れつ帛ぱくの気合いと共に、水晶で出来た魔剣を一閃させる。

　剣先から放たれた〈水〉の性質を帯びたオーラが、無数の水滴を針と変えて、〈陽炎悪鬼デイライトシエイド〉たちをなぎ払って行くのだ。

　その威力は〈陽炎悪鬼デイライトシエイド〉がしばらく起き上がれないほどであり、何より範囲が広かった。前方百二十度で、射程は十メートルといったところだろうか。規格外の攻撃技であった。

　これが〈妖術師ソーサラー〉の攻撃であれば、レオナルドは驚かなかっただろう。彼らは、〈暗殺者アサシン〉と並ぶ攻撃の、しかも範囲攻撃のエキスパートなのだ。だから、その呪文が強力であるのは当然である。

　しかしエリアスは〈妖術師ソーサラー〉ではない。それなのに、少なくともカナミに匹敵するかそれ以上の防御能力を持つ前衛──つまり戦士職のように戦っている。それに加えて、パーティーの全員を守る明るい水色の付与魔術は、回復職に匹敵する性能だ。

　これでは、あらゆる職の長所を兼ね備えていると言わざるをえない。

　端的に言えば、いんちきな強さだった。

（なんだってんだよ!?　こいつっ!!）

　内心では驚愕の声を上げながらも、レオナルドは一体、また一体と敵を屠ほふっていった。〈暗殺者アサシン〉はそのダメージを単体に集中させる攻撃の使い手だ。エリアスの範囲攻撃は高性能だが、ダメージそのものでは負けていないと、自負している。

　レオナルドは、エリアスの攻撃で吹き飛ばされて一時的な硬直に陥っている〈陽炎悪鬼デイライトシエイド〉の背後をとると、二本の刀を飛ひ燕えんの速度で振るった。

　必殺技である〈アサシネイト〉の再使用規制時間リキヤスト・タイムは三百秒。当分の間は使えない。しかし、一流の〈暗殺者アサシン〉が敵の背後から狙い澄ました攻撃を加えれば、そのクリティカル率は五割を超える。〈アサシネイト〉を補い、ダメージを積み重ねる。

「とどめを頼むぞっ！〈冒険者〉レオナルドよっ！」

「けろナルドだってば！」

　陽気なカナミの声に、勘弁してくれとレオナルドは頭が痛くなる。

「我が剣技、妖精剣フエアリーアーツで敵を葬ることは出来ないっ！」

　エリアスが意味のわからないことを喋り始めた。

「妖精族の刻印を受けた私は、体内の〈魔力伝達回路マナサーキツト〉に〈妖精眼フエアリーアイ〉の呪いが疾走はしっている」

　エリアスの台詞を、初めは翻訳機能の暴走かと思ったレオナルドだが、完全に真面目なその表情を見て確信する。このエリアスという男は、ジャパンで言うところの設定マニア、強度の妄想狂なのだ。背筋がむず痒くなるような言葉を、エリアスはさらに高らかに発し続ける。

「〈妖精眼フエアリーアイ〉の呪いの結果、私はモンスターにとどめを刺せないのだ！」

「え？」

　その告白には流石さすがのレオナルドも、足を止めて振り返ってしまった。

「だから、とどめは頼むっ！」

「あー、けろナルド？　つまりさ、あれよっ。エリアスは〈古来種〉だから、モンスターのＨＰをゼロには出来ないってこと」

　そんな馬鹿な!?　レオナルドは一瞬驚愕するが、仕方がないと思い直す。考えてみれば、〈古来種〉はゲームのＮＰＣなのだ。その本分はプレイヤーのゲーム体験のサポート、盛り上げ役だ。自らが目立ってしまっては仕方がない。

　だからこそ、エリアスには『モンスターにとどめを刺すことが出来ない』という制限が課せられているのだろう。

　それが〈古来種〉全てに課せられた制限なのか、エリアスのみに課せられているものかはわからないが、エリアスの言葉を聞く限り、後者ではないのかとレオナルドは感じた。なぜならば、エリアスにはその制限を合理化するために『〈妖精眼フエアリーアイ〉の呪いのせい』という固有の設定が付加されているからだ。頭が痛くなるが自己申告なのだ。否定できない。




　どちらにしろ、レオナルドがやる仕事に変わりはない。

　横合いから吹き付けてくる熱風をかがんでやり過すと、レオナルドはそのまま身体を沈めるように、右手の直刀を振る。さして重い手応えもなく、敵を切り裂く。

　そのまま滑るように移動。攻撃を加える。

　相手がレオナルドの攻撃で倒れようと、生き延びようと関係ない。常に動きながら、死角への一撃を加え続ける。

　一体の〈陽炎悪鬼デイライトシエイド〉を葬ったレオナルドは、苦いものでも嚙んでしまったような表情でカナミに視線を走らせた。

　エリアスはいい。

　彼は〈古来種〉であり、〈刀剣術師ブレイドマンサー〉という〈冒険者〉にはない特殊な職業に就いている。だから、そのでたらめな能力は、感情的には納得できなくても、システム的な納得の余地があった。

　しかし、カナミは違う。

　彼女はれっきとした〈冒険者〉であり、その職業も〈武闘家モンク〉という、レオナルドにとって見慣れたものだ。レベルだって九〇で、レオナルドと等しい。

　装備にしても取り立てて珍しい、高級なものを使用しているようには見えない。少なくとも、幻想級〈暗殺者アサシン〉専用双刀ツインブレイド〈ニンジャツインフレイム〉や、幻想級アクセサリ〈シオロの闇歩きベルト〉のように強力なアイテムは持っていないように見える。

　両手に装備した武器は、おそらく八九レベル製作級アイテム〈巨人殺しの籠こ手て〉だろう。




　その装備はみすぼらしいものではなく、よく考えられて吟味されているようではあるが、ハイランカーとは比べものにならない。「財産の許す限りなんとかそろえてみた」という程度のものばかりだ。

「やっほーい！　どんどこどーんっ！」

　そのカナミが腰の入った正拳突きを繰り出す。

　そこからさらに踏み込み、左、右と拳を突き出し、肘、肩を用いた体当たりを喰らわせる。カナミは、華麗な連携の締めとばかりに、まるで重力が消失したかのように宙を舞い、一本の杭のように伸ばした蹴り足で〈陽炎悪鬼デイライトシエイド〉を大地に縫い止めた。

〈陽炎悪鬼デイライトシエイド〉はそのまま、淡く明滅し、消え去る。

　カナミの攻撃力は異常だった。

〈エルダー・テイル〉経験だけは長いレオナルドにはわかる。確かに〈武闘家モンク〉は、戦士職としては、攻撃能力が高い。細かい打撃を組み立ててダメージを積んで行くタイプの、連携連続攻撃の手数は目を瞠みはるものがある。しかし、そうであってもそのダメージ量は「戦士としては高い」でしかない。

　戦士職の役割は、前衛で敵の攻撃を引きつけ、引き留めることにある。つまり、敵を固定する能力と生存性能が、戦士職の特徴なのだ。

〈武闘家モンク〉は〈守護戦士ガーデイアン〉に比べて、鎧や盾などによってダメージを減少させる性能が極端に低い。その代わり高い回避率と豊富なＨＰで前線を支えるタイプの戦士なのだ。単独行動に適した幾つかの能力と、比較的高い攻撃力とをあわせて、玄人くろうと好み、かつ一人プレイに向いた職業だと言われている。

　しかし、けして攻撃専門職の〈暗殺者アサシン〉に匹敵する攻撃力など、持っているはずがない。それは〈エルダー・テイル〉というゲームのバランス構築において当然の摂理ルールだ。

（そんなわけ……）

　あるものかと、レオナルドは何度も確かめた。

　いま現在、〈大災害〉の世界において、モンスターに与えるダメージは可視化されていない。だが、同じモンスターをだいたい何秒で倒すかによって、おおよその攻撃力はわかる。

　合計した時間で言えば、カナミはレオナルドとほぼ同じか、それより短いスパンで、〈陽炎悪鬼デイライトシエイド〉を葬っている。

　もちろん〈アサシネイト〉を使えば、レオナルドは瞬間的にモンスターを葬ることが出来るだろう。しかし、それは一瞬、敵の数にすれば一体のことに過ぎない。カナミはレオナルドが〈アサシネイト〉を用いてやっと出せる様なダメージをさっきから維持し続けている。

（何が起きてるんだよっ。訳がわからないぞっ）

　レオナルドはパニックになりそうだった。

　カナミは東洋人が言うところのＹＯＵＫＡＩだろうか？　あくまで陽気に敵を倒し続けるカナミが、レオナルドにとっては、突如不気味なモンスターになったような気さえした。




「あっ」

　そのカナミが突如、大きく背伸びをするように戦場の彼方を見やった。

「戦場に空白発生」

　いつの間にかレオナルドの背後にまで接近していたコッペリアが声を掛ける。コッペリアは回復職だ。ふざけた〈古来種〉や、得体の知れない東洋拳鬼マスタツとは違う。レオナルドは周辺に警戒の視線を放つが、エリアスの範囲攻撃と、レオナルド、カナミが二人で手当たり次第に倒しまくったせいか、遠巻きにするばかりで〈陽炎悪鬼デイライトシエイド〉は隙を窺っているようだ。

　そこへ颯爽と駆け込んで来た白馬のたてがみを摑んだカナミは、左手を差し出してコッペリアを引き上げた。

「行こう！　こいつら、叩いても叩いても増えるばかりで、あんまり面白くないものっ」

　カナミはバッグから出したひょうたん形の水筒から、喉をそらして水を一口飲んだ。

「待ちたまえ!?　なんだそれはっ。わたしたちは歩きなのかっ!!」

　エリアスが悲鳴のような声を上げる。レオナルドはまったく同意だというように何度も頷いたが、その返事には、青い、青い、蒼そう穹きゅうを背景にしたカナミの弾けるような笑顔が与えられるだけだった。

「いざ！Go!　東へ！East!」

　かくして、四人と一匹の旅は始まりを告げたのだ。




　　　▼６




　荒野を渡る風は、もはや冬のそれを思わせるほどに冷たかった。

　この荒野における夜という言葉は闇が充ちるという意味ではない。

　光という無粋を失った透明が静寂を満たすのが、夜という言葉の意味なのだ。

　宇宙の青がそのままに、色を深く深く落とし大地に横たわったような、そんな広がりは視線を上にやれば億千の星空へと繫がっている。

　高原アオルソイの夜だった。

　遠くの山々は、星空の欠如という形で、その暗い影をわずかに教えている。




　レオナルドたちを照らしているのは、オレンジ色にパチパチと爆はぜるたき火だった。

　レオナルドが熾おこしたその火には、コッペリアがバッグから取り出した、ブリキ製のケトルが掛けられている。

　ケトルから漏れるしゅんしゅんという蒸気が、高原の冷たい風に散らされてあっという間に消えて行く。

　風の合間を見つけてエリアスとカナミがテントを張り終えると戻ってきた。カナミは、目の粗い厚手布のマントを身体に巻き付けている。

〈冒険者〉の身体は丈夫だが、さすがに夜の冷気は堪こたえるのだろう。へそを見せるようなファッションではそれも当然だ。

　コッペリアは、やはりバッグから取り出した傷だらけのブリキカップ四つに、慎重な手つきで、黒い液体を注いでゆく。それは蜂蜜をタップリと加えたコーヒーだった。

「で、どうするんだ」

　口をへの字にしたレオナルドは、バッグから取り出した厚手のチュニックを着込みながら、一行に問いかけた。

「どうするって？」

「これからどうするんだ？　っていう話だよ」

「言ったとおりだよ。日本へ行くの」

　レオナルドの問いに、カナミは軽い口調で答えた。

「知ってるか？　日本っていうのは、海を越えなきゃ辿り着かないんだぞ？」

　レオナルドはギークとして、一般的な北米アメリカ人よりは日本に詳しかった。日本というのは中国の東側にくっついている世界の果てにある奇妙でクールな国だ。

　自分たちがいる詳しい位置はわからないが、ユーラシア大陸の中央北西部のどこか、おおざっぱに言えば、イランだのイラクだのの「右上」だろう程度の認識が、レオナルドにはある。

　ここから日本まで旅をする。しかも〈妖精の輪フエアリー・リング〉なしでだなんて、正気の沙汰とは思えなかった。

「平気だって。ねー？」

　カナミはエリアスに話を振る。エリアスはわかっているのだかわかっていないのだか鷹揚おうような表情で頷いた。

「頑張って泳げば渡れるよ」

　カナミはコーヒーを両手で抱えて無茶なことを言いだした。

　レオナルドの非難するような視線に慌てた彼女は言葉を補足する。

「ほら、私はしばらく前からＥＵに引っ越してたわけだけどさ。もう、いいお爺ちゃんやら、お婆ちゃんやらが、ドーバー海峡を泳いで渡るんだよ。海だよ？　海峡だよ？　日本と台湾の間も大差ないじゃん。いけるよ」

　そうなのか？　レオナルドは疑問に思うが、はっきりと否定も出来ない。おぼろげな知識で思い出してみれば、確かに日本と、中国の出っ張った所は近かったような気もするが、果たしてそう上手く行くのだろうか？　そもそもドーバー渡ってるのは難民だろうとも思うのだが、そこは口に出さないのが慎みというものだ。〈崩落バイタルフォール〉以降、どこだって大差はない。

「だいたい、この世界は〈ハーフガイア・プロジェクト〉で、距離が半分なんだよ。おまけに〈冒険者〉の身体能力。いけないはずがないって！」

　そう言われてみれば、そんな気もして来たレオナルドだった。

　隣で、コッペリアが静かに首を左右に振っていることには気が付かない。




「……ま、その、日本に渡るところはいいとしたって。そこに着くまではどうするんだよ。ここは、ユーラシアのど真ん中なんだぞ。地球の円周がおおざっぱに四万キロメートルだとして、その四分の一で一万キロ。ハーフガイアにしたところで五千キロだ」

「時速五百キロだったら十時間で──」

「どんな旅人だ、ソニックブームが出るわっ！」

　ため息をつくレオナルドに、コッペリアは静かに声を掛ける。

「一日五十キロ進めば、百日でつく計算です。大丈夫です、半年以内に到着する可能性は高いと思われマス」

　それは、そういう風に言われれば、そのとおりだ。

　テケリの廃墟では酷い目にあったが、四人のメンバーのうち三人は九〇レベルである。残る一人はエリアスであり、まさに規格外だ。何らかのイベントに巻き込まれでもしない限り、ただの移動、ただの荒野の旅ならば、危険が大きいとは言えない。

　時間制限があるならばともかく、移動するだけならば、「いつかは」辿り着くだろう。

　だが、しかし。

　それにしたって、余裕を見て半年を想定する旅という時点で現代人にしてみれば異常だ。

「何だって、そんなにまでして日本に行きたいんだ？　カナミは、日本人だっていったな？　だから日本に帰りたいのか？」

「まぁ、それもないとは言わないけれどね」

　カナミは、分厚い外套にくるまったまま、レオナルドをたき火越しに見つめて、女性らしからぬ笑みを浮かべた。

「わからないかなー？　いしし」

　そんなことを言われても、レオナルドは今日初めてカナミと出会ったのだ。カナミの事情などわかるわけもない。

　レオナルドが黙って頭を振ると、カナミは静かな声で話し始めた。

「今回の事件は──何か原因があるはずでしょう？　わたしはその原因が知りたい」

　カナミの言葉は子供のように素直だった。

　レオナルドは、その無む垢くな言葉に、胸を突かれる。

　それなら、レオナルドだって言いたい。「僕だって知りたいよ」と。しかし、レオナルドは言えなかった。言えないで、今日までの日々を過してきた。




　レオナルドが〈エルダー・テイル〉においてホームタウンにしていたのは、ビッグアップルだ。現実世界におけるニューヨークを模したこの街は、レオナルドの故郷であり地元であり誇りであった。

　四季折々の花が美しいセントラルパークを南に抜ければ、テラコッタと煉瓦造りのカーネギーホール。ビッグアップルでは、それはコンサートホールではなく、シシカバブやタコスの販売所になっているが、レオナルドたちダウンタウン住民がたむろするにはもってこいの場所だ。

　そのまま7thAve.を南下すれば、地球上で最も猥雑なる交差点であるタイムズスクエアに出る。ニューヨークっ子はこんな人混みの中でも慌てたりしない。自分の目的地が脳にインプットされているので、他人のことなど気にも掛けずに、最高効率で歩き続けることができる。口を半分開けて摩天楼を見上げるのはおのぼりさんだけだ。

　アンドロイドじみた彼らが向かうのは、クライスラーだったりダイアモンド・ロウだったり国連ビルだったりするのだが、〈エルダー・テイル〉の中では、どれもこれもが廃墟になり、ビッグアップルに巣くうギルドの根城になっている。

　ＦＡＯシュワルツ、トリニティ教会、ラジオ・シティ・ミュージック・ホール。それぞれが高名な大規模ギルドの本拠地として使用され、崩れかけても素敵なその姿を、異世界の青空の中に誇っていた。

　ニューヨークは最高の街だ。

　それは地球でもこの〈エルダー・テイル〉の世界でも変わらない。混沌をひっくり返したようなパワーと隣人愛にあふれたメガシティがニューヨークで、そこは、レオナルドのふるさとなのだ。

　しかし〈大災害〉が全てを変えてしまった。

　あの悪夢の日を境に、半数のギルドは解散を余儀なくされ、残った半数のさらに半数は、暴君じみた怪物の支配する暴力集団へと変貌した。

　ギルド自身は人格を持たない。それはただの名称であり、システムに過ぎないからだ。誰もが悲嘆にくれるあの混乱の中で、だからいっそ邪悪な目的を掲げるギルドは強かった。

　同じ〈冒険者〉から、またはより容易い搾さく取しゆの相手としての〈大地人〉から、奪うという行為を許容すれば利益が生まれる。その利益を巡って権力構造が生まれ、暴力で下を従える機構さえ作られれば、そのギルドは存続していくことが出来た。




　しかし、多くのプレイヤーが属する中立的なギルドは弱かった。個人主義や公平はこの世界で生き抜く上での目標にはなりえなかった。個人主義とはつまるところ自分の利益でしかなく、公平とは利益を分配するための指標である。大きな権力に裏打ちされていない道徳など一週間も保たなかった。

　参加者同士の連帯と公平を掲げて、その実、責任の押し付け合いでしかないギルドなど、一夜で壊滅した。プレイヤーたちは疑心暗鬼になり何も言わずに去ってゆくだけだった。

　多くのプレイヤーは、確かに暴力に訴えたりするつもりはなかったが、まったく同じように、他者のために何かをするつもりもなかった。つまり、個人主義はこの世界において、争いを抑制するよりも、見逃す方向にしか役立たなかったといえる。

　そういったプレイヤーにとって、ギルドとは都合よく利用する場所に過ぎなかったのだろう。ただ、〈エルダー・テイル〉がゲームであったために、いままでは問題が表面化しなかっただけのことだ。

　中には正しい理念を掲げた平和的なギルドもあった。

　しかし、そのようなギルドでさえ、無制限にプレイヤーを受け入れることはなかった。多くのプレイヤーは〈大災害〉にショックを受けており、自分の安全と利益を守ることで手一杯であった。

　ギルドとは、本質的に互助組織である。

「互いに助け合うつもりのないメンバー」を養うほど、ホスピタリティがあるギルドは、ビッグアップルには存在しなかった。

（……暴動だったもんな）

　六・〇一食糧暴動と、その後の公開リンチで、ビッグアップルはすっかり殺伐としてしまった。レオナルドは長い間下水道に隠れていたし、数人の気の許せる仲間も次々とビッグアップルを離れていった。

　彼の大好きなビッグアップルは、瞬き数回の間に、濁った瞳の個人主義者が暮らす拒絶と暴力の街になった。

　とうとうレオナルドもそんな故郷を後にすることを心に決め、しばらく密かに過せる隠れ家を探す旅に出たのだ。どうせビッグアップルを離れるのならば、遠い所でも構わない。そう考えて飛び込んだ〈妖精の輪フエアリー・リング〉によって、地球の裏側に送られたのは、大きな誤算というほかなかったが……。




「〈大災害〉の原因なんて。そんなもの想像もつかないよ」

　レオナルドは、故郷のことを思い出しながら呟いた。原因があれば知りたいに決まっている。それが理解可能なものであれば、故郷のみんなも、あそこまでパニックになり、良識を失うこともなかったのじゃないかと思うからだ。

　しかしそんなシンプルな問いを口にすることは、自分には出来なかった。それはこの世界の謎に関わることだと、本能が告げていたせいだ。──自分のような一市民が口に出すには、畏れ多い問いだと無意識に萎縮していたのだ。

　だからレオナルドは、カナミの素直さを、眩しい思いで見つめた。

「こんな騒ぎが起きる原因になりそうな心当たりは多くない。今回の件の直接の原因だかどうだかはわからないけれど、私は〈ノウアスフィアの開かい墾こん〉が怪しいと思う」

　カナミのその言葉に、エリアスもひとつ頷く。

　その雰囲気は、二人がこの件についてすでに話し合っていることを示していた。

　それはあるかもしれないとレオナルドは認める。

　しかし、同時にナンセンスだ。

　事件が起きたのは、五月三日だった。拡張パックの解禁予定日は、五月四日。

〈エルダー・テイル〉では、ゲーム中の余剰帯域帯──通信速度の「余裕」を用いて、プレイ中であっても拡張コンテンツが少しずつダウンロードされていく。世界中の〈エルダー・テイル〉プレイヤーのパソコンの中には、拡張パック〈ノウアスフィアの開墾〉がすでに眠っていただろうが、それが解禁されるのは、あの事件の、次の日からだったのだ。

　つまりそれは眠ったままのデータである。

　確かに日時の近接具合からして、怪しい点はある。

　しかし、データが眠っている以上、検証のしようがない。〈エルダー・テイル〉の世界の内側に取り込まれた自分たちには、パソコンのデータを直接見る手段は、ないのだ。

「まぁ……それは確かに、拡張パックは怪しい。〈ノウアスフィアの開墾〉が当たる直前に〈大災害〉が起きたのは、わかる。何か関連性があるかもしれない。でも、だからといってどうする。……現に拡張パックは当たっていない。当たっていないものは、この世界では調査のしようがないじゃないか」

　レオナルドの言葉に、カナミは答えた。

「だから、日本へ行くの！」

「なぜだ？　わからないぞ」

「日本は、東の国だよ」

「え……？」

「ニューヨークより十四時間早く──つまり、世界で唯一〈ノウアスフィアの開墾〉が当たっているサーバー、日本サーバーに。──そうすれば、少なくとも、何らかの手がかりがあると、わたしは考えているから」
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　十四時間。それは、時差。

　ニューヨークより東にある地域ならば、ニューヨークより早く『五月四日』になる。

　そう、〈ノウアスフィアの開墾〉は、五月四日に導入されるのだ。レオナルドはそこに思い至って驚愕の声を上げた。

「日本には拡張パックが導入されているのかっ!?」

「そうだよ」

　籠もったような男の声にレオナルドは再び驚いた。

　エリアスに視線を向けると、彼もびっくりしたように首を左右に振った。確かにエリアスではなさそうだ。エリアスは、すらりとした体形と甘いマスクに似合った、よく響く美青年らしい深い声をしている。声まで女性ファン向けなのだ。

　このような、籠もりがちな声ではない。

　試みにコッペリアに視線をやると、彼女は、ターコイズを磨いたような暗群青の瞳で、きょとんとレオナルドを見つめかえしてきた。どう考えても、コッペリアではないだろう。

「カナミ。せっかく真面目な話をしていたんだから、変な声は止めろよ」

「なんであたしが鼻づまりみたいな声出さなきゃいけないんですか、けろナルドっ」

「僕はけろナルドじゃないっ。レオナルドだ」

「原作版リスペクトってわけだ」

「そうだよっ。このフロッグスーツはヒーローの……。だれだっ!?」

　再び聞こえた低い声に振り向いたレオナルドが見たのは、一頭の白馬だった。

「あ。さっきの馬だね」

　馬がしゃべるという事態がすでにおかしいのだが、その驚きはカナミの暢のん気きな声に冷水を掛けられたようにしぼむ。いちいち取り合うのがばからしいという感じだ。

「カナミの馬なんだろう？」

「ちがうわよ。けろナルドが脱出用に用意したんじゃないの？」

「違う」

　答えながらも、レオナルドは、「それじゃ、カナミは他人が用意した馬に堂々と乗って、本人には馬の脇を走らせるつもりだったのかっ！」というツッコミを何とか我慢する。

　そもそも、アイテムで呼び寄せることが出来る馬などの騎乗生物は移動用である。その用途から、呼び寄せには一定の時間がかかり、戦闘中にはとてもではないが、呼ぶ気にはならない。

　中レベル程度の〈冒険者〉であれば、たいていが馬を呼ぶための笛を購入して、所持している。レオナルドクラスの廃人ともなれば、大規模戦闘レイドで得た〈水棲馬ケルピー〉召喚用の笛さえも持っているのだが、こんな白馬は、レオナルドの趣味ではなかった。

「だいたい、何で白馬がしゃべるんだ」

「彼は白馬ではありマせん。〈白はく澤たく〉デス。コッペリアの知るところでは、中国に伝わる人語を解し万物に精通するとされる聖獣デス。〈エルダー・テイル〉内における分類は、幻獣」

「正解！」

「ああ。人語を解すからしゃべれるのね。で、わたしに惚れて助けに来たと……」

「不正解！」

　白馬──幻獣〈白はく澤たく〉の言葉に、カナミはむっとした表情になる。

「そもそもなんで幻獣が、あんな戦いの中にのうのうと現れて、〈武闘家モンク〉の娘を助けなければいけないんだ。こちらにそんな義理があるわけがないだろう。動機がない」

「そうかなぁ、わたしは見かけたら飛び込むけどなあ。楽しそうだから」

　カナミの言葉に、今度はレオナルドが眉をしかめる番だった。

　横をちらりと見るとエリアスも疲れたような表情をしている。どうやらエリアスも、カナミの性格を一〇〇パーセント歓迎しているというわけではないようだった。

「うーん。わたし馬の友達いないしなぁ」

「カナミは〈武闘家モンク〉になったんだな。二年ぶりかあ。アカウント自体も違うようだけどさ。英国イギリスでの生活はどうよ？　ウナギパイがまずくて死ぬ？」

「そうそう。ほんとイギリスはそのへん容赦ないよ。イギリスで美味しいものは朝食だけってのはよく言ったものだよね。わたしも、この二年ですっかり自炊派になっちゃってさ。でも、何で料理美味しくないかって、イギリスは、もう水質からして今ひとつなんだと思う……って、お馬さんはだれ？」

「ＫＲだよ。久しぶり」

「ええーっ!?」

　カナミの大きな叫び声は、風しか鳴るもののない高原の夜に吸い込まれた。間近で叫び声を聞かされたエリアスは、美形のはずの表情を修行僧のようにしかめて、「知り合いなら紹介してくれ」と呟く。美形が台無しだと、レオナルドは密かに笑ってしまった。




「えっと、ＫＲっていうのは」

「自分で言うさ。カナミに頼むと、紹介と言うよりは小芝居になるからな」

「ひどいよう、ＫＲ」

　どうやらカナミとこの幻獣は旧知の仲らしい。

「自分はＫＲ。こんな名前だが日本人だよ。ここにいるカナミとは、彼女が日本に住んでいた頃の友人だ。彼女は二年前まであるプレイグループを、リーダーとして混乱させていたんだよ」

「迷惑なやつだな」

　レオナルドの小声のツッコミは優秀な聴力で拾われてしまったらしい。

「いいじゃない。楽しかったし、みんな良い子だったしっ」

「まあ、そのプレイグループのリーダーはカナミで、自分はそこのメンバーだったのだ」

「そうかそうか。ＫＲはそんなカナミを日々助けていたんだな」

「いや面白がって尻馬に乗ってもっと騒がせていたよ」

（その発言はどうなんだこの馬）

　炎に近づいてきた白馬のような姿は、ぶるぶると低いいななきをもらすと、長い首を下げてコッペリアにすり寄せた。その額には第三の瞳があるし、後ろ足は豊かな毛皮におおわれている。白馬に似た、ファンタジックな生物だ。

「こらーっ！　ＫＲ！　なにセクハラしてるぅ」

「セクハラをしたわけではない。これはコミュ力だ。それに自分も水が欲しいぞ、気を遣ってもいいんだぞ？」

　カナミに向けられた言葉ではあったが、レオナルドはマジック・バッグから水筒を取り出して、ちょっと迷ったが、それを深皿に注いだ。ＫＲと呼ばれた幻獣は、礼を述べて飲み始める。

「それにしても、では、ＫＲ殿は〈冒険者〉なのか？──その姿は」

「もしかして日本サーバーは〈大災害〉の影響で全員動物になっちゃって、今やサファリパークの有様とかっ」

　やけに嬉しそうなカナミは、瞳の中に星を飛ばしていそうな様子だったが、レオナルドはそんな訳があるかと思う。

　だんだんと、このカナミという女性がわかってきた。

　ツッコミを我慢する代わりに、彼はＫＲに向かって問いかけた。

「ＫＲさんは〈召喚術師サモナー〉……なのか？」

「正解。おーい、カナミ、わかるか？　賢い人間がここにいるぞ？」

「む！　けろナルドは賢いのか。可愛い上に賢いっ。うへへぇ、良い買い物をしたなぁ」

　レオナルドは、カナミの失礼な主張を非難する意味で睨みつけるが、それは一向に通じているようには思えなかった。そもそもＫＲの台詞自体が、遠回しに「カナミは馬鹿」と言っているようなものだが、その嫌みすらカナミは理解していないように思える。




「〈召喚術師サモナー〉は動物の姿になれるのか？　その種の妖術は妖精族の秘技にあると聞いたことはあるが……」

「いや、違うだろう。これはおそらく〈幻獣憑依ソウル・ポゼツシヨン〉だ」

　レオナルドの指摘に、ＫＲは同意するかのように低くいなないた。

「そのとおり。これは〈幻獣憑依ソウル・ポゼツシヨン〉。つまり、この〈白はく澤たく〉は自分の召喚した幻獣だ」

「だから、その〈幻獣憑依ソウル・ポゼツシヨン〉って何なの？」

　小首をかしげるようなカナミに、レオナルドは説明を開始する。

「あー。〈幻獣憑依ソウル・ポゼツシヨン〉ってのは、〈召喚術師サモナー〉のもってる特技のひとつだ。僕も詳しいことは知らないけれど、〈エルダー・テイル〉時代は、召喚ペットと操作を交換する呪文だったはずだ」

〈エルダー・テイル〉において、使し役えき存在を召喚するというギミックは、さして珍しいものではなかった。もちろん召喚に関しては〈召喚術師サモナー〉が一番のオーソリティーではあるが、バリエーションや能力さえ気に掛けなければ、回復職、魔法職のほとんど全てが何らかの存在を召喚できる。

　代表的なもので言えば、回復職が共通で覚える〈バグズライト〉は周辺を照らす呪文だが、これは厳密に言えば召喚呪文である。淡い光を放つ蛍の幻獣を召喚しているのだ。

　こういった多種多様な召喚系特技は、アイテムから発動するものも含めて、世界に何千種類もあると推測される。ベテランプレイヤーのレオナルドであっても、その全容は把握していない。




　そして、その無数の召喚特技を「コントロール可能か否か」という点に着目して分類する方法があった。

　たとえば先ほどの〈バグズライト〉は、ひとたび召喚されたら、解除されるか効果時間が切れるまで、術者の近くを浮游して周囲を照らす機能しか持っていない。コントロールをすることは不可能であり、その応用の可能性は低い。

　一方コントロール可能な召喚生物も存在する。

　たとえば〈召喚術師サモナー〉の従者召喚がそれである。呼び出された幻獣、たとえば〈火蜥蜴サラマンダー〉は術者の命令によって攻撃や防御、移動などの命令をこなすことが出来る。術者の命令により「コントロール可能」な訳だ。

〈エルダー・テイル〉というゲームにおいて、このコントロール要素は、召喚生物に対する「命令」という形で処理されていた。

　しかし、その命令の種類は多くない。攻撃、防御、回復重視、移動しろ、ついてこい、その場に留まって周囲を守れ──その程度だっただろうか。もし仮に、対象となる召喚生物が多くの攻撃特技を持っていたとしても、それらの特技のどれを使うかという判断は、召喚生物に設定されたＡＩ任せだったのである。そしてこのＡＩの性能は、けして高いとは言えなかった。

　そのような状況ではあったが、〈召喚術師サモナー〉の用いる〈幻獣憑依ソウル・ポゼツシヨン〉は呼び出した召喚生物の完全操作を可能にする呪文なのだ。

〈幻獣憑依ソウル・ポゼツシヨン〉を使用したプレイヤーの操作画面は、あたかも、自分が呪文対象の幻獣であるかのような視点に切り替わる。能力値表記は幻獣のものとなり、幻獣の持つ特技も〈冒険者〉であったときと同じようにアイコン選択で使用できるようになる。

　もちろん、多くの幻獣は持っていないが、装備品画面や、アイテム画面さえも表示できるようになるし、幻獣の口からしゃべることも可能になる。

　特技名称通り、幻獣に対する憑依である。

　この〈幻獣憑依ソウル・ポゼツシヨン〉は面白い特性を持った呪文なのだが、大きなデメリットも存在した。憑依を実行した本体……つまり、〈召喚術師サモナー〉本人の身体は、憑依先の幻獣から見て、今度は逆に、召喚生物のように単純な命令でコントロールすることになるのだ。

　要するに召喚生物と術者のコントロール方法を切り替える呪文であるとも言えるだろう。

　一般的に言って、召喚生物の持つ数種類の特技よりも、〈冒険者〉である〈召喚術師サモナー〉のほうがはるかに応用力の高い様々な特技を持っている。また、使役される幻獣と、召喚主である〈冒険者〉を比べれば、どちらがより重要かは明らかだ。

　そのうえ、この〈幻獣憑依ソウル・ポゼツシヨン〉は詠唱時間も解除時間も長い。とっさのピンチに、素早く元の身体に戻るということは、出来ない。

　そんなわけでこの〈幻獣憑依ソウル・ポゼツシヨン〉の呪文は、〈エルダー・テイル〉時代、「面白いには面白いがネタの特技」として扱われていた。




「ほほーん。ほほーん！」

　レオナルドの説明を聞いたカナミは、こくこくと頷いている。眠いわけではなく、納得しているようなので、レオナルドは良しとした。どこまで理解しているかについては責任が持てないが、話を引っ搔き回さないでいてくれるなら、この際、細かいことには目をつぶろう。優れたコードマスターは適度に顧客の反応を受け流すものだ。

「じゃ、ＫＲはお馬さんになったわけじゃないと」

「当然だ」

「この白いすべすべ馬はうまうま詐欺!?」

「なに言ってるんだカナミ。もしかして、いや順当にバカなのか？」

「えへへへぇ」

「なにでれてるんだ気持ち悪い」

「旧友に会ってね、結構うれしい」

　そうなのか、そうなんですよこれが、とじゃれあう二人をみてレオナルドは肩をすくめる。

　もともと競走馬サラブレツドは生きている芸術品などとも呼ばれている。天鵞絨ビロードのような毛並みは高貴で触りたくなる気持ちもわからないじゃない。カナミの手をワキワキとさせるあの動きは変態的で論外だとしてもだ。

「では、ＫＲさんは、どこにいるのデスか？」

　今まで黙っていたコッペリアの可愛らしい声に、ＫＲは答える。

「日本だよ。当たり前でしょ。ゲーム時代にはそんなことを考えたこともなかったけどさ、この特技は距離とは無関係に働くらしいね」

「おいおい、本体は大丈夫なのか？〈幻獣憑依ソウル・ポゼツシヨン〉は本体を守れなくなるネタ呪文なんだぞ!?」

「心配無用ー。見つけづらい森の隠れ家に護衛付きでバカンス中さ。もっとももう二ヶ月以上戻ってないんだけどねー」

「そうか……。そういう使い方か」

　考えてみれば、それはとても優れたアイデアだ。

〈エルダー・テイル〉はゲームだったから、その行動はゲームの操作画面に拘束されていた。しかし、〈大災害〉以降、自由度は増しているはずなのだ。ＫＲはその点を上手く利用して、自分の隠れ家や、護衛を手に入れたのだろう。もしかしたらＫＲの友人が、ＫＲの本体の世話をしているのかもしれない。

　本体の問題さえ解決すれば、〈幻獣憑依ソウル・ポゼツシヨン〉は応用範囲の広い特技である。




「ま、こっちのことはどうでもいいさ。確かに日本サーバーにおいて〈ノウアスフィアの開墾〉はすでに導入済みだよ」

「確かなのか？」

「ばっちり。その証拠に日本サーバーには九一レベルになった〈冒険者〉がすでに幾人も存在する」

　──九一レベル。

　それは決定的な証拠だった。

〈エルダー・テイル〉はもう二年近く、その上限レベルは九〇と設定されてきたのだ。レベル上限の引き上げは、新拡張パック〈ノウアスフィアの開墾〉で実装されるとアナウンスされていた。

「それで、新しいダンジョンは？　新しいクエストやモンスター、アイテムは？　っていうか、この事態の解決になりそうなヒントは？」

　叫ぶように尋ねてから、レオナルドは、自分の語調の鋭さに驚いた。ああ、自分は情報にこんなに飢えていたのか。今の状況に理不尽さを感じていたのか。

　改めて、そんなことが意識されるほどだ。

「答えられる範囲で答えるけどね。そうだ。君をレオナルドと呼んでいいかい？」

「もちろんだ。好きに呼んでくれ。で、どうなんだ？」

　カナミやエリアス、コッペリアの見守る中でレオナルドは立ち上がり、白い幻獣に歩み寄る。星のきらめく荒野の夜空の下で、オレンジ色のたき火が、パチンと大きな音を立てた。

「──自分がこの幻獣に憑依して大陸へと渡ったのは情報収集を行なうためさ。国内に関しては、放っておいても、眼鏡だの班長だのが見聞きしてくれるだろうから、というのが海外重視をした理由だね。韓国サーバーに上陸し、中国サーバーからロシアサーバーへと周り、南下して再び中国サーバーへ。二ヶ月であちこち行きまくった」

「……」

「世界はひどい有様だよ。まじでげっそりだ。もちろん、どの場所でも秩序を守ろうとする人間はいる。しかし、そうでない者も多いって思い知ったよ。仮に〈冒険者〉たちが何ら悪いことを企まない地域であっても、その〈冒険者〉たちでさえ、ようするに生き残ることに必死なんだな。多数の〈大地人〉は〈冒険者〉に見捨てられ、世界は加速度的に滅びようとしていると思って顔に縦線だよ」

「──っ」

「噂をきいた。たくさん。しかし、新しいクエストも、新しいダンジョンも、今は全くわからない。全部があいまいなんだ。誰もはっきりしたことを知らない。わずかな情報が、妄想に溶けて消えてくありさまだよ。攻略の相談をする掲示板も、Ｗｉｋｉもない。〈冒険者〉ってびっくりするほどダメダメだな。それが身に染みた二ヶ月だった。半分になっても世界は広いんだ。Ｗｅｂのない自分たちがこんなに使えないとは思わなかったよ。はっきり言うけど、〈冒険者〉ってのは、いまやただのでくの坊だ。情報支援がない現代人って何の役にも立ちゃしないぜ？」





































　　　▼１




　旅は順調だった。

　テケリの廃墟を脱出したレオナルドたちは、アオルソイの大地を進む。

　目的地は大地の果てるところ、極東、日本。

　しかし、闇雲に東へと進むことは出来なかった。

　一口に荒野の国とは言っても、ユーレッド中西部は起伏に富んでいる。大地そのものが高地であるのだが、その標高の高い荒れ地のあちこちには、山脈が数百も走っているのだ。

　もちろん、それら山脈は、たとえて言うならば、大地というハンカチに走るしわのような規模に過ぎない。ユーレッドの広大さに比すればたいした高さではなかっただろう。

　しかし、その大地に張り付くように進む四人と一頭にとってはそうではなかった。視界の中に次から次へと現れる屛風のような山脈は、それぞれが数千メートル級の高さを誇っているのだ。

　余りにも大地が広大なために、どうも感覚が麻痺して、ひょいと越えて行けそうに思える。それほどに、遮るもののない大空は広い。

　北方には地球有数の高山地帯である、天山山脈が存在するはずである。〈エルダー・テイル〉においてシャンマイと呼ばれるこの地は、ドラゴン種モンスターの生息地帯として知られ、未だ人跡未踏の大地であるはずだった。

　初心者プレイヤーは意外に思うことが多いのだが、〈ハーフガイア・プロジェクト〉を採用した〈エルダー・テイル〉において、人跡未踏である地域はさほど珍しくない。

　十二倍の経過時間差があり、地球のサイズが半分であったとしても、この大地は広大だ。さらに言えば、地球人口に比べて、〈エルダー・テイル〉のプレイヤー数などたかが知れている。確かに二十年の歴史を誇る超級ＭＭＯではあるが、その人口は全サーバー合わせても累計七千万人ほどでしかない。

　世界の全てを探索するのは夢のまた夢だ。

〈エルダー・テイル〉の一般的なプレイとはどんなものか。

　それは、通常、それぞれが根城にしているプレイヤータウンにおいてその日遊ぶメンバーとパーティーを組む。もしくは一人で遊ぶ場合は買い物などの準備を行なう。そして〈妖精の輪フエアリー・リング〉を使って、目的地のダンジョンやフィールドゾーンまで移動。目的のゾーンに到着したならば、冒険や戦闘を行なう、という流れが一般的だ。

　そうやって遊んでいるかぎり、〈妖精の輪フエアリー・リング〉ネットワークから外れている場所は、自然と未開の地になってしまうわけだ。これは仕方ないことでもあるし、逆にこのようにしているからこそ、未開の地の探索や新規コンテンツの導入がロマンたり得るのである。

　拡張パックの導入というのは、今まで未開であった場所に、街やダンジョン、魅力的なフィールドゾーンをデザインし、モンスターや宝物などを配置、さらにはクエストという形で物語を設定し、そこに〈妖精の輪フエアリー・リング〉を用いて冒険者たちを案内する。

　それはある種のニュータウン開発を地球規模で行なうようなプロジェクトだとも言える。

　このアオルソイは、人口密度が低い。

　それはつまりプレイヤー人口が少なく収益性が低いということだ。他の地域が過密になってくれば開発の手が伸びるだろうが、いま現在は、まさに枯れた荒野が広がっているばかりだ。




　その荒野を馬に乗った四人が進んで行く。

　レオナルド、エリアス、コッペリアはそれぞれが召喚した戦馬にまたがり、カナミはＫＲが〈幻獣憑依ソウル・ポゼツシヨン〉した〈白はく澤たく〉にまたがっていた。

　午前の日差しは、ただキラキラと四人と大地に等しく降り注いでいる。

　一口に荒野と言っても、表情が平坦なわけではない。彼らの足下は、灰色にくすんだ崩れやすい砂岩質の大地だが、五百メートルほど左手の切り立った崖からは、眼下遙か下方にＳ字型に蛇だ行こうする大河が見える。

　河幅はざっと五百メートル以上あるだろうか。枯れ果てた大地ではあるが、その河が削り込んだような両脇にだけは、鮮やかな針葉樹が深い森を形成していた。

　その森の緑と、天を映す大河の青が、目に染みいるように鮮やかだ。

　一行は、その大河を見下ろす高台を、おおざっぱに言って南へと進んでいる。理由は幾つかあったが、山脈を越えるのが難しいということ、東に行くにしても騎乗したまま通れるような街道を探さなくては効率が悪いなどがあった。

　また、大河沿いに南下を続ける限り、万が一食料が底をついたとしても、何らかの生物を狩猟できるという計算もある。尋ねてみると、カナミは生産職として〈料理人〉を選択しているらしく、いざという時は頼れそうな話であった。




「このまま南下すれば村がひとつあるよ」

「物知りだねぇ、ＫＲは」

　白馬に似た三つ目の幻獣〈白はく澤たく〉に憑依している〈冒険者〉は、背中のカナミに話しかけた。もっとも、その声の大きさから、周囲の仲間たちにも同時に伝えたのは明白だ。

　カナミという女性は、天性のリーダーシップというか、周囲を巻き込む陽気なカリスマを持っている。我が儘ではあるが、それを無理強いしようとする陰湿さや、その我が儘で私欲を満たそうという強欲さは欠片かけらも見て取れない。万人向きとはいえないが、憎めない性格だ。

　しかし、カリスマを認めるのと敬意は別であるらしい。

　古馴染みであるというＫＲは、カナミのリーダーシップを認めながらも、地理感覚や、周辺の知識はまったくと言っていいほどあてにしていないようだった。ほとんど独断とも言える判断で荒野を進んでいく。

　カナミの方は、鷹揚にそれを受け入れて何の問題も感じていないようだ。そんな関係をみていると、彼女の器量だけはたいしたものだと思う。

「村、デすか？」

「そうだねぇ。本当は街でもいーんだけどさ」

「どういうことなんだい？　ＫＲ殿」

　そのエリアスの質問に、ＫＲは言葉を止めて、そのまま歩を進めた。無視したと言うよりは、どう答えるべきか考えている風だった。

　それもそうだろう。

　エリアスとカナミは親しそうだし、コッペリアが合流したときには、すでに二人旅をしていたらしい。しかし、エリアスは〈古来種〉だ。地球の人間ではない。〈エルダー・テイル〉のゲーム的な都合の部分を説明してもかまわないのか、それともまだ秘密なのかは、判断が難しい。

　先日のキャンプ以降、拡張パックについてレオナルドたちは話してしまっているが、エリアスはそれをどうやら、世界そのものに影響を与えるほど巨大な儀式魔術だと理解しているようだ。その理解はある一面──この世界に影響を与えるという点では正しいが、この世界以外の、地球に存在するゲーム開発会社によってこの世界が創造されたという点では、的外れである。この世界を作ったのはプログラム・コードであって魔術ではないとレオナルドはため息をついた。

　ユーレッド中央部、このアオルソイ近辺は、いまだゲームのコンテンツとして開発が十分ではない地域だ。地形は、衛星写真とレーザー計測からの自動作成物だし、植物や岩などは、プログラムによるフラクタクル配置のオブジェクトである。

　それと同様に、今から向かう「村」も、『村落自動生成プログラム』により、一定の乱数を元に自動的に作成された、何の特徴もない村のはずだ。




　現実の地球には、河川や地勢の条件から、村落が作られる。そして村落は道路で結ばれ、条件が良ければ、街や都市になるまで肥大して行く。

〈エルダー・テイル〉の世界は地球をモデルに設計されているが、架空の歴史はあっても、実際の進歩発展を経たわけではない。そのため、現実の地球において一定規模の街があった場所には居住地が作られる、という手法で村落の発展をおおざっぱにシミュレートしているのだ。

　大都市であれば、それは最初からゲームデザイナーが手がけて、特徴溢れる居住地として個別のモデリングがなされる。特にプレイヤータウンと呼ばれるゲームを開始する地点の都市は、凝った建物や景観が作られて、多数の〈大地人〉や施設が設置される。

　中規模の都市は、主に〈大地人〉居住用の街だ。しかし、〈冒険者〉が訪れたときのために、幾つもの店舗や、クエストを進めるための、特別な会話データを持たせられた〈大地人〉が配置されている。




　しかし、より小さい村落は『村落自動生成プログラム』により作成されるのだ。

　レオナルドはただのプレイヤーなので、ゲーム情報サイトによるインタビュー記事くらいでしか、開発体制に関する知識はない。しかしその記憶によれば、街の位置と大きさ、人数を決めれば、後は実際の地形に応じて木造の家を配置し、適当な〈大地人〉を住まわせ、付近の景観を畑などで装飾する。つまりは、特徴はないが、「それらしい雰囲気の村」が作られる、そんなデザイン補助プログラムが『村落自動生成プログラム』だった。

「周囲の河の交通や、道路や、交易の規模から言えば、本来、市か街であってもおかしくない場所だが、今は村でしかない……。そんな意味の話だよ、エリアスさん」

　レオナルドはそう言葉を継ぐ。

　この数日で、レオナルドはパーティーの面々とそれなりの友好関係を築いていた。カナミは気を遣わない性格だし、コッペリアは万事控えめで、好感の持てる少女だ。

　エリアスは、妖精族と人間の間に生まれた英雄という、何というか非常にコメントしづらい存在ではあるが、性格自体はさっぱりした、付き合いやすい人物である。時たま混じる誇大妄想じみた（実際に実行できる魔力があるので一概に妄想とは言えない）発言に注意さえすれば、旅の道連れとしては、悪くない相手だった。




「前方に、村落とおぼしき影を感知しました」

　メイド服を着た小柄な影が、横座りで巧みに馬をあやつりながら、はるか先の一点を指し示した。

　透き通った玻は璃りのような青空に、まるで白い糸のような煮炊きの煙が幾筋か上がっているのが見える。

　たとえ自動生成で作られた村であろうと、当面必要な食糧などの補給物資を得ることくらいは出来るだろう。また、尋ねれば、付近の交通状況や、街道の整備具合を知ることが可能かもしれない。

　東へと進むためには、結局沙漠越えが必要なのかどうかも現状ではわからない。情報を手に入れる必要があるというのが、気楽なカナミは別として、パーティーの一致した意見だった。

「そう、あれだ。あれが探していた村、セケックだよ」

　ＫＲののんびりとした声が聞こえた。




　　　▼２




　セケックは何の変哲もない〈大地人〉による村だった。

　当たり前の話である。プログラムによるランダム生成の思想から言って、変哲があっては困るのだ。その地形に合わせたなりの「普通」こそがむしろその意図にかなっている。

　おそらくサーバーや地方ごとに、おおざっぱなデータやモデルは登録されているのだろう。埃っぽい村の家々は、日干し煉瓦や、節くれ立った木材で作られていて、如何にも荒野に建てられた、遊牧の民らしい作りであった。

　村の入り口には井戸があり、それだけは暗い灰色の石できっちりと組んである。そのほとりに立つ広葉樹が、秋の始まりの日差しに、黒々とした影を落としていた。







　家の数は、三十かそこらだろうか。

　村人たちはほとんどが家の中にいるか、付近の狭い畑に出ているか、びっくりするほど多数の羊を追って荒野から帰ってくる途中である。見回せば視界に収められる程度の小さな村落。ニューヨークでいえば街路の一ブロック程度の人口。それがこの荒野に浮かぶ泡のすべてであるらしかった。

　レオナルドたち一行が村の中心部を走る道を進んでいくと、〈大地人〉たちは道をあけた。警戒している様子はあるが、恐れている様子はない。おそらく〈冒険者〉に直接面識はなかったとしても、噂くらいは聞いているのだろうとレオナルドは考えた。

　レオナルドも、あの最悪の罠があったテケリの廃墟にたどり着くまで、このアオルソイの大地を一人で旅したものだ。ビッグアップルでの経験から、同業者の集団は避けてきたが、〈大地人〉の村には幾つか立ち寄った。食料と油などの必需品が目当てだ。

　その経験からしても、この村での〈大地人〉の反応は順当なものだった。

「ねー！　ご飯売ってるところある？」

　レオナルドの前方を進んでいたカナミは、明るい声で〈大地人〉の男性に尋ねた。頭部に四角い帽子をかぶった中年の男性は、その声に面食らった表情をしていたが、少し考えて言葉を返す。

「料理を食わせる所なんかはないな。小さな村だから。しかし、旅の食料なら、ヤグドのところで分けてもらえると思う」

「ヤグド？」

「村長だ」

　その短い会話で、この村には独立した商店がないことがわかった。

　人口が三百人もいないような村ならばそんなものだろう。外からの交易品は旅商人で十分だ。レオナルドが今まで立ち寄ってきた似たような村もそのような規模だった。

「そっか、ありがとうね！」

　礼の必要はない、と告げた中年の村人は、家へと戻っていった。

　辺りの〈大地人〉たちも、畑の世話や水汲みなど、自分の仕事に三々五々に戻って行く。おそらく、〈冒険者〉が珍しかったのだろう。その目的がどうやら旅の途中の補給らしいとわかって満足したらしい。




　どこの村でも同じなんだな。

　レオナルドはそう思った。

　まあ、それはましな認識だった。ビッグアップルの〈大地人〉より、こちらの方がよほど良い。あちらの顔に浮かんでいたのは絶望と虚無でしかなかった。それならこの村のように警戒の表情の方がずっとマシだ。荒野の村ではよく見られるものでもあったし、レオナルドが彼らの立場でもそんな気持ちになるだろう。




（そういえば、僕はアオルソイで旅を続けてきたけど）

「なぁ、カナミとエリアスはどこから来たんだ？　今までもずっと馬で旅をしてきたのか？」

　気になって声を掛けてみる。

「そうだよ。まぁ、アルスターからこっち、一緒だよね」

「アルスターってなんだ？」

「ブリテン」

「イギリスにも行ったのか。でも、じゃ、ヴィア・デ・フルールっていうのは」

「コッペリアと出会ったのは、パリのあたりだったよ。その前は、欧州をぐるっと回ってたんだ。あたし。色々知りたいことがあったから」

〈白はく澤たく〉から降りてマジック・バッグをかき回しているカナミは、上の空で答える。それを察したのだろうか、同じく馬から降りてその首筋を撫でていたエリアスが助け船を出してきた。

「カナミ殿とは、ロンデニウム郊外で合流してな」

「そうなのか」

　レオナルドも馬から降りた。

　この辺りは、伝統的に遊牧民が暮らす土地だ。〈大地人〉は子供でさえ、器用に馬を操る。しかし村の中心部に馬でのりつけるのは不作法にあたるかもしれないと考えたのだ。

　まごまごしているコッペリアに手を貸してやる。

　予想外に重い。一見メイド服に見える重装甲のせいらしい。

　とはいえ、〈冒険者〉になって強化されたレオナルドの腕力にとって、それは何程の負荷でもない。この世界のレオナルドは、家に籠もってサーバーやＥＣサイトのメンテナンスを請け負う、ＩＴワーカーのギーグではない。不屈のニンジャ・ヒーローなのだ。

「欧州を回っていたと言ったよな。そのぅ……欧州は、どうなんだ？」

　レオナルドは尋ねた。

　故郷である北米のことを考えると、声に躊躇ためらいが出てしまった。エリアスはそれに気が付いたのか、気が付かなかったのか、太い息を吐くと遠くを見つめた。

　その先にあるのは、西の大空。

　青い空をゆっくりと太陽が進んで行く、その先にあるのはヨーロッパ連合だ。

「欧州か。耳慣れない言葉だが、西端ユーレッドも、おそらくレオナルド殿の想像する通りだな」

　エリアスは馬のくつわを取り、歩きながら続ける。




「リドルーツの沿岸部や、七女王国は、閉鎖してる」

「閉鎖──？」

「独立都市だな。都市国家とでも言うべきか。それらはいずれも〈冒険者〉の集団を騎士団のように抱え込み、他の都市に対して備えると共に、自らの身を守っている」

「戦争でもあるのか？」

「いや、一概にそういう訳じゃない。しかし、世界は過酷だ。放置しておけばモンスターの勢力は拡大し、人々を襲い始める。王侯や貴族は、自らの住む都市を要塞化して、そこに立てこもることを選んだのさ。一部の善良な支配者たちは、領内の治安と防衛につとめているが、防壁や兵を持たない、多くの小規模な町や村は、見捨てられている」

「どういう意味だ？」

「文字通りさ。モンスターが襲ってきても、助けは来ない。少なくとも、領主の兵は助けに行かない」

「なんでさ？　自分らの領地だろうに？」

「助けにいった隙に、自分たちの本拠地が襲われたらより多くの領民が被害にあう、というのがその主張だ」

　エリアスの表情は嫌悪に歪んでいた。

「モンスターから身を守るために、〈冒険者〉を身近に集める。しかし〈冒険者〉を身近に集める都市があれば、周辺都市は侵攻を警戒してしまうだろう？　だから防御力として、自らも〈冒険者〉のギルドと契約し、都市防衛の任務につかせなくてはならない。軍備競争だ」

　レオナルドの脳裏には、ありありとその光景が浮かぶ。

　この混沌とした世界では、いかにも起きそうな話だった。

「七女王国や、ガリアン武国では、〈大地人〉の連合はもはや有名無実となってしまった。伝統あるアルスター騎士剣同盟も瓦が解かいした。城塞都市は、いまやどれだけ強力で高名な〈冒険者〉ギルドと契約出来るかを競っている。有力な〈冒険者〉ギルドを雇うことの出来た都市は、その安全度を喧けん伝でんし、付近の農民や商人への影響力を強めるんだ。教会勢力も〈冒険者〉にすり寄っているために、契約金はうなぎ登りだ」

　おそらく、ここで言う〈冒険者〉の有力ギルドとは、大規模戦闘レイドを行なうような、大手ギルドをさすのだろう。その規模のギルドは、レギオンレイド──九十六人規模の作戦単位を結成出来る。

　この単位は、〈エルダー・テイル〉におけるもっとも強力な軍事部隊と言えるだろう。

　もちろん、〈大地人〉はこれ以上の人数の軍を召集することも出来るだろうが、個々の戦闘能力に優れ、念話機能で意思疎通する〈冒険者〉の部隊は、九十六人で〈大地人〉数千人以上の戦闘能力を持つはずだ。




「だが、その契約金を支払うための金は領民から吸い上げることになる。〈大災害〉に対応しようとする貴族や領主たちは、あちこちで重税をかけては財政を破は綻たんさせているよ。暴動が起きたりとひどいものだ。中には、〈冒険者〉に権益や現物で支払う契約を望む領主もいる」

「現物──？」

「聞かないでくれ。口にするのも嫌なのだ。引き受ける方も引き受ける方だと、私は思うがね」

「それでも」

　呟くような声が聞こえてレオナルドは振り向く。

　それはコッペリアだった。

　彼女は表情を見せないままで馬の手綱を握りしめ、言葉を続ける。

「都市部の生活は、荒野や辺境のそれよりも、安全だと、コッペリアは言いマス。農村生活の危険度は、前年比一五〇〇％に達しました。巡回する〈冒険者〉と、未達クエストの影響デス」

　掛ける言葉を失ったレオナルドとエリアスにコッペリアは続ける。

「ロマルネスでは、〈腐食屍鬼ポイズングール〉が発生しました。伝染性の病にも似た『死』が地方部在住の〈大地人〉に広がっていマス。コッペリアはロマルネスの塩の大地で五千六百二十九体の〈腐食屍鬼ポイズングール〉を討伐しましたが、状況に変化はありません」

「何でそんなに？　一人で？」

「私とカナミ殿が通りかかったとき、コッペリア殿は一人で戦闘をしていた」

「……」

　コッペリアは何でもないことのように頷いた。

　藍色のショートカットの上で、純白のプリムが揺れている。話した内容は、コッペリアにとっては何でもないことなのだろうか。特にどうといった表情も浮かべないままに、少女は淡々と続ける。

「コッペリアが戦闘を行なっていた緑の平野には、丁度ここと似たような村がありましタ。どこにでもあるような、取り立てて特徴のない村デス。その村には、特徴のない住民が住んでおり、その数は四百五十九人でした。その村には、〈冒険者〉にとって都合の良いことに、武具の修理が可能な〈鍛冶屋〉が存在しました。食料店も存在しました。どちらも〈大地人〉であり、年齢、性別を含め、取り立てて特記すべき項目はありません」

　レオナルドはコッペリアの声に耳を澄ませた。

「コッペリアにとってその村は、利便性の高い拠点でした。コッペリアは付近のターゲットを狩るために巡回をしましたが、たびたびその村に戻り、装備を修理し、時にアイテムを補充しましタ。コッペリアが七回目にその村を訪れたとき、村の住人は一名増えました。取り立てて特徴のない〈大地人〉の幼児が追加されたのです。コッペリアは村の住人に祝福を頼まれましタ。〈施療神官クレリツク〉はなんらかの善に属する能力を持っていると、村の人々は、コッペリアに期待しているようでしタ。コッペリアは祝福の方法を知りませんでしタ」

　それは奇妙に胸に迫る話だった。

「コッペリアは〝治癒をご所望デスか？〟と尋ねました。村の人々はよく理解していないようでしタ。コッペリアはレベル八五の〈太陽の韻字シンボル・オブ・サン〉を使用しました。村人は無知なためにそのエフェクトを奇跡だと信じたようでしタ。コッペリアに多くの感謝の言葉をかけました。コッペリアは他者に希望を尋ねることを学びました。それは役に立つ知見でしタ」

　コッペリアは何かを思い出すように遠くを見つめた。

　しかし、レオナルドにはその捜し物が見つかったようには見えなかった。

「コッペリアが九回目にその村に立ち寄ったとき、村の人口はゼロになっていました。村には数十体の〈腐食屍鬼ポイズングール〉が残っていました。コッペリアはターゲットを殲滅し、さらに平原に移動して、戦闘行為を続行しました。ターゲットの数は多く、コッペリアは対象に不足しませんでしタ。武器が破損し、修理すべき拠点がないのは不便でしたが、狩りの結果は順調でした。鎧が破損して盾を失ってもコッペリアはオーダーに完全に従いました。マスターとの邂かい逅こうがなければ、コッペリアはいまでも先行オーダーを遂行し続けていたでしょう」

　レオナルドは、コッペリアがどんな気持ちでそんな話をしているのか、よくわからなかった。ただ、コッペリアは淡々と報告をしただけだった。




「コッペリアは──」

　レオナルドが、何を言っていいかわからぬままに声を掛けようとしたその時、前方、紹介された村長の家よりはるか先で、大きな破壊音と共に土煙が上がった。騒ぎには悲鳴も含まれている。

「エリアス！」

「ああ、レオナルド殿。カナミがいないっ。ちっ。また突っ込んでいったな!?」

　レオナルドとエリアスは、騒ぎへ向かって一直線に駆け出したのだった。




　　　▼３




　セケックは荒野に作られた小さな村である。

　当然その大通りは二キロメートルもない。〈冒険者〉の脚力で疾走したエリアスとレオナルドは、瞬時に土煙の現場へと到着した。

「ちょっとたんまーっ!?」

　そのレオナルドに向かって吹き飛んできたのはカナミだった。一瞬避けようかな、と考えたレオナルドだったが、いくら口が悪いとは言え、カナミは女性だと思い直して、抱き留める。しかし、まるでダンプにでもはね飛ばされてきたようなカナミを横抱きにすると、レオナルドはすかさず脇に投げ捨てた。

「なにするのよっ！　けろナルドぅ！」

「大丈夫だ、勢いさえ殺せば怪我なんかしない」

　レオナルドはそのまま刀を構えて前方の納な屋やとも厩うまやともつかぬ建物をにらみつける。なぜそんな曖あい昧まいな表現となったかと言えば、その建築物が、もはや廃はい屋おくと言ってもよいほどに壊れていたからだ。

　巨大な力を持つ何者かが暴れ、柱をへし折り、壁をぶち抜き、カナミをはね飛ばしたのだ。

　レオナルドの隣では、エリアスが同じように緊張した面持ちで、透き通った両手剣を構えているのが見えた。

「カナミどの、何がいるんだ」

「男の子っぽい？」

「え？」

「男の子に見えた」

　問答はそれ以上続かなかった。

　目の前の納屋が轟音を立てて倒壊する。その土煙の中から何かが飛び出してきて、エリアスに正面から激突した。余りの騒ぎに家から飛び出して遠巻きにしている〈大地人〉から悲鳴が上がる。




　エリアスがその剣で受け止めたのは、一人の少年だった。

　何の変哲もない、この村にいる子どもと変わらない服装、背格好。だがその表情は狂気に歪み、獣のような姿勢でエリアスの振り下ろした剣を、嚙みつきと両手で受け止めている。

　驚愕に固まってしまったエリアスの隙をつき、自ら体勢を崩した少年は、黒い疾風じみた素早さでエリアスの懐に飛び込んだ。

　一瞬の交差で、エリアスの着込んだ純白のコートが大きく裂ける。

　光沢のあるその衣装は栄誉ある赤枝の騎士団所属、エリアスのトレードマークとも言えるものだ。一見、滑らかな布地に見えるが、防ぼう刃じん性能に優れ、中途半端な金属鎧よりも防御能力が高い。

　しかし、そのコートをあっさりと切り裂いた少年は、長く伸びた爪をぺろりとなめ上げた。

　エリアスの胸部には、切り裂かれた衣服の奥に、うっすらと傷が見えている。

「エリエリ、平気っ？」

「問題ない。カナミ殿。それよりあの少年は──」

　会話する隙も与えずに少年は再びエリアスに飛びかかる。まさに獣の速度だ。低くかがんだ姿勢は、二足歩行のそれではない。四足獣のものだった。荒れ果てた大地を足で摑んででもいるかのように、幻惑の方向転換を繰り返す黒影は、予想もつかぬ角度からエリアスへと襲いかかる。

「ダメっ!!」

　カナミの声にエリアスは刃を返す。

　透き通った両手剣は、途中までの軌跡を乱し、まるで巨大な棍棒のように振り抜かれた。そのスイングに少年は飛とび退すさるが、当然傷を与えられるような攻撃ではなかったために、堪えた様子はない。

「けろナルド……」

「わかってる」

　失礼なあだ名での呼びかけにも構わずに、レオナルドはカナミの言いたいことを察する。

　少年のステータス。

　名前はセジン。レベルは三四。

　そして、その職業は〈灰斑犬鬼ノール〉。

　あり得ないことだった。

〈灰斑犬鬼ノール〉とは邪悪なモンスターの一種だ。犬に似た頭部と小さく丸い耳を持つ邪悪な種族である。ハイエナに似た習性を持ち、集団で狩りを行なう。

　知能も高く、革製の鎧や、片手用の武器も使用する。通常は二足歩行をするが、長距離移動時や、戦闘時には四足移動も行なう、亜人間と呼ばれる類たぐいのモンスターである。




〈エルダー・テイル〉の世界には、こういったモンスターも多く確認されている。〈緑小鬼ゴブリン〉、〈醜豚鬼オーク〉、〈蜥蜴人リザードマン〉等が有名だが、その他にも〈爪熊鬼バグベア〉や〈小牙竜鬼コボルド〉等──いずれもコミュニティを形成し、集団で〈冒険者〉を脅おびやかす手て強ごわい敵だ。〈灰斑犬鬼ノール〉もまた、中レベルの冒険者たちが遭遇する障害のひとつなのである。




　当然レオナルドも戦ったことがある古馴染みだが、〈灰斑犬鬼ノール〉は断じてこんな姿ではない。全身毛むくじゃらで、灰色とも茶色ともつかぬような不吉なまだら模様をもち、まるで月をはめ込んだかのように黄色に輝く瞳をしていたはずだ。

　断じて〈大地人〉の姿はしていないし、その姿を偽装できるわけもない。

　何より決定的なことに、その少年、セジンのステータス欄は明滅していた。〈灰斑犬鬼ノール〉という職業は明滅を繰り返しながら〈開拓民〉と交互に表示され、レベルは三四と二の間を波打つように行き交っている。

「どうなってるんだ、レオナルド殿っ!?」

「倒しちゃダメだっ」

　エリアスの問いにレオナルドは叫び返す。

　しかし、レオナルド自身にもどうすればよいかなんてわかってはいなかった。

　三四レベルというのは、たいした強さではない。

　不意を突かれて攪かく乱らんされたからこそエリアスは二回の攻撃を受けてしまったが、倒すという決意さえ出来れば撃破するのは難しくない。

　エリアスはその特性上とどめを刺せないのかもしれないが、それでも行動不能に追い込むくらいのことは出来るだろう。




　レオナルドだって、数回攻撃すれば絶命させることが出来ると確信している。素早い動きでさえ、土煙が晴れてきたいま、目視できないほどではない。

　問題はそこではないのだ。

「こいつ、何なんだっ」

「けろナルドわからないのっ？」

「わからないよ。じゃ、カナミはわかってるのか？」

「わかってたら聞かないっってばぁ!!」

　役に立たないカナミを放置して、レオナルドは少年に向かって走った。野生の警戒心だろうか、レオナルドの接近を嫌うように五メートルも飛び退る少年。しかし、レオナルドの身体能力は、もはや彼の動きを完全に捕捉している。

　余裕を持ってその軌道に合わせるレオナルドは、跳躍の途中で双刀を抜き放った。

「ダメだよっ！　レオナルドっ！」

「馬鹿なことをっ。こいつは敵だっ。このままじゃ、被害者が出るだろっ！」

　レオナルドは身体のしなりを利用して、左手の刀で少年の胴体を薙なぐ。最も大きな目標に、小細工なしの一撃だった。どう躱かわそうと当たらずには済ませない。必殺でこそないものの、鋭い気合いを込めた一撃は、少年──セジンに大きなダメージを与えるはずだった。

「ギシャァッ!!」

　獣じみた叫びを上げた少年は、そのレオナルドの刀を避けなかった。むしろ、右手の平を刀の軌跡に垂直にぶつけてくる。レオナルドが制動をかけるいとまもなく、少年の手の平に刃は食い込み、両断し、そのままに腕を、肘を、二の腕さえも切り裂いて行く。

　刀は肩口に達するところで止まったが、少年はもはや二本の腕を持つイキモノではなかった。役に立たなくなったぼろぼろのゴムチューブのような紐を、右肩から二本垂らした獣だ。

「ギシャッシャッシャッシャ」

　口から血液の混じったよだれをごぶごぶと垂らし、荒い呼吸を繰り返すその姿は〈大地人〉とはもう呼べなかった。

　集まってきた村人たちも、痛ましい悲鳴を上げて目を背そむける。

　この少年がこの村落の出身者なのか、それとも侵入者なのか、現時点でそれを判断する材料はなかった。それは幸いだっただろう。もしこの場に少年の母親がいて彼が息子だとわかったとしたら、心に消えない傷を負ってしまいそうな、それはおぞましい光景だった。




（動きを、止める……）

　レオナルドは覚悟を決めた。

　先ほどの一撃も決して手を抜いていたわけではないが、本気の一撃にはほど遠かった。次の一撃で運動神経を飽和させる。麻痺攻撃〈パラライジング・ブロウ〉だ。もしそれで止まらない場合には〈スイーパー〉の使用さえも躊躇わない。

　その意志を固めたレオナルドは、セジンの奇襲にも驚くことはなかった。冷静にバックステップし、その腹部に突き放すような前蹴りを喰らわせる。逃亡に移ろうとした少年の前方に回ったエリアスに声を掛ける余裕さえあった。

「エリアスっ。こっちに投げろっ」

「承知っ！　はぁぁっ！　黒き夜の妖精の腕かいなよっ！〈ナイトスプラッシュ〉ッ!!」

　まるでサッカーボールのようにはね飛ばされた少年は、獣じみた嗅覚で自らの求める獲物を探し出した。大地に叩きつけられた反動を利用して、ほとんど地面すれすれの動きで、走る。走る。一陣の黒い風となって。

　その目指すところは、遠巻きにしている人影をかき分けてやっと姿を現したコッペリアだった。

　表情の乏しいコッペリアの小さくて優しい姿に迫る黒影を見たとき、レオナルドは全ての制御を捨てた。傍はた目めにはまるで瞬間移動したかのように見える速度で少年の首筋に迫る。

　音さえもが粘液質になるほどのゆっくりした刹那の中で、レオナルドはその首筋に、青く光る死点を見る。それは即死攻撃〈スイーパー〉のマーカー。セジンのレベルが七〇もあれば話は違っただろうが、三四では免れることは出来ない、それは死神の鎌。

「ハッ！」

　大おお仰ぎようなかけ声も必殺技の名乗りあげもなく、しかしレオナルドは〈パラライズ・ブロウ〉を選択した。ＮＰＣだなどということはわかっている。緊急避難だということもわかっている。にもかかわらず、その首をはね落とすことを考え、コッペリアや旅の道連れにそれを見せることを想起し、ひどく生理的に不快な感触を覚えてレオナルドは表情を歪めた。

　幸い、少年は地上に貼り付けられたように落ちた。

　身体の運動神経が麻痺し、それでも無理矢理動かそうとしているのだろう。昆虫じみた動きで痙攣を繰り返すその身体を、レオナルドは手早く取り押さえる。少年の喉から出るのは、くぐもったうめき声だ。

　こうやって拘束してみれば、哀れなほど小さく、この地方に暮らす〈大地人〉特有の、そぎ落としたように瘦せた顔を持つ、アオルソイの浅黒く日焼けをした少年の一人にすぎなかった。その少年が凶相を浮かべ壊れた機械のように麻痺する姿には、禍々まがまがしいまでの陰惨さがあった。

「コッペリア……」

「大丈夫です。コッペリアは、事態を認識していまス」

　少年の傍らに跪ひざまずいたコッペリアは、回復呪文を詠唱する。

　コッペリアが何を考えて回復しようとしているのかはわからなかったが、彼女が近づいた途端に、少年の様子が変わる。怯えたような、興奮したような痙攣は一層強くなり、声も出せないその喉からはひぅるひぅると途絶えそうな呼吸が漏れ出した。

「七つある鐘、鳴らして褒ほむべきかな白き翼、打ち鳴らしたる幸い用いて御心に叶え──〈セイクリッド・キュア〉」

　呟きのような静かな声は、少年の〈麻痺〉を癒す。

　だが、少年の狂態はステータス異常などではなかったはずだ。〈麻痺〉だなどという見慣れた異変とは違うはずだ。もっと得体の知れない恐ろしいなにかだったはずだ。しかし、レオナルドの危惧をよそに、少年の顔からは凶相が抜け落ちていった。

　彼の額に手を当てて冷静に観察するコッペリアの見守る中、少年の呼吸は次第に規則正しく、穏やかになって行く。そこに先ほどまでの、獣じみたオーラはない。

「助かった……の？」

　カナミの声は、一同の疑問を代弁していた。

　その言葉にコッペリアはひとつ頷くと、宙を払った。

　レオナルドの瞳は、コッペリアの指先によって吹き払われた漆黒の影を捕らえたような気がしたが、一瞬あとには、まるでなにごとも起きていないような、アオルソイの澄んだ冷たい風が残るのみだった。




　　　▼４




「疫鬼イイグイ？」

　カナミの言葉にヤグドは頷いた。

「それって、何？」

「わからん。見たのは、今回が初めてだ。商人から話は聞いていたが……」

　村のとりまとめ役、村長であるヤグドは重ねて頭を振った。表情は重々しく疲労の色が濃かった。

　日干し煉瓦で作られたヤグドの家は、戸口や窓が四角くあけられて、風通しが良い。遊牧と定住放牧の中間的な文化を持つこの村では、家屋と呼べるものの半数が日干し煉瓦で作られた簡素なもので、残りの半数は分厚い布地で作られた天幕だった。

　中には木材で補強したり、床を造った家もある。ヤグドの家は、外部から客人を迎える、村全体の応対場所という意味ももつ。そのため周囲の家よりも倍は大きく、中庭にあたる場所を囲む数棟の四角い居室からなっていた。

　そのヤグドの家、五メートル四方程の広間で、レオナルドたち一行は、ヤグドと先ほどの騒ぎについて話しているのだった。

「どんな話を聞いたのだろうか？　ヤグド殿」

　相手が誰であろうと、気さくな、それでいて丁寧な印象を与えるエリアスの口調は変わらない。その問いかけに答えて、ヤグドは、山羊のような髭を二、三度しごいた後、思い出しながら話し始めた。

「アオルソイの荒野には、最近、奇怪なる悪霊憑きが現れるそうな。それを疫鬼と呼ぶと聞いた」

「うん」

　そろそろ、窓の外はあかね色に染まりつつある。

　部屋の中では早くも囲い炉ろ裏りに火をくべて、湯を沸かすヤグドの老妻の姿も見えた。

「疫鬼は荒野に出ると言う。滅びた村の生き残りだとも、気が触れているのだとも、魔物に憑かれたのだとも言う。放牧をしていると羊を奪われるという話だ。羊をその場で殺して、喰らうのだという。その姿から悪鬼、疫鬼と呼ぶ」

　ヤグドの声は低くしわがれて響く。

「しかし、村人は襲われぬのだそうだ。人が見えないかのように、通り過ぎる。だが、暴れぬと言うのではない。時には狂うたかのように、荒野で血に酔っているのを見ることもあると聞く。そして、〈冒険者〉の方を見つけると、襲うとも聞いた」

　レオナルドは、かすかに頷く。

　ステータス画面で見た表示、〈灰斑犬鬼ノール〉が事実であるのならば、説明のつかない事態ではない。

〈灰斑犬鬼ノール〉は確かに邪悪な亜人間だが、〈大地人〉は襲わない。別段善意からではなく、狡猾で臆病なためだ。〈大地人〉を襲えば集団で防御策を講じられることを知っているためである。〈灰斑犬鬼ノール〉は〈大地人〉そのものより、その家畜の方を狙うのだ。

　その一方で、〈冒険者〉を見かければ積極的に襲いかかってくる。〈大地人〉は見逃せば逃げ出すとわかっているが、〈冒険者〉は自分たちを駆逐するためにやってきた「敵」だと認識しているらしい。




　あの少年が〈灰斑犬鬼ノール〉だったとすれば、初めはカナミに、次いで自分たちに襲いかかってきたのも納得がいく。〈大地人〉は〈灰斑犬鬼ノール〉にとって、襲うべき価値もない「虫けら」なのだ。

　しかし、それは、レオナルドたちを襲った説明にはなっても、人間の姿を持っていた説明にはならなかった。

「ヤグド殿。わたしは、疫鬼というもののことを聞いたことがないのだが、それはこの地方では昔から語り継がれているものなのか？」

「いいや、それは違う。わしらも初めて聞いてから、三ヶ月とは経っていない。急に現れたのだ」

　エリアスの言葉に老人は応えた。

「じゃ、あの少年は、その」

「この村の出身者なのですカ？」

　カナミとコッペリアの質問の答えは「否」だった。

　確かにこの地方に住む〈大地人〉の特徴を備えているが、この村の出身者ではないそうだ。

　その少年当人は、同じ広間の一角で毛布に包まれて寝ている。コッペリアの施した呪文治療は、状態異常に続いて、裂けた右腕も回復させていたが、意識が戻るには至っていない。

　レオナルドの目には、少年はもう危険には見えない。

　何よりそのステータスは、名前セジン、レベルは二、職業〈開拓民〉と表記が安定している。こうして寝顔を見ていても、そこらを歩いている〈大地人〉の少年と変わらない。バグじみたあの表記の方が、悪い夢だったとしか思えないほどだ。

「……この少年が」

「この少年は正常だとコッペリアは保証しマス」

　ヤグドは少年の顔をしげしげと眺めた。

　その顔には、嫌悪は見えない。労いたわるような色があるばかりだ。

「どこかの村から攫さらわれたとか、行方不明ということなのでしょうか」

「それはわかりませんな。この少年のブーツは相当に傷んでいました。服もすり切れ、ぼろぼろです。かなり長い距離を移動してきたように見える。数ヶ月のあいだ彷徨さまよっていたかと」

　ヤグドの言葉にカナミが頷いている。

　レオナルドは、そのカナミの態度に、ヤグドの推測が何か手持ちの情報と合致し、納得しているのかと訝ったが、肩をすくめたエリアスの表情をみるとそう言うわけでもないらしい。要するに、ただうなずいているだけなのだ。

　その後も、幾つかの細かい質問をしたが、ヤグドからそれ以上の情報は得られなかった。

　カナミが持ち前の愛嬌で頼み込んだ結果、ヤグドは快く食料を分けてくれる運びとなった。もちろん、多少の金貨と引き替えではあったが、それは〈冒険者〉であるレオナルドたちにとって大きな額ではなかったし、このような辺境の村では食料を分けてもらえるというだけで有り難いことだった。




　しかし、仲間たちと話し合った結果、カナミたち一行は、数日の間村に滞在することにした。

　村長ヤグドの話では、数日後には交易商人が訪れるとのことだったからだ。

　カナミの話を聞いて、レオナルドにも日本サーバーを目指したい気持ちが芽生えてきている。〈大災害〉の謎を解明するという話は荒唐無稽すぎてまだぴんと来てはいないが、それでも新パッチは魅力的な話だ。いまより高い戦闘能力を身につければ、安全度が増す。それは、ビッグアップルに戻ったときにも役に立つはずだ。

　だが、このアオルソイの大地は、未開の荒野だ。この間の廃墟のようなことがないとも限らない。なんの情報もなくただひたすらに日の昇る方向に進めば日本に辿り着くなどというのも、甘い考えだろう。

　なにぶん、セケックは小さな村だ。村人たちは、滅多に旅をしない。自ずとその手持ちの情報は限られたものとなる。消耗品も購入したいし、街道の様子などの情報も旅商人のほうが豊富に持っているのは明白だった。その情報は、この広大な大陸を旅するにあたって、食料以上に貴重なものである。

　交易商人が来るのであれば、数日待ったとしても情報を得ておいたほうが良いというのが、レオナルドたち一行の判断だった。

　この判断をするために一行は馬小屋まで行って相談をした。もちろん、ＫＲにも話し合いに参加してもらうためだ。ＫＲは聴力が良いようで、隣接した馬房からも、ヤグドとの話の内容を把握していた。

　話を把握しておいてもらうのは、相談をするに当たって都合がよいのだが、そのＫＲ自身は随分と機嫌を害していた。馬房が気に入らないらしい。彼が言うには、同じ房にいる雌馬が色目を使ってくると言うのだ。

「ＫＲもてもてじゃないっ」

「おいカナミ。もてもてってのはもっと素敵なストロベリーだろ。っていうかカナミには言われたくない」

　言い返されてさらに反論しようと口を尖らせるカナミを放置して相談した結果、やはり村に数日滞在するということで固まった。ヤグドが一行に宿の提供を申し出てくれたことも大きかった。レオナルドとエリアスで一室。カナミとコッペリアで一室だった。

　ＫＲは当然馬房ということになり、ごねたのだが、レオナルドとエリアスの取りなしでなんとか納得してもらうことが出来た。カナミは「らぶほてる」だとか言いだして、一時はあわやＫＲの前蹴りを喰らうところだったが。

「それにしても、アレはなんなんだろうな」

「……」

　レオナルドの言葉に仲間たちは口をつぐんだ。レオナルドにしたところで、答えが返ってくると思っていったわけではない。あのようなステータス表示をレオナルドは見たことがなかった。バグだとしか思えない。

「自分は初見の現象だ」

「妖精族の伝承でも、思い当たるものはありませんね」

　──未知のバグ。

　レオナルドはその考えにぞっとする。

　セジンは〈大地人〉だったが、このバグが〈大地人〉以外には発生しないと、誰が保証してくれるのか？　確かにこの世界では〈冒険者〉は不死のようだ。たとえ戦闘で倒れたとしても、神殿へと転送され蘇生する。

　しかし、あの少年のような存在になったとき。あのようなものになってしまっても、それは「不死」といえるだろうか？

　あのようになって、なお死ぬことだけはない存在がいるとしたら。その存在はこの世界における災厄であろうし、その当人にとっては醒めぬ悪夢、生きながらに落ちる地獄だ。

「あれってば状態異常回復呪文で対処できる種類の『何か』なのか？」

　ＫＲの質問に、コッペリアは答える。

「コッペリアは違うと判断しマス。なぜならば、コッペリアが該当する呪文を詠唱した段階で、ステータス表示はすでに通常状態に戻っていたからです」

「では、レオナルドの麻痺攻撃があの症状を除去する役に立ったと」

「その考えも外れていると思うな」

　レオナルドは顎に手をやって考える。

「僕の武器はかなり良いものだが、炎の追加ダメージを与えるだけのものだ。使用した特技パラライジング・ブロウも、麻痺以外の特殊な付帯効果があるものではない」

「……」

　レオナルドの声に、いつもはちょっと口数が多いほどのＫＲも黙り込む。当たり前だ。誰だってあんな状態にはなりたくない。

　対応するだけであれば、話は簡単だ。

　確かに亜人間種のモンスターはレベルに幅がある。しかし、いくら幅があるとは言え、〈灰斑犬鬼ノール〉である。そのレベルは高くて七〇がいいところだろう。レオナルドたちにとって恐ろしい相手ではない。

　だがあの不気味な症状には、戦闘能力とは違った、心の奥底にある原始的な恐怖を呼び覚ます何かがあった。

　見開いて光彩を失った瞳。血液混じりの唾液を止めどなくこぼす犬歯の伸びた口。いびつに曲がり、人間の身体で無理矢理獣の動きを再現しようとする四肢。いずれもが、不吉な昏くらいオーラを纏っている。

　レオナルドだって相手になどしたくはない。




「ま、ま。でもさ。あんなのがいっぱいいるわけないでしょ」

「それはそうだろ。この村の人々も初めて見たと言っていたしな。あんなのが沢山いるなら目撃例だって増えるのが理屈ってもんだ」

　カナミの取り成すような言葉をＫＲが引き受けた。

　レオナルドはその言葉に頷きながらも、釈然としないものを感じていた。この事件がこのままでは終わらないような、より深く関わらなければならないような予感を感じていたのだ。

　そしてそれは正しかった。




　　　▼５




　この世界はどこでもそうだが、アオルソイの夜はことのほか澄み切った空が広がる。乾燥した空気のためか、天は高くどこまでも透明で、砕いた白砂のような星が瞬く。

　ミッドタウンの煙とネオンに汚れた夜空と違い、地上からの光がないために、わずかな光を放つ小さな星までもがその存在を天の羅ら紗しや幕まくに誇っている。

　セケックの夜だった。

　どこからか、銀鈴を振るような虫の音がしている。

　日が暮れて二時間。まだ夜と言えるほど深い時間でもないだろうに、村はすでにひっそりとしていた。日干し煉瓦の壁を四角く開けて木製の蓋を取り付けただけの窓々からは、オレンジの光が漏れている。

　どの家も夕食を食べたかどうかの時間だろう。

　レオナルドはあてがわれた小屋を抜け出して、夜のひんやりした風の中に進み出た。

　踏み固められただけの路上に出たレオナルドの頭上に星々の夜空が広がっている。

　九月とは言え、アオルソイの高原の夜には、冷たい風が吹く。

　だがそれも〈冒険者〉のレオナルドにとってはさほど堪える寒さではない。むしろ清涼の気を運んで心地よいくらいだ。

　レオナルドは、その夜の大気の中を村を横切り歩いてゆく。別段何かを企んでいるわけではないが、足音はほとんど立てない。〈暗殺者アサシン〉であるレオナルドの身についた動きのためであるし、この平和そうに見える村と静寂に満ちた夜を騒がせたくないという気持ちもあった。




　この村は、別段堅固な防壁などはしつらえていない。張り巡らされているのは、動物を防ぎ羊をまとめるための柵程度だ。その柵の外側にも耕された畑のような区域が広がっている。もっとも耕したとは言っても、土は粗く乾いていて、素人目にもあまり耕作向きではないのだろうなと不安になるようなありさまではあった。

　レオナルドは、村から南へ延びる道ばたの大きな岩へとよじ登り、腰を掛けた。

　その岩は巨大だった。高さで言えば、二メートルほど。全体的には磨かれたような、角が取れてユーモラスな姿だったが、その上部は平らで、ベッドルームよりも広そうだ。

　岩は羊飼いたちの見張り場所にもなっているようで、上部の平原を望む辺りには、すり切れた布が敷いてあった。

　視界のはるかかなたには、屛風のような山脈が広がっている。

　どこからどこまでと一口では言えない。視界の彼方まで走る山脈はまさに世界の壁というのに相応ふさわしい。その山々はシャンマイと呼ぶのだと、夕食を食べながら、長老ヤグドが教えてくれた。『天の御ご座ざ』という意味なのだという。

　月の明かりに照らされて、夜の中にもわずかに雪を輝かせる稜線は、なるほど天の椅子と頷ける神こう々ごうしい雰囲気を持っていた。

　そしてその山裾まで広がるのがアオルソイの荒野だ。所々に茂みや、森と言って差し支えないようなものもあるが、それもこれもいまはしっとりとした夜の風の中で眠っている。




　さくり、さくりと、その乾いた地面を踏む音と共に、コッペリアが近づいてきた。

　彼女が視界に入る前から気が付いていたレオナルドは、余裕を持って振りかえると、岩の上から小柄な彼女を見下ろす。コッペリアは淑しとやかな歩幅で大岩までやってくると、レオナルドを見上げた。

「歩哨でしょうか」

「違うよ」

　レオナルドはコッペリアの問いに答えた。

　ここは仮にも〈大地人〉の村だ。ダンジョンの奥深くで仮眠を取るのとは訳が違う。油断をするつもりはないが、不ふ寝しん番ばんをおくほど警戒する必要もないだろう。

　レオナルドはただ、こんな早い時間には眠れないので部屋を抜け出してきただけだった。生粋のニューヨークっ子である彼は夜更かしを愛していた。

　それに、レオナルドには考え事をする時間が必要だったのだ。

　友人と話すのは楽しいし、同僚と一緒に仕事をこなすことだって嫌いではないが、孤独になれる時間がないと萎しおれてしまう。ギークであるということは、心のどこかでそういう部分を抱えることだと、レオナルドは知っていた。

「そうですか」

「うん」

　会話は途切れた。

　そしてそのまま、アオルソイの九月の夜風が二人を撫でるように通り過ぎてゆく。

　低い馬の鳴き声、虫の音が聞こえ──雲が月を覆い、そして通り過ぎた。




　それなりの時間が経ったはずだが、コッペリアは、ただ静かにそこに立っていた。先ほどまでレオナルドが見ていた、遠くにそびえる山を見つめているようだった。

「登るか？」

「はい」

　コッペリアの返事を聞いて、レオナルドは手を伸ばす。

　彼女はレオナルドに手を引かれて、丸みを帯びた大岩の上に到着する。そして指先で何度か埃を払い、スカートに皺を寄せないようにすっきりと背筋を伸ばして座った。

　レオナルドは話しかけなかったし、コッペリアも余計な言葉を発してレオナルドを煩わせるようなことはなかった。夜は静かで、二人の周囲にはその静けさをむしろ守るような、低い虫の音と風の音だけがあった。

　またそれなりの時間が流れた。

　星が瞬き、寝ぼけたような羊の声が遠く聞こえた。

「退屈じゃないか？」

「退屈ではありマせん」

　レオナルドは、少し困ってしまった。

　ギークである彼は、女性との会話経験が乏しい。ゲームとして何かやっている最中であれば──つまり、戦闘やらスキル上昇の修行やら、生産活動やクエストの最中ならば、話題もあるだろうが、このようなシチュエーションは専門外だった。

　しかし一方で、居心地の悪さは感じなかった。

　女性と二人っきりだなんてストレスを感じてもいい場面なのに、落ち着いていたし気詰まりでもないのだ。

「コッペリアは、何をしに出てきたんだ」

「狩りデす」

「狩り？」

　レオナルドは聞き返す。

『狩り』という言葉自体は珍しくない。ＭＭＯではむしろ一般的に使われる用語だ。その意味するところは広く、戦闘でモンスターを討伐することを指す。狭義で言えば、クエストなどで必要なモンスターを倒すわけではなく、戦利品を求めてモンスターを単純に倒す行為をさす言葉だった。

「はい。この村の南方平原に移動し獲物を探すつもりでしタ」

「夜だぞ？」

「夜行性モンスターの存在を考えると、その方が好都合だとコッペリアは判断しました」

「寝るのは？」

「コッペリアは多くの睡眠を必要としません」

　レオナルドは多少びっくりしたが、それもありかと思い直した。〈エルダー・テイル〉においては、この種のプレイヤーはまま見ることが出来る。無駄な時間を過すくらいならば、雑ざ魚こモンスターでもいいから討伐して多少の金品を得ようとするスタイルだ。

　コッペリアはそこまでのバトルマニアには見えなかったが、プレイヤーというのは、必ずしも見た目や職業が性格と一致する訳でもないことを、レオナルドは経験から学んでいた。

　だから「付き合おうか？」という言葉も自然に出た。

　テケリの廃墟からこの村に移動するまで何回か遭遇したモンスターの平均レベルは、二〇前後だった。たとえ回復職で攻撃能力に乏しいとは言え、九〇レベルのコッペリアの敵ではないだろう。

　しかし効率を重視するのならば、攻撃職である自分とコッペリアの二人組の方が、ずっといいはずである。レオナルドはそう考えたのだ。




「その必要はありません。コッペリアの予定は変更されました」

「そう……なのか？」

「はい」

　コッペリアは淡々と答える。その言葉の響きにも表情にも、特定の感情を感じ取ることは出来なかった。

　必要ないというのなら、それは必要ないのだろう。レオナルドは、あっさり追及の意志を捨てる。稼ぐのも時間を潰すのも、プレイヤーの自由にすべきである。コッペリアが望むなら付き合うが親切の押し売りをするつもりはない。

　レオナルドは、立ち上がる。

　コッペリアの視線がそのままついてきたが「気にしないで」と言うと、納得したかのように藍色の髪の少女は頷いた。

　レオナルドは爪先で岩の感触を確かめる。ずっしりと重く硬質な感触。これなら多少飛び跳ねても大丈夫だろうと安心して、ゆっくり刀を構える。




　脳裏に浮かぶアイコンから起動する技は〈デッドリー・ダンス〉だ。左手を鋭く突き出す。その構えフォームから、冷気を纏うような鋭い音と共に、右手の刀が一閃される。この技の〈再使用規制時間リキヤスト・タイム〉は一秒。一秒の後にふたたびアイコンを選択するイメージ。またも右手が振るわれた。今度の攻撃は先ほどよりも鋭い。

〈デッドリー・ダンス〉は特殊な技だ。連続で使えば、その威力は徐々に上昇してゆく。最終的な上昇上限は八回目の攻撃にあり、その時のダメージは初回の攻撃のおおよそ三倍となる。

　初回の攻撃は通常の攻撃と同じ程度のダメージしかない割に、左手を突き出し腰を沈めるというフォームが存在するために、ダメージ効率はかなり悪い。一回でお終いにするつもりなら、他の特技を用いた方が効果的にダメージを与えられるだろう。あくまで、連続で攻撃することを前提とした攻撃特技なのだ。

　レオナルドは何度か繰り返して、自分の身体の動きを確認する。鋭い動きはこの数ヶ月ですっかりと慣れ親しんだもので違和感はない。しかし、ここが突破口だという感覚はあった。

　慣れない操作に肘や膝がずきずきと痛んだ。

　身体自体は〈冒険者〉となって、筋力も耐久力も大幅に上昇している。それは上昇というよりもむしろ、まったく別人である感覚だ。〈冒険者〉の身体は、レオナルドの憧れたヒーローのそれそのものだからだ。

　しかし、普段用いないような角度で筋肉に負荷をかけると、それなりに熱が籠もるらしい。

「〈ヒーリング・ライト〉」

　肘の部分を撫でていたレオナルドに、コッペリアは即時回復呪文を唱えてくれた。〈冒険者〉の屈強な肉体は、この程度の不具合をものの十分もすれば回復してしまうのだろうが、それでも治癒呪文で熱が引いていくのは心地よい感覚だった。

「治癒をご所望デスか？」

「いや、いまので十分だよ」

　コッペリアの言葉に、レオナルドは身体の筋を伸ばしながら礼を言う。再び足を開いて構え通りに腰を沈めながら、レオナルドはコッペリアに尋ねてみた。

「新パッチのこと、どう思う？」

「コッペリアは日本サーバーで導入されていると聞いています」

「えー、と。んじゃ、日本サーバー行きについては？」

「マスターの希望として高いプライオリティでプロットされています」

　どうにも話が嚙み合わないと感じるレオナルドだった。

　エリアスといいコッペリアといい、不思議な性格の参加者が揃ったパーティーだ。まぁ、正確に言えばエリアスは人間ではないわけで、あの奇矯さも納得はいく。それに最大の困惑の源は、カナミであったりする。あそこまでの騒がせ屋ルーニーというのも、ちょっと珍しい。そのカナミが集めた人材だ、変わっていても仕方ないだろうな、とレオナルドは考えた。

　その選抜に自分が含まれていることには、ちっとも思いが至っていないのだが。

「そのマスターってさ」

「はい。カナミ、です」

　昼間聞いた話では、コッペリアは、草原で戦闘中にカナミに見いだされ、仲間に加わったのだという。もしかしたらその際に命でも助けられたのかもしれない。この数日でわかったが、コッペリアは、カナミに対しては他の仲間に対するそれとは違う態度をとっている。恭うやうやしい、まるで本物のメイドであるかのような態度だ。

　レオナルドは他人のプレイ方針、特に口調やファッションには寛容である。そもそも、レオナルドからして緑のフードマスクにスーツなどという、カートゥーンヒーローのコスチュームを愛用しているのだ。誰だって、ゲームの中ならヒーローになる権利はある。望むのならばなんにだってだ。

　だから、コッペリアのその態度にも異論はない。




「カナミって、どんな人？」

「──」

　いままでレオナルドの問いには即答してきたコッペリアが、初めて思案するような様子を見せた。レオナルドは身体を伸ばしてゆっくりと刀を振るいながら、のんびりとコッペリアの言葉を待っていた。

　自分でも、なぜこんなに落ち着いていられるのかわからない。

　年頃の可愛い少女なんてハイスクール以降ろくに見かけたことはないように思うし、こんな距離で親しく話した記憶なんてレコメンダシステムだって出てこない。それなのに、いまはＰＣのグラフィックボードを換装しているときと同じくらいの緊張しかしていない。端子に傷がついたらいやだから、焦らずゆっくり丁寧にしなきゃ。その程度の緊張。あるいは、思いやりに似た気分が、いっそ不思議だった。

「マスターは、黎れい明めいのような人です」

「は？」




　コッペリアは、東の空を指さした。

「いま、あの空の向こうを、太陽が駆けてきています。いまはまだ沈んだばかりですが、明日の朝、〇四三八には東の空が白み始めるでしょう」
















　コッペリアの瞳は、月が昇ったばかりの夜空を映して、限りなく深い青だった。

「夜間、大空は闇です。未明、東の空が次第に暗い紫に色づき始めます。紫の次は、紫紺。そして、群青。次第に蒼さを増していく大空に、まだ光はありません。しかしその蒼さだけで、朝の訪れを疑う人はいません。──マスターは、そのような人です」

　コッペリアの言葉の意味は、レオナルドにはよくわからなかったが、コッペリアがカナミの価値を認めているらしいということだけはわかった。

　レオナルドは、そのことだけを記憶して、再び〈デッドリー・ダンス〉の動きをなぞり始めた。




　　　▼６




　その同じ夜の底を息を殺して徘徊する一団があった。

　ギルド〈楽浪狼騎兵〉の斥候部隊である。

　構成員は三名。いずれも九〇レベルの訓練を積んだ〈冒険者〉である。

「どうだ？」

「──南だな」

　地面を這うように調べていた〈盗剣士スワツシユバツクラー〉は、言葉少なく答えると、携帯用のカンテラのシャッターを閉めた。この品は、永続光を発するマジック・アイテム〈湖南の虹真珠〉を中心に、光増幅用の鏡と、覆いとしてのシャッターを組み合わせた細工物で、最近生産部隊が作り出したものだった。

　足跡の痕跡を再確認した一行は、近くで待機していた〈騎乗用大型狼グレートウルフ〉にまたがる。体長三メートルにも達する狼のようなフォルムのこの生物は、中国サーバーで見られる騎乗生物であった。

　革で作られた鞍くらにまたがった三人はそのまま夜の草原を南へと走る。

　夜の移動は馬では難しい。

　今夜は月夜ではあるが、それでも地面の起伏は容易く影に紛れ、一歩間違えれば馬の足首など簡単に折れてしまう。そのような環境下において〈騎乗用大型狼グレートウルフ〉は馬に対する圧倒的なアドバンテージを持っていた。

　しかし夜の追跡だから彼らがことさらに選んで〈騎乗用大型狼グレートウルフ〉に乗ってきたわけではない。

　そもそもギルド〈楽浪狼騎兵〉のメンバーは全員が〈騎乗用大型狼グレートウルフ〉に乗っているのだ。〈楽浪狼騎兵〉にとって、巨大な騎乗狼は、トレードマークである。

　彼ら〈楽浪狼騎兵〉は元々中国サーバーの中心的都市である大都ダアドンを本拠地とするギルドだった。しかし〈大災害〉以降、大都の治安は悪化するばかり。華王を名乗る三つのギルドが互いに争い、それぞれ街の重要な施設を占拠しては互いに牽制し合う混沌の都と化している。

　先見の明に溢れた〈楽浪狼騎兵〉のリーダー、朱桓ジユホワンは早々に大都脱出を決定した。もともとが〈騎乗用大型狼グレートウルフ〉を中心として、長距離移動を苦にしないメンバーばかりだったのも幸いしたのだろう、総勢四百八十人全員が自分の財産をバッグに詰めてギルドホールも引き払っての出しゆつ立たつとなった。

　それからは西へ西へと移動していった。馬乳の都シーマアナイクイに腰を落ち着けるのにひと月。そこでギルドホールを開設、安定させるのにひと月がかかったが、〈楽浪狼騎兵〉は安心できる住処を手に入れた。中国サーバーでは、比較的運の良かったギルドだろう。

　現在、〈楽浪狼騎兵〉が行なっている仕事は巡士である。

　清代にはビャオジュイと言われていた仕事だ。〈大地人〉の輸送部隊に護衛として随行し、モンスターや野盗からその荷物と財産生命を守る。一方で、その任務が失敗した場合は、委託主への賠償責任を果たすために金を支払う。

　この世界が〈エルダー・テイル〉というゲームであった頃から、クエストという形でたびたび依頼されてきたことを、〈楽浪狼騎兵〉は巡士という形で事業化したのである。

〈シーマァナイクィ〉……現地では馬乳の都と言われる都市は、決して小さくはなかった。人口で言えば一万五千人ほどが暮らす地方交易の中心でもある。

　もともとが商人の旅隊を中継する基地として栄えたのであろう、街の目抜き通りには乾物や東西の珍品を取り扱う店が並ぶ、なかなかに裕福な都市だ。




　だが当然のこと、プレイヤータウンではないために〈冒険者〉は少ない。神殿が存在するのは〈楽浪狼騎兵〉が本拠地として選んだ最大の理由だが、銀行はなかった。それゆえ、〈楽浪狼騎兵〉のメンバーはその財産のほとんどをギルドホールの金庫に預け、守ってもらっている。

　そういった制約上、〈楽浪狼騎兵〉は他のギルドに比べて家族的で横の繫がりが強く、またそれが〈大地人〉から見たとき信用がおけるという評価にも繫がっていた。

〈楽浪狼騎兵〉では、護衛の依頼に対して、通常ひとつのパーティーを送り出す。つまりそれは、前衛の盾となるべき戦士職、戦士を回復してパーティー全体を管理する回復職、それに加えて物理、魔法のバランスがよい攻撃職を配置した六人組ということである。

　依頼によってキャラバンの通るルートは異なり、その難易度によって選抜されるメンバーは調整されてはいたが、交易路の地上を旅する限り、〈楽浪狼騎兵〉のメンバー六人で退けられない脅威は、この地方においてほとんどなかった。




　そうした護衛業務を行なう一方で、ギルドリーダー朱桓は、四方に多くの斥候を出すことでも知られていた。

〈冒険者〉はその気になれば優秀な斥候になりうる。武器攻撃職、たとえば〈暗殺者アサシン〉や〈盗剣士スワツシユバツクラー〉は忍びの技を身につけているし、魔法職であれば暗闇での明かりや特殊な視力をもち、遠距離偵察に便利な召喚生物を使役できることも多い。

　メンバー全員が荒れ地や山間部に強い騎乗生物〈騎乗用大型狼グレートウルフ〉の乗り手であることも大いにプラスに働いた。

　依頼を受けていない間、ギルドメンバーの腕がなまらないようにと考えられた企画だったこれらの斥候は、〈シーマァナイクィ〉周辺の治安を向上させ、また多くの情報を〈楽浪狼騎兵〉にもたらすという副次効果をもたらした。

　新しい都市に居を定め、一ヶ月が経つ頃には〈楽浪狼騎兵〉は早くも街の重要な一員であると〈大地人〉に認識されるようになっていたのだ。




　しばらく疾走した三騎は、夜の闇の中に水の匂いを嗅いだ。

　レウルノースの支流だろう。

　その支流に行き当たってしばらくたつと、三人は川の畔ほとりに痕跡を認めた。踏み荒らされた川かわ縁べりの草は黒く濡れている。

　水ではなく動物の血液だ。

「多いな」

　血の臭いにうなり声を上げる騎乗狼の首筋を撫でつつ、リーダーの〈盗剣士スワツシユバツクラー〉は呟いた。血痕は、もうすでに乾きかけている。誰であれここを立ち去った者たちは、随分前に出発したはずだ。しかし一行は用心をして大きな明かりは使わず、シャッター付きのカンテラを使用し続けた。

　一行は、特別編成された斥候部隊のメンバーだった。

　斥候部隊は南西方向の情報収集を目的とした大隊で、全ての班を合計すれば六十名を超えるメンバーが参加している。本隊はゆっくりと真西方面へと移動しながら、情報の統合を行なっているはずだ。

〈施療神官クレリツク〉の少年が本隊への念話を行なっている脇で、リーダーはさらに周囲を調べる。ひっくり返された石、踏み固められた泥土。どうやら、追いかけていた一隊は、ここでさらに多くの仲間──〈灰斑犬鬼ノール〉と合流を果たしたらしい。

　ここで屠られたのは、羊か鹿か……そういった生き物だろう。一行はここで血なまぐさい食事をしたあと、さらに移動するために旅立った。支流を渡った〈灰斑犬鬼ノール〉の数は二十以上、三十以下。

　サブ職業として〈追跡者〉を持つリーダーはそう判断し〈施療神官クレリツク〉に伝える。

　本隊へと報告した内容は、この三人小隊と同じく本隊から半径二十キロに散った監視体制に共有される。

　彼らが追っているのは、〈灰斑犬鬼ノール〉の旅族トライブだった。

〈大災害〉はモンスターの生息圏にも大きな影響を与えたようだ。〈楽浪狼騎兵〉は大陸東岸の大都からこの地方までの旅で、移動するモンスターの部族を多く見てきた。

〈灰斑犬鬼ノール〉の一団もその一種なのだろうか。二週間ほど前、幾つかのキャラバンの壊滅と共に、彼らの移動を察知した〈楽浪狼騎兵〉は、大規模偵察を立案実行した。

〈灰斑犬鬼ノール〉が数百体であれば、この偵察部隊だけで殲滅することが可能だ。偵察部隊とは言え、そのメンバーは追跡技能を加味されて選抜されただけであり、戦闘能力は護衛部隊や戦闘部隊と比べても何ら遜色はない。

〈楽浪狼騎兵〉はライトユーザーが多い中国サーバーでは硬派なギルドであり、所属メンバーの大半は九〇レベルである。

　もし仮に〈灰斑犬鬼ノール〉の集団が大規模戦闘レイドを必要とするほどであれば、専用の討伐部隊派遣も視野に入れていた。その場合は、現在〈シーマァナイクィ〉で待機しているギルドリーダー、朱桓も出陣となるだろう。

「──っ。はっ。了解ですっ」

　突如緊迫した〈施療神官クレリツク〉の青年の態度に、緊張が走った。

「どうした」

「南西に先行してた第四班と連絡がとれないようで」

「この先か」

〈盗剣士スワツシユバツクラー〉は闇を睨んだ。何らかのトラブルに巻き込まれたのか。最後の連絡によれば、第四班は彼らの西方数キロの場所にいるはずだ。




「本隊は確認要請をしています」

　悩むまでもない。最も近いのが自分たちなのだから、調査の必要があるだろう。リーダーである〈盗剣士スワツシユバツクラー〉の指示で三人は騎乗した。

〈騎乗用大型狼グレートウルフ〉は、その主人たちを背に乗せると合図さえも待たずに夜の闇へと駆けだした。

〈楽浪狼騎兵〉における乗騎はもはや家族同然であり、乗り手の指示も必要としない域にまで達している。彼らは主人の緊張を感じ取りうめき声も漏らさずに闇夜の中をひた走った。

　耳を切る風は痛いほどであった。

　まだ季節は九月であり、夏と言ってもよい。

　しかし高山から吹き下ろす風は冷気を含んで鋭い。深夜、その中を疾走するとなればなおさらだった。

　このような任務に慣れっこである〈楽浪狼騎兵〉は、毛皮のついた上着の襟を立てて、乗騎の首筋に顔を埋めた。彼らの腕の中で躍動する獣の体温は高く、その毛皮に埋もれていれば、ちょっとくらいの寒さは気にならないのだった。

　やがて月が中天より降り始める頃、地平線に黒々と立ち現れてきたのは巨大な柱であった。

　それは余りの距離のために、ちっぽけに見えたが、冷静に考えるととてつもない高さを持っていた。対象物がないために正確なことはわからないが、三十メートルは優にありそうである。

　近代建築がないこの世界で、また、荒野の中心に屹きつ立りつするそれは、はるか彼方からでも視認可能なほどの非現実的な巨大さを持っていた。

　近づくにつれ、それはいよいよその威容を発揮し始めた。

　鋼鉄で出来ているのだろうか、三本の柱をまとめたようなその構造物には、内部があるようには見えなかった。建築物──つまり、塔──ではなく柱と表現した理由がそこにある。古代の武具のような棘とげばった外見は、周囲を威嚇しているかのようにさえ見えた。

〈列柱遺跡トーンズグレイブ〉。

　偵察班のリーダーは口の中でだけ小さく呟いた。

　この地方の正確な地図は存在しない。

〈大地人〉の交易商にとってはルートが全てである。そのルートに従って商売をするために、全域を記した詳細な地図は必要ないのだ。また手慣れた商人であればあるほど、自らの財産である知識や経験を頭の外側に出すという油断をしなくなる。

〈冒険者〉は地図を必要とし実際作成もするが、このアオルソイ地方は冒険者の手が余り入っていない未開の地だ。まだ地図を作るほどの情報は手に入っていないし、少なくとも現在は完成した地図と言えるものはない。

　しかし、地図につながる情報収集も、この偵察班の普段の役目のひとつではあった。偵察班リーダーの〈盗剣士スワツシユバツクラー〉は、〈追跡者〉というサブ職業がら、この地域の巡回も数多くこなしており、地元の噂にも精通している。そのために目にした光景が古老の話に聞く〈列柱遺跡トーンズグレイブ〉であることも即座に理解した。

「止まれっ」

　彼の言葉に、二人の仲間は即座に停止する。

　進行方向右手の窪地に、わずかに動く影が見えた。

　目を凝らすと、それらは〈灰斑犬鬼ノール〉だった。百をはるかに超える、もしかしたら千を超えるかもしれないほどの〈灰斑犬鬼ノール〉が声ひとつ立てず、窪地を進んでいるのだ。




　三人はしばらくの間狼の背で息を潜めていたが、どうやら見つかった気配はないようだった。〈灰斑犬鬼ノール〉は冒険者を発見すると、気がふれたかのように攻撃を仕掛けてくる性質を持つ。もっとも〈騎乗用大型狼グレートウルフ〉に乗っている限り、危険度はさほど大きくはない。

　移動速度が違うのだ。彼らに囲まれようが逃げることは出来るだろう。しかしその場合、偵察の続行が困難になるというデメリットが存在する。気付かれないのならば、その方が有り難いのは言うまでもなかった。

「なんで奴ら、こんなにも群れているんだ」

　小声で話しかけてくる若手の〈道士タオマンサー〉に、彼は首を左右にふる。

　そんな事わかるわけがない。

　だがとりあえず、こいつらに接触した第四班が何らかのトラブルに出で会くわしたのは間違いがなさそうだ。リーダーはしばらく逡巡したあと、〈施療神官クレリツク〉に合図を送った。細切れになるがまずは報告を入れておくべきだろう。

「見たままを報告してくれ、それから、百メートルほど、後退だ」

　身を低く沈めた〈騎乗用大型狼グレートウルフ〉の同僚が後ずさっていくのを見ながら、リーダーは自分の乗騎から飛び降りた。忠良な相棒の濡れた鼻先を軽く叩くと、彼は匍ほ匐ふく前進を開始する。

　もう少しだけでも接近して、〈灰斑犬鬼ノール〉が何をしているのか、どこを目指しているのか確かめたい。そもそもあれだけの大集団がしわぶきひとつ立てずに進んでいることに何やら違和感を覚える。

　彼は〈追跡者〉の特技を起動して気配を遮断すると、慎重に丘の稜線に姿を現さぬように進んでいった。

　少なからぬ時間を掛けて〈灰斑犬鬼ノール〉に接近する。

　だらだらとよだれをこぼすハイエナじみた姿の亜人間どもは、何かに焦こがれるような欲望の眼差しで、ただ彼方の柱を見つめ進んでいるようだった。その姿はまるでアヘン中毒者のようで、背筋が凍り付くような薄気味悪さをリーダーに感じさせた。

　逃げ出したいと本能が悲鳴を上げる。

　だが彼はそれをねじ伏せて接近を続けた。もう十メートルも進めば、ステータスが確認できる距離に踏み込める。




　脂汗を流しながらも接近して確認したステータスは、やはり〈灰斑犬鬼ノール〉や〈灰斑犬鬼ノールの闇術師ウオーメイジ〉などのモンスターだった。亜人間モンスターは、同じ種族内で幾つかの職業に分化していることが多い。〈緑小鬼ゴブリン〉や〈醜豚鬼オーク〉なども戦士階級や司祭階級を含めて部族が構成されている。

　眼前の〈灰斑犬鬼ノール〉は闇術師、突撃兵、狼牙隊長などから構成され、そのレベルはおおむね六〇から七〇の間といったところだ。

　リーダーは欲しかった情報を手に入れたと判断した。

　これ以上の偵察は無益であるばかりか、危険だ。この規模の敵集団と戦闘するとなれば、ギルドを挙げて──少なくともレギオンレイドクラスの戦力が必要だろう。三名の偵察班では何ほどのことも出来はしない。

　彼はそう考えると、撤収を告げるために、ゆっくりと振り返った。

　しかしそこで彼が見たのは、死神の鎌のように鋭く尖った月と、その月を背景に舞い降りる一頭の巨大な黒竜ブラツク・ドラゴンの姿だった。

　生暖かい噴水の中で、彼の視界はモノクロに染まり、即座に途切れた。





































　　　▼１




　翌朝早く、レオナルドは目を覚ました。

〈冒険者〉の身体能力は高く、それは睡眠時間にも影響を与えているというのがレオナルドの実感だ。六時間も睡眠を取ればさっぱりと目を覚ますことが出来る。

　もっとも個人差があるらしく、眠くて眠くてたまらないという〈冒険者〉もいるから、それはレオナルド個人の特性かもしれない。

　ともあれ、目を覚ましたレオナルドは、戦闘用ではない、だが丈夫な衣服に着替えるとあてがわれた小屋から出た。藁を固めて作った寝心地の良い寝台では、エリアスがまだ寝ている。だから音を立てないようにそっとだ。

　まだ明けたばかりの太陽がキラキラと眩しい。

　ヤグドの家の中庭を抜けて、表通りを折れて井戸に向かう。

　そこには〈大地人〉の婦人数人と沢山の子どもたちがいた。

　レオナルドは早起きをしたと思っていたが、この村の住民にとってはそこまでの早朝ではないらしい。にぎやかに話をしながら家事をする婦人や元気いっぱいの子どもたちがひしめき合っている。

　気を遣って場所を空けてくれた婦人たちに礼を言ってレオナルドは顔を洗った。〈冒険者〉の装備は耐久度が減少しない限り、目に見える汚れや傷は自動修復されるが、気分は別だ。お気に入りの緑色のフードもざっと拭う。水を浴びてさっぱりした気分だ。

「なぁ、兄ちゃん」

「緑の兄ちゃん」

「なんで緑なの？」

「ねーねーなんでー」

　子どもたちはまるで、小鳥のようにレオナルドにまとわりついてきた。

　レオナルドは口をへの字に曲げる。まったくこれはかなわないぞ、と思った。子どもは苦手だ。連中は幼稚で礼儀知らずで気分屋なのだ。「なんでお前の顔は緑なんだ」とか、正常な大人だったら他人に訊ねるだろうか？　まず間違いなく口にはしない。

　ましてや初対面の人間に訊くなんて事は、あり得ない。

　こいつらはニンジャのスゴさもクールさも弁わきまえない正真正銘のお馬鹿どもなのだ。

「ふんっ。これはヒーローの証なんだ」

「ヒーローってなに？」

「それ食い物？」

「兄ちゃん、朝ご飯食った？」

　まったく最悪だ、とレオナルドはため息を漏らす。

　子どもはひとつのテーマに沿って話を進めるということが出来ない。この傾向は女性にも見られるが、子どもはより顕著だ。問題や疑問はひとつずつ解決する。こっちをちょっと、あっちをちょっと。そんな事をしていては、コードを書くこともバグをとることも出来やしない。子どもというのはエンジニアからもっとも遠い生き物だ。

　レオナルドのズボンを捲り上げて、中の足も緑なのかと確認しようとしている子どもを摑み上げて、おでこをピンと弾く。

　まったく度し難い。

「この頭は、偉大な蛙の勇気と武力に対して捧げられたオマージュだ。ニンジャで蛙というのが、世界で最も勇気あるヒーローのシンボルなんだよ」

「えー。……おまえわかった？」

「ぜんぜんわからない」

「緑！　緑蛙ルーグイ！　緑蛙！」

「緑蛙♪」

　おそらくみんなまだ十歳にもなっていないのだろう。中には五つか六つくらいだと思われる子どももいた。いままでの人生で、子守りをしたことがなく、家に赤ん坊がいたこともないレオナルドにとって、子どもの年齢などわかるはずもない。当てずっぽうの勘でしかないのだ。

　理論的な話で言えば、自分も幼児であった時代があるのは確かなのだが、レオナルドはそれがどうにも信じられなかった。

　自分がこんなに非論理的な生き物だったとは思いたくない。




　少し大柄な、それでもレオナルドの腰にも届かない少年が、レオナルドに正面からぶつかってきた。勢いをつけて抱きついてきたというところだ。レスリングのつもりなのか、顔を真っ赤にして押してくるが、そんなものは〈冒険者〉にとって、猫にじゃれ付かれたほどにも感じない。レオナルドは、まさに猫にするかのように、二本の指でその少年の後ろ襟をひょいと持ち上げる。

　その子の母親らしい、民族色豊かな厚手の服を何層にも重ね着した婦人が、ごめんなさい、本当に迷惑を掛けてと謝罪をしてくるが、少年本人はまったく意に介していないようだ。

「緑蛙兄は、強いなぁ！」

「ヒーローの絶対条件だ」

　レオナルドは、視線をあわせられるような高さに吊り上げた少年を睨んで、そう脅してやる。少年は、足下に一メートル以上の高さがあるにもかかわらず、ちっとも怯えていないようだ。実に楽しそうにレオナルドの指先で身をよじった。

　気が付けば、その少年よりも、もっと幼い少女が、レオナルドの背後から、その足をよじ登ろうとしている。まったく以て理解しがたい。他人の身体を、公園の遊具か何かと勘違いしているらしい。

　その娘もつまみ上げた。

　これで二人だ。何を食べているのかは知らないが、ほとんど重さを感じない。旧式のノートパソコンよりちょっと重いかな？　くらいの感覚で、子どもたちは手荷物のようなものだった。

　何が面白いのか、ぶら下げられたまま笑い転げる少年と少女だが、レオナルドの両手がふさがっているのをいいことに、第三の刺し客かくが現れた。

　たれ目の、内気そうな子どもだ。

　おそらく男の子なのだろうが、レオナルドに体当たりをしてきた子どもが猟犬の子どもだとすれば、こちらは室内犬の子どもといった風情で、大きな瞳が、申し訳なさそうにレオナルドを見上げてくる。

「緑蛙のお兄ちゃん」

「レオナルドだ」

「緑蛙のお兄ちゃん……」

「──わかったよ。もうそれでいいよ。馬鹿」

　表情を曇らせる少年にそう言ったレオナルドは前言を撤回する。ああ、面倒くさい。煩わずらわしい。うざったい。このつり下げられている子どもを、まとめて投げつけてやろうかとも思う。

　新しい攻撃特技ミサイル・チヤイルドの完成だ。




　だが、げらげらと笑いながら目標に飛んでゆく子どものはしゃぎっぷりを想像して、その気持ちは一瞬で萎なえた。余りにも馬鹿にしている。戦闘というのは、もっと生死の狭間をくぐり抜ける神聖なものだ。子どもの笑い声なんかで侮辱していいものではない。

「緑蛙のお兄ちゃん、ごはん……」

　たれ目の少年は、レオナルドの内心の悲嘆には気付かず、おずおずと、白い塊を差し出してきた。長さは三十センチを超えるほどの塊だ。おそらく小麦粉か、それに類するものを焼いたのだろう。

　レオナルドは少し考えて、それを受け取った。

　ぺこぺこと壊れたように頭を下げる数人の婦人たちが憐れになったからだし、レオナルドを取り囲んで楽しそうにはしゃぐ子どもの相手をこれ以上するのも疲れそうだったからでもある。

　受け取るためには両手を空ける必要があり、捕獲した右手の少年と左手の少女は解放してしまった。彼らは嬉しそうに跳ね回り、レオナルドにはわからない、この地方の唄のようなものを歌って、辺りを駆け回った。

　レオナルドによる「捕獲」は、子どもたちにとっては新しい遊びの一種だと認識されたようだ。次々とぶつかってきて、あるいはよじ登ろうと試み、ぶら下げてくれと頼む子どもたちをレオナルドは威厳をもって退けた。

「ヒーローの仕事は子どもと遊ぶ事じゃないんだ。さぁ、邪魔をしないで道を空けたまえ」

　なおもまとわりつく子どもたちを適当にあしらいながら、レオナルドは悠然たる足取りで村はずれへと向かう。目的は、例の大岩だ。別段あの岩が気に入ったわけではないが、子どもにまとわりつかれていてはかなわない。あの上ならば、格好の避難所になるだろう。




　歩きながら、出来損ないのパンを口に入れる。

　思ったよりは堅くなかった。

　味は淡く、素朴なものだ。

　その意味では〈大災害〉直後のあの塩気のない生乾きのオート・ミールを思い出させる。しかし、嚙んでいると、じんわりとした甘みが口の中に広がって、これはこれでなかなか悪くない味だった。細かく刻んだ羊のものとおぼしき干し肉が混じっていて、それがかりっと歯にあたる感触が素晴らしい。

　大岩の上には先客がいた。

　ＫＲだった。

　姿は馬に似ているが、膝を折って脇腹を大岩につけた姿は、そうは見えなかった。そこまで考えて、レオナルドは思い直す。本物の馬も案外こうやってだらしない姿で寝るのかもしれない。

　三つの瞳でちらっとレオナルドを確認したＫＲは、そのまままたうっとりと瞳を閉じる。

「まだ寝るのか？」

「寝ているわけじゃない。モーニングスリープだ」

「寝てるじゃないか」

「未遂だよ。どうしても寝たいわけじゃない。良い朝だグツドモーニング」

　翻訳機能のわずかなぶれを感じながらもレオナルドは、ＫＲをじっと見つめた。もう起きるといいながらも、ＫＲはこの姿勢をやめるつもりはないらしい。今朝はだらけた時間の過し方をしたいということだろう。

　別段それを邪魔するような気持ちも持ち合わせないレオナルドは、無言で右手のパンもどきを食べる。

　そういえば、雌馬に色目を使われるとＫＲは言っていた。

　もしかしたら、子どもにつきまとわれる先ほどの自分のような気分を一晩味わったのかもしれないなと、レオナルドは考える。そうであるなら、いささか同情しないでもない。まあ訊ねないでおいてやるのが、大人の男としてのエチケットだろう。

　朝の爽やかな空気が、一人と一匹を撫でて行く。

　時間はゆっくりと過ぎていった。

　レオナルドは、はるか南東に続く細い道を眺めてみるが、そちらからやってくる旅人もキャラバンも見えなかった。ヤグドは数日のうちに、キャラバンがやって来ると言っていたがそうそう都合良くはいかないらしい。

「それは、なんだ？」

「もらったんだ。朝飯だよ」

　鼻をすんすんと動かすＫＲの動きはまさに馬そのものだ。レオナルドは「食べるか？」とその口元に、膨らみの少ないパンを差し出した。

「これは有り難いな」

　ＫＲは固辞もせずに、素直に口をつける。

「ああ、くそ。美味いな。知っているか？　草って苦くて不味いんだ。〈幻獣憑依ソウル・ポゼツシヨン〉の最悪の弱点だよ。幻獣になったからと言って味覚はそのままなんだぜ。〈白澤このからだ〉は食事をするにはまったく向いていないし、さんざんだよ」

　ＫＲの心底うんざりした口調に、レオナルドはそんな弱点もあるのかと感心した。〈幻獣憑依ソウル・ポゼツシヨン〉の説明を聞いて、非常に便利で応用範囲の広い能力だと考えていたが、それでもその姿のまま二ヶ月もいるなんて自分だったら耐えられそうにない。

「ＫＲは、日本にいるんだろう？」

「そうだな」

「……日本は、九一レベルの〈冒険者〉がいるんだよな」

「もっと高レベルのやつもいる」

「そっか……」

　言葉の途切れた隙間に、二人は淡い塩味のパンを食べた。

　レオナルドは、朝のまばゆい光の中で、ビッグアップルのことを思い出した。レオナルドの中で、ミッドタウンのアパートに籠もってエンジニアをしていた故郷と、下水道の中に居心地の良い自分の部屋を作っていた〈エルダー・テイル〉の我が家は、混じり合ってひとつのニューヨークだった。

「日本もひどいことになってるんだろうなぁ」

「いや、そうでもないぞ」

「そうなのか？」

　意外なことを聞いたレオナルドは問い返した。

〈大災害〉後、ビッグアップルを襲った疑心暗鬼の冷たい時代をレオナルドは覚えている。念話で漏れ聞いた南天使の都サウスエンジエルでも、細かい部分は違え似たような状況だったことを考えると、世界の主要都市ではどこでも〈冒険者〉が互いに傷つけあう事態になっていると信じ込んでいたのだ。

「まあ日本も場所によるけどね。大陸ほどじゃない。こっちにわたってからいろいろ見たけど、中には陰惨な暴力が支配している都市もあるよ。大都ダアドンなんてススキノがアホくさく見えるほどだ。レオナルドから聞いた、ニューヨークの状況が子どもだましに見えるような事件だって起きている」

　レオナルドは、ＫＲの言葉に、その「悲惨」を想像しようとして頭を振って停止した。考えても仕方がない。自分はその場にはいないのだ。いまは、話を聞く方が先だ。

「日本は少し事情が違う。日本はあれで閉鎖的なんだ。プレイヤーのほとんどは日本人だし、海によって他のサーバー管区との交通が遮断されているからね」
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　それは、考えてみれば、当たり前のことだ。

　地図の形を思い出してみれば日本は島国なのは明らかだ。大陸の東端に寄り添っているとは言え、間には海がある。それによって他の地域とは隔離されているのだ。

　その上に、日本は日本サーバー唯一の管理地域だった。

　北米サーバーが地球地図で言うところの合衆国だけではなくカナダを管理しているであるとか、欧州サーバーが国で言えば十以上の国をカバーしているのと違い、管区の範囲が非常に狭い。そしてレオナルドの記憶に間違いがなければ、日本という国は移民が非常に少ないはずだ。北米に見られるようなレイシズムの噴出なども比較的少なかったのかもしれない。

　いや、もっと根源的な理由なのか。

　レオナルドは確認の問いを発する。

「もしかして新パッチの影響なのか？　新パッチには、治安を維持するような新しい要素が入っていたとか」

「いや、僕の知る限りこれは新パッチとは関係ないなー。おそらくだけど、日本人がオタクでひきこもりでビビりだからじゃないかな」

「そうなのか──？」

　ＫＲはひんやりした岩肌に横たわり、目を細める。その態度はリラックスしきっているようだった。

　レオナルドはその様子を眺めながら一人考え込んだ。

　これは日本人特有のケンソンというやつだろう。

　昔からクールだと思っていたが、今回はその凄さをまたもや見せつけたわけだ。カップヌードルやロータリーエンジン開発だけではなく、こんな状況下でも秩序を保っているらしい。流石ブシドーとゼンの国だ。

「日本は平和なのか……。羨ましいな」

「いいや、そこまででもないさ」

「ん？」

「日本……まぁ、こちらでは、ヤマトっていうんだが」

　ＫＲは、馬のような鼻面をすんすんとならして、深い息をつく。

「あの転移事件の時は日本だってぼろぼろだったよ。混乱もしたし、混乱よりも、意気消沈の方がひどかったね。しょぼくれちゃってまあ、へこんだ。お先真っ暗な雰囲気だったよ。あの日、日本にはおおよそ三万人のプレイヤーがログインしていたと思うんだけどさ──」

　三万人。それは思ったよりも大きな数字だった。

　あの島国の面積を考えれば、過密と言ってもいい。

「まぁ、その三万人が一斉に意気消沈してさー。しゃがみこんで、ろくに動けなくなるようなプレイヤーもいた。自暴自棄になって自殺を企てたりね。そして、他者を顧みずＰＫプレイヤーキルに走る連中も一定数は存在した。だが、いつまでも失意に沈むことを良しとしない人間ヒーローもいたのさ。それも、日本の東西にね」

「あんな狭い島国に、西も東もあるのか？」

「面積の問題じゃない。人数の問題だよ」

　──それも言われてみれば納得できた。

　レオナルドら現代人が感じている「世界の広さ」とは、言ってみれば人間同士の繫がりでありネットワークだ。

　一人の人間が知覚できる世界は目の前の景色でしかない。世界がいくら広くても、自分一人では探索できる範囲も利用できる範囲もたかが知れている。

　であれば、世界の広さの総和は観察者の数に比例する。自分に感じることの出来る世界とは情報提供者と仲間の数次第だと言えるだろう。




「人数がいればいいって話でもないんだけどさ。まあ、あちこち見た限りじゃ数が多ければ多いほど、もめごとは大きくなるよ」

「抗争か」

「そーそー。まだそこまで激化してないけどね。──ヤマトの東部は、アキバという街を中心に結束をしたんだ。アキバの街に集まる全てのギルドが参加し、自らを治めている。そのトップたる十一のギルドが〈円卓会議〉ってのを作って互助的にやってるよ。代表は、とりあえずクラスティっていう〈冒険者プレイヤー〉だね。イケメンなんだよなあ、これが。参加人員約一万と四千ってとこかな」

　ＫＲは一度言葉を切って、ちらりとレオナルドを見た。

　レオナルドが先を促すように頷くと、淡々とした口調で続ける。

「一方で西はミナミという都市が中心だね。こちらはよりラディカルだ。西方〈冒険者〉全ては、〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉というひとつのギルドに吸収された。〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉は冒険者間の差別撤廃と公平で公正な社会樹立とかいってる。参加人員は、公称で約一万二千だ」

「大きく出たなあ」

「出ざるを得なかったのさ。混乱収拾のためには理想のぶち上げが必要ってヤツ。わかるだろ？」

「大統領選挙みたいなもんだな」

「そーゆうことだ」

「西の方が強力な指導力を持ったリーダーが、上手く状況に対応できたんだな。東側は共和制なのか？　派閥闘争になっている印象があるけれど、違うのか？」

「いや、まーそーともいうのか？　共和制って日本じゃ馴染みのない言葉の気がするけど。なんにせよ、このふたつはどちらも現実世界帰還を目指しているが、ライバル関係にあるわけ」

　ＫＲのその言葉にレオナルドは違和感を感じた。

「そうなのか？　争っているのじゃなくて、ライバル関係？」

「同じ日本人同士の組織だしね。別段、悪感情があるわけじゃないよ。自信ないけど、インティクス以外はそうだと思うぞ。将来はわからないけどね」

「じゃあ、そもそもなんでライバルなんだ？　同じような目的に向かって進んでいるならば、統合すればいいじゃないか。東の会議にその〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉が参加するなり。いや、むしろ、東のギルド全てが、〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉に参加して、その運営スタッフとして動けばいい」

　レオナルドの言葉に、ＫＲは薄く笑う。

「ご説ごもっともなんだけどさ、そうは問屋が卸さないんだな。つまり人数が多すぎなんだよ。五十万を超える……」

「五十万!?　さっき、日本にいる〈冒険者〉は三万だと言ったじゃないかっ」

「五十万ってのは〈大地人〉こみの数だ。〈大地人〉にだって都合があり、組織がある。そもそもヤマトの〈大地人〉は歴史的経緯から東西に分かれていてね。アキバとミナミのライバル関係は、〈大地人〉の社会的な構図に影響受けているんだよ」

「なんで〈大地人〉なんかを気にするんだ？　所詮あいつらはＮＰＣじゃないか。おいおい、ＫＲ。あいつらは人間なんかじゃないんだぞ？」

「……」

　ＫＲがまるでガラス玉のような無機質な瞳で自分を見つめていることにレオナルドは気が付いた。

　その瞳で見つめられたレオナルドは、急に羞恥心に襲われる。なぜそうなったのかはわからないが、ＫＲがまるで軽蔑しているような、自分を物わかりの悪い子どものように思っているような気がしたのだ。




「レオナルド。早めに順応したほうがいいぞ？」

「え、あ」

「情報支援がない現代人は、烏う合ごうの衆だよ。僕の好き嫌いは別にして、人間ってのは数だ。集団ではじめて実力が出てくる生き物だよ。集団ってのはそれなりの生活支援や、技術支援がある社会だ。地球での暮らしを思い出してみればわかる。野犬にさえ勝てない人間が大半だったろ？　君はどうだ？　レオナルド。──自慢じゃないが、僕は野良猫にさえ負けるぜ。そんな脆ぜい弱じやくな人間が地球の覇権を担うことが出来たのは寄ってたかって集まったからだよ。知識じゃない。初期の人間は文字さえろくに書けなかったんだからな。……社会だよ。群れ集って、それをシステム化したからだ」

　ＫＲの声は講義のように滔とう々とうと流れた。

「知識と社会と情報は三さん位み一いつ体たいなんだ。社会を作るためには情報交換が必要で、その情報交換の余剰熱が知識を発生させる。逆に言えば、人間が社会を構築しなければ、情報交換なんてする必要はなくて、低い文明しか手にしていなかったろうね。それは歴史を見ても明らかだろ？　情報交換ってのは武器なんだ。Ｗｅｂを失った現代人の〈冒険者ぼくら〉はにわか石器人だよ。僕たちはこの異世界の中で、ずたずたに分断されてるんだ。レオナルド、その自覚あるかい？　君はいま、誰かに知恵を借りることが出来るのかい？」




　レオナルドの胸がずきりと痛んだ。

　ＫＲの言葉はそのとおりだ。

　ここには、パソコンも、インターネットも、それどころか電話や郵便システムだって有りはしないのだ。もちろん、念話はある。ゲームシステムである念話は生き残っている。しかしこの荒野は中国サーバーなのだ。レオナルドの古い友達は、ここには誰もいない。念話をするために必要なフレンドリストの反応は、全て暗く沈黙したままだ。念話は、同じサーバー内でなければ繫がらないのだから。

　レオナルドは思い出す。

　テケリの都で果てそうになった焦燥感と絶望感。そして孤独を。

　もしレオナルドが攻略Ｗｉｋｉにアクセス出来たなら、テケリからの脱出方法を検索していただろう。いや、それ以前に、危険情報検索をした上で、近づきさえしなかったかもしれない。もし運悪く、あのテケリの罠に落ちてしまったとして、掲示板やメールがあれば助けを呼べただろう。

　しかし現実はどうだ？

　レオナルドは一人で餓死しようとしていただけだ。

　確かに〈冒険者〉はたぐいまれな戦闘能力を持っている。

　元の世界で言えば、狼やパンサーの位置だ。生物としての優位性は疑うべくもない。しかし、そんな固有戦闘能力があったところで、あんな廃墟の罠ひとつ食い破れやしない。しかもその上、この世界には単体戦闘能力において〈冒険者〉を上回る個体がいくらでもいるのだ。ダンジョンなどで遭遇する、パーティー用モンスターは、その大半が地上のモンスターより高い頑健さと攻撃能力を持っている。それらは、もともと、六人の冒険者からなるパーティーで戦闘をする前提でデザインされている。

　レオナルドのレベルが一〇も上ならば勝てるかもしれないが、同じレベルのパーティーモンスターには、かなわない。六人がかりで勝てるようにデザインされているからだ。まったく同様に、レイドモンスターは、同レベルの〈冒険者〉二十四名、もしくはより多くの集団で挑むことを意図したデザインになっている。

　ドラゴンや巨人、ベヒモス、ランドワームなど、巨大で恐ろしいモンスターはいくらでもいるのがこの世界であり、冒険者もまた、群れなくてはその能力を発揮することも出来ない。Ｗｅｂ支援のないこの世界で、だ。




「〈大地人〉は違うわけ。確かに、あいつらはＮＰＣかもしれないよ。レオナルドにとってはね。でもさ、それがどうしたんだよ。彼らはこの世界の住人で僕らよりも広く世界に根を張っている。彼らには彼らなりの社会がある。そりゃ元の地球の電子的ネットワークに比べれば稚拙かもしれないけどさ。彼らなりに社会を作ってるんだよ」

「そう、なのか？」

「そうさ。早馬、伝令、噂といった中世に用いられてきたようなものから、密偵や官僚とかね。水晶球や、伝達管、雷精霊などを用いた魔法的な情報網まで存在しているよ。彼らは〈冒険者〉じゃないけどさ、バカでもアホでもない。おまけにこっちの十倍以上の数がいるんだぜ？」

「だが、だからって」

　だとしたところで、〈大地人〉は〈大地人〉だ。

〈冒険者〉と比べるなんてナンセンスではないか？　十倍の数がどうしたというのだろう。その気になれば、レオナルドは一人でこんな村を制圧する自信がある。村人が二百人いようが、三百人いようが、関係ない。このセケックの村一番の腕自慢だって、そのレベルは三〇前後に過ぎない。そんなヤツに後れを取るとは、レオナルド自身考えもつかなかった。

「もちろん、その言い分はわかるさ」

　レオナルドの言葉に、ＫＲは頷く。

「僕だって、この村は制圧できる。でも、それでどうするんだ？　村長にでもなるのか？　腹が減ったらどうする？　モンスターを倒して肉を食うのか？　そんな面倒くさいことマジでやるのか？　小麦が食べたいだろう？　調味料だって欲しいさ。そのためには、結局生産者と付き合わなければならないだろ？。〈冒険者〉だけで賄まかなえると思うか？　例えば〈料理人〉だって材料は〈大地人〉の市場に頼っているのが現状だ。肉は獲物から取ってこれたとしても、穀物などは結局〈大地人〉の生産したものを購入しなければならないわけでさ。僕たちが『それなりの暮らし』をするためには〈大地人〉と関係するのを避けられないのさ。結局さ、そこが分かれ道なんだよ」

「分かれ道？」

「自分や、自分たちのことだけを考えるなんて出来ないって話。治安の悪化や、ギルド間の対立も同じなんだ。自分の問題を解決するためには、周囲の問題を解決するしかないんだ。〈大地人〉も含む全部だよ。自分には関係ないからって放り出すことは出来るけど、それじゃ結局自分たちの生活も無茶苦茶にすることになる」

　ＫＲの言葉はレオナルドには痛かった。

　北米サーバーで、ビッグアップルでレオナルドが目にしたのは「それ」に他ならない。

　ＫＲはあきれ気味の声で講義を打ち切った。

「要するに〈大地人〉と互いに認めあうか、〈大地人〉と互いに利用し合うか、やり方は何でもいいけど〈大地人〉と一緒に暮らすしかないんだ。〈大地人〉をＮＰＣ扱いしている限り、どんなギルドだろうと〈冒険者〉だろうと、この世界では世紀末覇王伝説のあげく社会崩壊ＥＮＤしかないってことさ」
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　二日が経過した。

　その二日間、レオナルドたち一行はおおむね村人に歓迎されて過したと言えるだろう。

　エリアスは村人の要望を聞き、幾つかの茂みを切り払い開墾を助けた。コッペリアは請われるままに怪我人の手当や祝福を行ない、カナミは、持ち前の愛嬌で村の人々から大きな人気を集めた。ＫＲは本人こそ絶対に認めようとはしなかったが、村人よりも数が多い馬の半数から熱い眼差しを注がれていた。

　しかし意外なことに、最も子どもに懐かれたのはレオナルドだった。

　少年少女を問わず、子どもたちはレオナルドを見ると興奮してとても楽しく感じるらしかった。

　レオナルドが忌々しく思うのは、子どもが決まってレオナルドによじ登ろうとすることだった。多少年長のものは遠慮していたが、それは彼らの子どもらしいなけなしのプライドがさせているのであって、本音で言えばレオナルドにべたべた触りたい欲望を持っていると見て取れた。

　もっと年齢の低い少年少女、そのほとんどがレオナルドからは、ほんの乳飲み子か歩き始めたばかりに見えたが、彼らはより遠慮なくレオナルドに迷惑を掛けた。すなわちよじ登り、機嫌が良ければレオナルドの緑のマスクを叩いたりして、機嫌が悪くなれば駄々をこねて泣くといった具合である。

　レオナルドはなるべく子どものいない場所へと逃げ回っていたが、それでも朝晩の洗顔や、食事時などは、この小さな村で避けきれるはずもなく、少なくない時間を怪我をさせるわけにも行かない子どもたちの相手をして過さねばならないのだった。

　村に住む母親たちは、レオナルドが〈冒険者〉であり彼らよりよほど大きな戦闘能力を持っていることを理解しているために、レオナルドには何度も頭を下げていた。子どもが迷惑を掛けて申し訳ない、というようなことを繰り返し謝った。

　しかしレオナルドの想像によれば、それは見せかけだけであり、彼女たちもまた子どもがレオナルドに攻撃を加えることを楽しんでいるのだ。そうでなければ、小さな暴君たちをここまで野放しにするなんて信じられない。

　そんなわけで、レオナルドは、キャラバンを待つ日中の間、子どもたちから隠れて過さなければならなかった。

　大いに助けになったのは、街外れの大岩だった。高さが二メートルにも達し、その上部は広間ほどもあるその大岩は避難所としてうってつけだ。

　レオナルドは食事のあと、子どもたちから這ほう々ほうの体ていで逃げ出すと、街を駆け回って追っ手を振り切り、その後こそこそと岩の上に隠れるのだった。

　大岩の上に逃げたレオナルドは、一日の大半の時間そこで刀を振るっていた。それはレオナルドが〈大災害〉によってこちらの世界に連れてこられてから初めての本格的な訓練だった。

　レオナルドは単調な技を繰り返し、ひとつひとつ確かめては蛙のように遅い歩みを続けていた。彼の本職はエンジニアであり、一度決心をすれば非常に執念深くもなれたのだ。問題を追い詰める猟犬のように勘を働かせつつも、多くは根気と忍耐力によって目的を達成する。レオナルドは今まさに、そのふたつの武器を用いて、謎の答えを導き出そうとしていた。




　村に滞在を始めて四日目の朝、旅商人はやってきた。

　大岩の上からいち早くそれを見つけたレオナルドは、村から五十メートルも離れたところまで迎えに出た。

　旅商人は、世話役ヤグドから訊いていたより、はるかに小さな商隊だった。

　荷を乗せた馬を引く中年の〈大地人〉と、傷だらけの皮鎧を着けた女性。毛皮のついたマントをまとったその女性は、徒歩にもかかわらず馬より多くの荷を背負っていた。長い旅をくぐり抜けてきたのかその表情は疲労の色が濃い。

　彼女が〈冒険者〉であることを確認したレオナルドは、ほぼ同時に彼女も自分を認識したのを知った。

「あなたは〈冒険者〉ですか」

「そうだ。レオナルドという」

　明らかに警戒していた女性は、唇を嚙む。年齢は若く見えるが、声は落ち着いているし何よりも表情が世慣れていた。

〈エルダー・テイル〉の世界においては、男女ともゲームの３Ｄモデルの影響を受けて、美形になる傾向がある。そのせいで、中年以上の人間は、若返ったような容姿になる場合が多いのだ。この女性も外見だけで言えば二十歳くらいに見えるが、その落ち着きから見れば三十代であってもおかしくはなかった。

「私の名前は春翠チユンルウ。〈楽浪狼騎兵〉に所属する巡回師です。キャラバンのほかのメンバーは力及ばず、守りきることが出来ませんでした」

　中年の男は、黒い髭を蓄えた意志の強そうな瞳の商人だった。彼は、ジュウハと名乗ると村長ヤグドへの取り次ぎを依頼する。

　本来レオナルドはそんな事を頼まれる立場ではないし、許可する権限もないのだが、春翠はレオナルドを街の護衛として雇われた〈冒険者〉だと考えたようだった。いずれにせよ村はずれにこの二人を放置するわけにもいかない。レオナルドは二人を案内してヤグドの家へと戻ることになった。




　二人の旅人を温かく迎え入れたヤグドの家の広間で、春翠は今までの経緯を説明することとなった。

　ジュウハの行商隊の護衛依頼を〈楽浪狼騎兵〉が受けた事。〈楽浪狼騎兵〉にとってこの種の護衛をこなすのは、日常的な活動であること。ジュウハたちキャラバンの人数は四人で自分たち護衛は六名であったこと。そして旅は当初順調にいっていたこと。

「しかし、旅に出てから八日目の夜、ここからは南東の方角で私たちは、〈灰斑犬鬼ノール〉と遭遇しました。〈灰斑犬鬼ノール〉はこの地方で最近目撃例が増えているモンスターです。警戒はしていたのですが、……数が多すぎたのです」

　村人から白さ湯ゆを勧められた春翠とジュウハは、口調こそ重かったが嫌がるそぶりは見せずありのままを語ってくれた。

「数は、正確にはわかりませんでしたが、八十体は超えていたと思います。我々は護衛部隊ですから、戦闘に勝利するだけでは意味がありません。依頼者の皆さんを助けなければなりません。防戦はしたのですが、それだけの数の〈灰斑犬鬼ノール〉はとても防ぎ切れませんでした。──〈灰斑犬鬼ノール〉は冒険者を襲う習性があります。それを察した私はキャラバンと離れたのですが、結果としてそれも無駄に終わりました。仲間の〈冒険者〉は全滅、逃げきった後にキャラバンの皆さんを探して回りましたが弔うことしかできませんでした。生き残って合流できたのはジュウハさんだけです」

　沈痛な面持ちの春翠をジュウハと呼ばれた旅商人は慰めようとしたようだ。

　彫りが深く黒い髭を生やした、男臭い容貌の商人は、疲れてはいるがしっかりした声で声を掛ける。

「旅暮らしは危険と隣り合わせだ。こんな事があるかもしれないことは、連中だって覚悟していた。〈楽浪狼騎兵〉だって命を賭して守ってくれたんだ。連中だって恨んでやしないさ」

「しかしっ」

　唇を嚙みちぎりそうな勢いで、それでも言葉を飲み込んだ春翠。レオナルドたちは、その言葉の続きが、まるで聞こえでもしたかのように、はっきりとわかった。




　──しかし、私たちは生き返るんです。〈冒険者〉だから。




　当たり前だ。〈冒険者〉がモンスターにやられる度に死んでいたらゲームが成立しない。だから神殿で生き返る。しかし〈大地人〉はそうではない。

〈大地人〉は、死ぬ。

　ＮＰＣだから。

　それは、〈冒険者〉が生き返るのと同じくらい当たり前のこと。しかしその当たり前を、当たり前なのはわかりつつ、当たり前だと頷けないレオナルドが、そこにいた。

（馬鹿らしい……。そんな事は、仕方ないだろ。当たり前……じゃないか）

　ＫＲの話したことが、脳裏に浮かぶ。

〈大地人〉と〈冒険者〉の共生関係。それは、わかる。

〈大地人〉はこの世界において〈冒険者〉よりも数が多く、彼らにしかできない労働がある。つまり、〈冒険者〉だけでは生きてゆけない。それならば、〈大地人〉を利用して、使役して生きてゆけばいいではないか。話に出てきたミナミのギルド〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉のスタイルがこの世界では自然だ。

　にもかかわらずどこか割り切れないものが残り、カナミもエリアスもコッペリアですらそれが当然であるかのように春翠の話を聞いている。

　こんな湿っぽい感情は苦手だった。

　レオナルドは生粋のニューヨーカーであり、都市生活者としてドライでハードなアーバンサバイバルの信奉者なのだ。ニューヨークでは、誰もが自分を助けるので精一杯だ。自助努力は自由主義の中心である。

　力が弱い者は死ぬ。それは摂理でしかない。

　だがその同じ理屈でもって、レオナルドは、このジュウハという中年商人に気高さを感じてもいた。

　自らを助けるという過酷なサバイバルの中、彼らは危険な荒野での交易に自らの持つ最も高価な財産、生命を賭けた。ジュウハは生き残り、ほかの仲間は命を失った。キャラバン全体で見れば、これは賭けに負けたと言ってもいいだろう。ジュウハは負けて財産の多くとかけがえのない仲間を失った。しかしだからと言って、その気高さはいささかも減じるものではない。彼は挑戦したのだ。

「それで、ジュウハと、春翠は──どうするつもりなんだ？」

「仲間もいないし、これ以上西へ進むのは無理だと思うんだが」

　レオナルドとエリアスの言葉は、すでにジュウハも考えていたようだった。馬は一頭しか残っていないし、護衛も大半が失われた。これ以上の旅は難しい。

　何かを言いかけた春翠は、口をつぐんでジュウハを見た。一応雇い主の意向が優先ということなのだろう。

「そうだな。結局は出直しだ。持ってきた物資は出来る限りこの村で捌さばいて戻るつもりだ。馬乳の都まで辿り着けば、大都ダアドンは遠くとも、なんとか人を集めて再起できるだろうと思う」

　春翠は〈施療神官クレリツク〉だった。それが生き延びるのには役立ったのだろう。春翠もジュウハも、〈灰斑犬鬼ノール〉から逃げ延びた時の傷はもう癒えている。これがジュウハだけであったら、この村に逗留し下手をしたら半年程度の療養は必要だったかもしれないが、幸いジュウハは明日にでも旅立てる体調にある。

　その声は厳しかったが、まだ前に向かうエネルギーを秘めていた。




「我がギルド〈楽浪狼騎兵〉では、大規模戦闘レイドによる〈灰斑犬鬼ノール〉集団の討伐を計画中です。ですから、帰還の旅へ追加の護衛を出す余裕はないのですが──」

　春翠の申し訳なさそうな言葉にカナミは答える。

「いいよ。私たちも東へ行く旅の途中だったから。道連れになるよ。私たち五人……じゃなくて四人と一頭かな。それと春翠さんが加わって六人。丁度いいでしょう？」

　カナミは、レオナルドを旅の仲間に加えたときと同じく、嫌みを感じさせない軽やかさでことを決めた。

　頷くエリアスと、どこか嬉しそうなコッペリアの表情に、レオナルドもまた、ほっとしていた。自分でもなぜ安堵したのかはわからなかったが、カナミの決定はレオナルドの気持ちにあったわずかな痛みを吹き払ったようだった。




　　　▼４




　春翠は、〈楽浪狼騎兵〉というギルドの所属員だった。〈楽浪狼騎兵〉は彼女の説明によれば、中国の大都ダアドンから西方へと逃れてきたギルドらしい。大都は、現実世界で上海に相当する都市。北京にあたる燕都イエンドンと並ぶ中国サーバーでのスタートタウンである。

　レオナルドたちとの旅の道すがら彼女が語った。中国サーバーの中心部──それは沿岸部なのだが、その地方の世情悪化に嫌気がさしたギルドの最先鋒として西方へと本拠地を変えたそうである。

　レオナルドは話を聞いてなるほどと思った。

　おそらく〈楽浪狼騎兵〉はアットホームなギルドなのだろう。話を聞けば、規模も五百人前後だという。巨大ギルドではあるが「超巨大」というほどではない。つまり、状況に耐え抜くだけの人数はいるが、かといってサーバーの覇権闘争を制するほどの力はないサイズなのだ。だとすれば避難の判断は理に適かなっているように思えた。

　何よりも、彼女チユンルウは、この地方に明るかった。

　もちろんこの荒野は未探索の地域が広がっている。なにしろ広大なユーラシア大陸中央部である。〈ハーフガイア・プロジェクト〉で半分のサイズになったとはいえ、天山山脈、タクラマカン沙漠、パミール高原など、中国サーバーは現実世界でも開発が終わったとはとても言えない広大な地域を抱えている。

　その管理区域は、巨大国家中国に加えて、ウズベキスタンやカザフスタンなどの中央アジア諸国をも含んでいる。

　その全体図に対して、ひとつひとつのゾーンを知ち悉しつしている者など、〈冒険者〉であろうが〈大地人〉であろうが存在しないだろう。開発者側ですら把握しきっていないに違いない。

　とはいえ、通商路や村々とオアシスをつなぐ細い経路を利用している人間は存在し、その少数の一人が春翠であり〈大地人〉商人のジュウハであった。

「一緒に来てよかったね！」

　村から旅立った夜、カナミはブリキ缶で沸かした湯をすすりながら、笑顔で旅の仲間に宣言した。

　これにはレオナルドも頷かなければならない。

　たしかに、〈大地人〉商人であるジュウハは戦闘能力において足手まといだ。風貌は男臭いひげ面であり、がっちりした体格の彼は、〈大地人〉の中でも比較的タフだと言えるだろう。事によったらそこらの兵士並みの体力はあるかもしれない。しかし、九〇レベルに達したレオナルドたち〈冒険者〉に比べれば、その身体能力ははるかに低い。

　ジュウハの指示に従って進む一行は、毎日十時間ほどを移動に充てている。

　彼さえいなければ、移動時間は二時間ほど増やせるだろうし、一日に踏破できる距離は倍になるだろう。

　しかし、そのことに誰も不満を持ったりはしなかった。

〈冒険者〉だけで急げば、旅程を一週間や二週間短縮できる可能性もあるが、道に迷ったりトラブルに遭う可能性は遙かに高いだろう。レオナルドにせよカナミにせよコッペリアにせよ、都会暮らしが長い〈冒険者〉にオアシスが発見できるとも思えない。

　現に、砂岩質の尾根から水場を発見したエリアスが、その尾根を下ろうとしてジュウハに止められた。

　その尾根から見下ろすオアシスは確かに澄み切った水がキラキラと輝いていたが、尾根を下りてしまえば巨大な窪地に囚われてしまうことになるのだという。

　脆く崩れやすい砂岩質の崖を登るのは至難の業わざで、次のオアシスにたどり着くのに優に三日は無駄にすると言われてレオナルドたちは諦めた。その日の夕方には小さいけれど居心地の良い古井戸のある廃村にたどり着いたという経緯もある。

　沙漠と荒野の旅には経験が必要なのだ。




「そうだな」

　カナミの能天気な声にエリアスは深く響く声で答える。絵に描いたように美青年なこの〈古来種〉の英雄は、その声さえも美しいのだった。

「まったくだ」

　レオナルドも肩をすくめて答えた。

　通常なら何らかのコンプレックスを感じてもおかしくないエリアスの好男子っぷりハイスペツクなのだが、不思議とそう感じない。呆れてしまったのかもしれない。

（相手は、あの『エリアス＝ハックブレード』だからな。考えるだけ、馬鹿らしいか……）

　たき火の炎はパチパチと音を立てた。

　家畜の糞を乾かした固形燃料と、少量の焚き付けで熾した炎だった。

　ゆらゆらと揺れる茜あかね色いろの明かりが、岩陰に身を寄せ合った一行を照らしている。

「ふひゃーい！　今日、あたしが一番奥っ！」

　カナミは早々にレオナルドが設営した天幕の一番奥に潜り込んでしまった。この天幕はジュウハが持っていたもので、旅の必需品らしい。格子状に編んだ竹製の枠組みの上に、丈夫なフェルトの布地をかぶせたもので、折りたためるにもかかわらず防寒性能は非常に高い。

　雑魚寝になってしまうことにさえ目を瞑れば六人が横になることは十分に可能だった。

〈冒険者〉の肉体性能に任せて、ろくな野営準備もせずに旅を進めてきたレオナルドだったが、この野営設備やコッペリアが準備をする手慣れたたき火の方法などには感心させられている。

　何事にも合理的な行動というものはあるものだ。

「ＫＲはまたいーの？」

「構わないぞ。君らより僕のほうが寒さに強い。馬だってのも利点があるんだな」

　ＫＲはその馬に似た姿を早くも天幕の入り口に移動させている。

　高性能のフェルト天幕だとは言え夜になると高原の風が忍び込むことはある。入り口付近は寒く、それを嫌ったカナミは特等席へと逃げ込んだわけだ。ＫＲはそれを察して入り口部分を引き受けてくれるらしい。

　カナミに引っ張り込まれるようにコッペリアも休む支度へと向かう。テントの中からは「抱き枕」とか「ぱふぱふ」だなどと不穏当な発言も聞こえてくるが、レオナルドは女性同士のことだと受け流した。




　たき火の近くに残ったエリアスや春翠、そしてジュウハはもう少し起きている様子だ。

　旅での疲労は禁物。そうは言ってもまだ十九時前後のはずだ。日が暮れる少し前には野営準備に入っている以上、眠気が訪れるまでにはまだしばらくの時間がある。

「もう一杯如何ですか？」

　春翠の勧めにレオナルドは手持ちのマグカップを差し出した。彼女は火に掛けていた真しん鍮ちゆうのポットを二本の枝で器用に下ろすと、マントの裾でつまみ上げて、ぐつぐつと煮えたぎるほど熱い茶をカップに注ぐ。

「熱いから気をつけて下さいね」

「ありがとう」

　同様に注いだマグカップをエリアスにも渡す春翠に礼を述べた。

「すごいですね」

「この辺りは、いつもですよ」

　空を見上げたエリアスの言葉に、ジュウハが答えた。

　満天の、と言うしかないような星空だった。砕いたダイアモンドを散りばめたような輝きが、限りなく澄んで高い夜空を彩っている。




「〈楽浪狼騎兵〉は、大規模戦闘レイドによる〈灰斑犬鬼ノール〉討伐を企画しているんだよな」

　熱い茶をすすって、レオナルドは尋ねた。

　その言葉に春翠は「そうです」と頷いた。

「勝算はどうなんだ？」

「勝算ですか？〈楽浪狼騎兵〉は五百名弱の人員を抱えるギルドです。今回の作戦は、ギルドリーダー朱桓ジユホワン自らが指揮を執る百人隊です。後れを取ることはないでしょう」

　百人隊、という言葉には聞き覚えがなかったが、おそらく大隊編成レギオンレイドだということは理解できた。人数で言えば九十六人。おおよそ百人と言っても差し支えはない。

　一般的に言って〈冒険者〉の戦闘能力は人数の増加を切っ掛けに跳ね上がる。二人の〈冒険者〉の戦闘能力合計は、一人の冒険者の二倍ではない。少なくとも二・五倍。連携を用いれば三倍に達する。

　これは〈冒険者〉のパーティーが、〈冒険者〉複数からなる集団と言うよりは、一個の生命体として有機的に戦闘を行なう事から生じる能力の発露だ。防御の得意なもの、回復の得意なもの、攻撃が得意なもの、敵の攪かく乱らんが得意なものなど、自らの長所を弁わきまえた〈冒険者〉が、互いの短所を補い合いその長所を発揮すれば、〈冒険者〉のパーティーは恐ろしいほどの戦闘能力を発揮する。

　もちろんそういった有機的連携には様々な前提条件がある。パーティーを組む〈冒険者〉がそれぞれの能力を把握し合い適切に連携を行なうこと。信頼感を以て相手の希望に応えようとすることなどだ。

　そしてこの原則は大規模戦闘レイド部隊にも当てはまる。

　六人パーティー四つからなる、フルレイド二十四名。そのフルレイド四つを束ねるレギオンレイド九十六名。こういった大規模単位では連携において重要な互いの意思疎通が難しい。とは言え、その困難さえ乗り越えれば、この軍団規模の〈冒険者〉集団はセルデシア世界において最強の軍事力と言えるだろう。

〈灰斑犬鬼ノール〉のレベルはおおよそ二〇から五〇である。〈灰斑犬鬼ノール〉がどんな戦術を使ってくるかはわからないが、〈楽浪狼騎兵〉がそこそこの連携訓練を終えているのならば、四十倍──そう四千の〈灰斑犬鬼ノール〉を相手にしてさえ一歩も引くことなく戦うことが出来る。




　それは普通に考えればどんな大規模コンテンツ突破にも十分な戦力だ。

　もちろん、〈大災害〉後、戦闘はその様相を変えた。

　焦げ臭い匂いを発して鋼が打ち合う「暴力」の恐怖。目の前で血まみれの肉塊と変じていく「死」のおぞましさ。

　それらが持つ影響は決して小さくはない。システムアシストにより痛みに強くなっている精神だって折れてしまうことはあり得る。レオナルドはそんな〈冒険者〉をたくさん見てきた。しかし春翠の言葉を信じればそれも杞き憂ゆうだろう。〈楽浪狼騎兵〉は優秀なリーダーに率いられた手練れの集団であるという印象を、レオナルドは受け取った。

　疫鬼イイグイと呼ばれたあの現象を除けば、である。




　疫鬼とは一体何なのか、レオナルドは未だに結論らしきものを持っていない。春翠にも話してみたが聞いたことはないという。ジュウハの方は〈大地人〉の間の噂として聞いたことはあると言うが、その詳細や実態についてはさっぱりで、もちろんその実例を見たこともないという話だった。

　あの気のふれた〈大地人〉少年は「何」なのか。

　少年の行動様式は間違いなく〈灰斑犬鬼ノール〉のものであった。

　彼があのような状態になった理由として〈灰斑犬鬼ノール〉が関係していることはほとんど自明に思える。だから〈楽浪狼騎兵〉の〈灰斑犬鬼ノール〉討伐にも一抹の不安を感じる。

　しかし、疫鬼と〈灰斑犬鬼ノール〉が具体的にはどういう関係を持ち、そこにどのような謎があるのかと問われれば、レオナルドには全く手がかりがない。

　春翠にも事件のあらましは伝え、本部に警戒を呼びかけてもらったが、確証がない現時点では、「注意を呼び起こす」程度の効果しか望めなかった。

「何もなければいいな」

　エリアスの台詞は、どこか頼りなげだった。こんなときには英雄の言葉も役には立たないらしい。

　尾根伝いに旅を続けているレオナルドたちと、南方の平原を進む〈楽浪狼騎兵〉の間には、少なくとも百キロを超える距離がある。それに明白な形で救援を要請されたわけではない。無事を祈りはするが何か出来るわけでもない。

　当たり前の結論であり、それがエリアスとレオナルドの共通見解であった。




　遠く南の夜空の下を進む〈楽浪狼騎兵〉。

　このとき彼らは一路〈列柱遺跡トーンズグレイブ〉を目指していたのである。
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　そしてその二日後、戦端は開かれた。

　朱桓が率いるレギオンレイド九十六名は、列柱遺跡を十と重え二は十た重えに取り囲む〈灰斑犬鬼ノール〉へと襲いかかったのだ。

　偵察隊の報せにより〈灰斑犬鬼ノール〉の数が膨大であること──少なくとも、一万は集まっていることが判明している。数的な戦力比で言えば、その差は百倍以上だ。

　しかし百倍の戦力があったところで百体のモンスターが一人の〈冒険者〉に同時に襲い掛かることなど出来ない。事実〈灰斑犬鬼ノール〉は遺跡を守るかのように取り巻き、朱桓が率いるレギオンレイドからみて遺跡の反対側にも布陣している。

　つまるところ、〈灰斑犬鬼ノール〉はその数を活かし切れていないのだ。朱桓らの部隊は、周囲を取り巻く数百体の〈灰斑犬鬼ノール〉さえ相手にすればよい。そしてその程度の包囲は彼らの足を止めるには至らないと考えられた。〈灰斑犬鬼ノール〉の個体戦闘能力は今回集まった〈冒険者〉個々人には遠く及ばないのだ。

　部隊の中から歌がわき上がる。

　それは〈瞑想のノクターン〉。

　この地では瑛思夜曲チエンシイワクイと呼ばれる曲である。吟遊詩人の奏でるこの楽曲には、本来であれば戦闘中は自然回復しないＭＰを、ゆっくりであるが回復してゆく効果がある。その速度は遅いが長期間の戦闘ともなれば累積される回復量は大きな意味を持つ。戦略的な特技だ。

　また、部隊のあちこちでは、〈森呪遣いドルイド〉があやつる脈動回復ハートビートヒーリングの緑の輝きを見て取ることも出来る。

　回復職において、それぞれが持つ固有の回復特技、すなわち反応起動回復、ダメージ遮断、脈動回復は、ＨＰの回復量とＭＰ消費の関係において瞬時にＨＰを回復する即時回復呪文よりも効率がよい。そのなかでも〈森呪遣いドルイド〉の操る脈動回復は瞬間的な回復能力こそないものの、一定時間ＨＰを回復し続ける特徴を持った使い勝手の良い呪文である。

　この二点からもわかるように、朱桓が今回のレギオンレイドを編成するに当たって重視したのは、瞬間的な攻撃能力よりも継続戦闘能力であった。相手が〈灰斑犬鬼ノール〉であるのならば、強大な攻撃能力を保持していなくても葬り去ることは可能である。

　むしろ、数による包囲でこちらに疲労を強いてくる可能性が高い。

〈列柱遺跡トーンズグレイブ〉後方三キロメートルの地点には、後ご詰づめの部隊を配置してあるが、朱桓はこの大隊九十六人で決着をつけられるだろうと踏んでいた。

「疲弊した第三部隊を内側に抱え込めっ！　右翼交代っ！　第一部隊、前進っ!!」

　荒野での暮らしで荒れて掠かすれ気味な、それでも威風に充ちた声を張り上げて指示を下す。朱桓のその声に応えて部隊は進み〈灰斑犬鬼ノール〉どもを切り裂いた。




　このような戦いにおいては〈盗剣士スワツシユバツクラー〉や〈道士タオマンサー〉が戦闘の主役だ。彼らの攻撃は範囲を巻き込むために、モンスターを点ではなく、面で制圧できるのだ。

〈道士タオマンサー〉の広範囲呪文〈ライトニング・ネビュラ〉が〈灰斑犬鬼ノール〉に投射される。青紫の輝きを放つ電光がのたうち、まるで星雲のような輝きで、その内側に十数体の汚らわしい犬頭を閉じ込めた。

　辺りに湧き上がる〈灰斑犬鬼ノール〉の悲鳴を涼やかに受け流し、部隊の左右から四人の〈盗剣士スワツシユバツクラー〉が京劇のような歩法で舞い降りる。彼らの持った双剣が左右でくるりくるりと閃ひらめく度に、雷光に縛られていた〈灰斑犬鬼ノール〉たちは面白いように倒れていった。

　剣士の鮮血舞踊は続き、部隊正面に空間が出来ると、すかさず〈守護戦士ガーデイアン〉ら重武装制圧隊が前進しその隙間を埋める。〈盗剣士スワツシユバツクラー〉らは攻撃特化職だ。彼らが無駄な被害を被こうむる前に部隊内部へと回収しつぎの攻撃に備えさせる。

　派手さはないものの基本に忠実な用兵により、部隊は着実に遺跡中心部へと進んでいた。

「戦闘開始一時間か」

　朱桓は呟く。

　もとより、彼の頭の中には、部隊による〈灰斑犬鬼ノール〉殲滅は選択肢として入っていない。

〈灰斑犬鬼ノール〉は一万を超え、もしかしたら二万に達するかもしれないのだ。その気になれば駆除が不可能だとは思わないが、それは余りにも労力を要するであろうし現実的ではない。

〈灰斑犬鬼ノール〉たちは列柱遺跡を何重かに取り巻くように陣を構えているらしい。つまり、いま朱桓たちが攻略を開始した北の、遺跡を挟んだ向こう側にも彼らは布陣をしているのだ。それら予備兵力まで呼び集めた上で殲滅作戦を繰り広げるのは如何にも気が進まない。

　それよりも、遺跡中心部を目指したほうがよいと朱桓の勘は告げている。




　そもそもこの〈灰斑犬鬼ノール〉による軍勢はなんなのか？

〈灰斑犬鬼ノール〉の習性を考えれば、群れ集うのはわかるにせよ、この数は異常であった。〈灰斑犬鬼ノール〉たちに「何か」が──おそらくは、大規模戦闘レイドクエストかそれに類するイベントが発生したのだ。

　その「何か」により彼らは呼び集められ集結をしている。

　報告にあった黒い竜も、その「何か」に関係があるに違いない。

　そしてその謎を解く鍵は、〈灰斑犬鬼ノール〉の軍勢が包囲する列柱遺跡中心部にあるに違いない。朱桓はそう考えている。

「後列〈道士タオマンサー〉っ！　前方の丘の上の敵を粉砕しろっ！　撃ち方始めっ!!」

〈灰斑犬鬼ノール〉が数万の軍勢を擁していようと、均等配備された防御網を直角に撃ち抜くだけならば、その数は千に満たないだろう。現に〈楽浪狼騎兵〉はその防御網を食い破りつつあるのだ。

　だが、何かがおかしい。

　その最初の兆候に気が付いたのは、敵の群れに切り込んでいった〈盗剣士スワツシユバツクラー〉たちだった。彼らの操る剣は、特技〈青嵐〉によって拡大されている。攻撃能力こそ通常と変わらないが、その攻撃範囲は広く、薙いだ剣は周囲のモンスターを巻き込んでゆく。彼らの敵中をすり抜ける体捌きと、密集した敵の陣形によっていまやその与える被害は最大化されていた。

　味方〈道士タオマンサー〉の支援攻撃を前提に駆け抜ける四人の〈盗剣士スワツシユバツクラー〉たちは、その攻撃範囲を絶妙に重複させることによってダメージを増やし、部隊前方にキリングフィールドを作り出すことに成功していたのである。

　しかし。

　その軽やかな剣の舞は、地面に倒れ伏したはずの〈灰斑犬鬼ノール〉によって阻まれることになる。確かに倒したはずの毛むくじゃらの手が〈盗剣士スワツシユバツクラー〉の足首を摑んだのだ。

　まだ年若い、少年と言っていい顔立ちをしたドワーフの〈盗剣士スワツシユバツクラー〉は喉の奥で悲鳴を押し殺した。

　いくら広範囲にダメージをばらまく制圧戦だとは言っても、敵のＨＰを確認しないわけがない。確かにとどめを刺したはずの〈灰斑犬鬼ノール〉が起き上がったのだ。現にモンスターたちの腕は千切れ、砕けた鱗鎧の隙間からは白ちゃけた内臓さえ覗いている。

　しかし少年が真に恐怖したのは〈灰斑犬鬼ノール〉のグロテスクな姿ではなかった。そのステータス表記だったのだ。

　明滅するような表記は〈灰斑犬鬼ノール：戦士〉と〈灰斑犬鬼ノール：闇術師〉を交互に繰り返している。その明滅にあわせて、ＨＰの値さえ揺らめくモンスターは、少年からみれば理外の存在。

　まさに鬼か妖魅の類であった。




「ギシャラッ！」

　血色の唾液を含んだ形容しがたい声を上げた〈灰斑犬鬼ノール〉は、そのまま少年の足首にかぶりついた。〈灰斑犬鬼ノール〉の種族的な攻撃方法である〈血に飢えた嚙みちぎり〉だ。足首の腱にぞぶぞぶと牙が差し込まれてゆくのを感じながらも、少年は必死に剣を振るいその首へ刃を振り落とす。

　しかしＨＰは減らない。

〈灰斑犬鬼ノール〉は死なないのだ。

　当たり前だ。そのＨＰ表示はもとよりゼロなのだから減りようがない。そのくせ、攻撃の一瞬あとには、表示バーの数値を戻し黄色く濁った目で恨みがましく少年を見上げてくるのだ。

　まるで灼熱の万まん力りきで締め上げられるかのような痛苦に、少年はパニックになった。

　剣を振るう。振るう。

「ひぐぅ！　ひぐぅっ!!」

　喉の奥で悲鳴を押し殺しながら、まるで轢れき殺さつするかのように殴打を続けた結果、その〈灰斑犬鬼ノール〉はやっと沈黙した。駆けつけた顔見知りの〈森呪遣いドルイド〉が少年を見て脈動回復を掛ける。

　その呪文で足首の傷はみるみる癒えていったが、少年の表情は泣き出しそうに引きつっている。

　もとより命に関わるほどのダメージ量ではなかった。

　少年が受けた「被害」はＨＰのそれというよりは、もっと心に凍てつく風が吹き込むような、寒々とした恐怖だった。

　同様の混乱は、戦場の至る所で起きていた。

　死んだはずなのに起き上がる〈灰斑犬鬼ノール〉。魔術系だと思い込んでいた〈灰斑犬鬼ノール〉が、次の瞬間には斧を振るう。剣を振りかざしていた〈灰斑犬鬼ノール〉が魔法を放つ。

　いくら小細工をしようと〈灰斑犬鬼ノール〉は所詮〈灰斑犬鬼ノール〉でしかない。

　落ち着いて対処すれば〈楽浪狼騎兵〉たちの敵ではなく、現にこの混乱状況の中でも、〈楽浪狼騎兵〉の被害が爆発的に増えたわけではなかった。しかし、この理不尽な現象は、冒険者の心に原初的な恐れを巻き起こした。

〈大災害〉は理不尽な災厄だ。

　それにはなんの理由も説明も付与されてはいなかった。

　彼らはある日突然慣れ親しんでいた故郷・地球からつまみ上げられ、この異世界に放置されたのである。帰還方法の目め処どさえついていない現在、それは追放と言ってもよかった。

　そんな恐ろしい状況の中で、〈冒険者〉が最悪のパニックに陥らずに済んだのは、この世界が異世界ではあったが、彼らの慣れ親しんだゲーム〈エルダー・テイル〉の世界に酷似していたからである。




　ゲームに酷似するということはどういう事か？

　それは、一定の法則があり、理解可能だということだ。

　この異世界は、彼らが〈エルダー・テイル〉をプレイしている時代に手に入れたゲームの法則や常識、つまり理ことわりで読み解くことが可能な異世界だった。

　理があるというのは、ただ単純に知識が通用するというだけの意味ではない。それは「いずれ理解可能である」という希望をも内包した概念なのだ。だからこそ〈冒険者〉は不慣れでストレスの多いこの異世界で、曲がりなりにもやってこれたのである。

　しかし、眼前の悪鬼たちは、彼らが信奉する〈エルダー・テイル〉のゲームシステムに逆らっている。

　ＨＰは体力、存在する力。その数値がゼロになれば、倒れる。

　それが『ルール』のはずだ。

　特殊な能力や特技、イベントの都合でＨＰが回復し復活することはあるかもしれない。しかし、ステータス表記が乱れ、複数の職業クラスが交互に表示されるなどあってはならないことだ。それはルールに反する現象であり、〈エルダー・テイル〉のシステム崩壊を予感させた。

　その認識は〈冒険者〉の中に静かな、だが根の深いパニックをもたらした。

　もし眼前の現象を認めてしまえば、彼らが今までよりどころにしていたルールが失われてしまう。つまりこの世界は真の意味ででたらめで理不尽だということになってしまうのだ。人間は世界が理解不能で有り続けることに、耐えられない。

「〈盗剣士スワツシユバツクラー〉を下げろっ！〈召喚術師サモナー〉っ！　近接戦型を前線にぶつけろ、急げっ!!」

　その空気を敏感に察した朱桓は新たな指示を叩きつける。




　敵の攻撃は激しくない。短時間であれば〈冒険者〉には劣る召喚生物の戦闘能力であっても、前線を支えることは可能だ。

　パニックはいずれ収まるだろう。しかしそれには幾ばくかの時間的余裕が必要だ。

　いまこの瞬間、更なる衝撃が襲えば前線は崩壊してしまう可能性がある。しかしそれは逆に言えば、この状況を凌しのげば、いくらでも取り返しがつくということでもあった。

〈楽浪狼騎兵〉にはまだ十分な戦闘資源と予備戦力がある。

　いまは勝たなくてもよい。防戦に徹して部隊が精神的な動揺から立ち直るのを待つべきだ。

　朱桓は偵察部隊から眉唾物の報告を受けてはいたが、それがこんなオカルトじみた現象を引き起こすとは想定していなかった。朱桓は三国志めいた鎧についた血泥の汚れを拭うと、険しい表情で指揮を続ける。

　いまは声を張り上げ、隊員を鼓舞することが何よりも重要だ。

　天性の勘で個人の武勇よりも指揮の重要性を見抜いた朱桓は、部下を安心させるためにも何もかも心得ているとばかりに自信に充ちた声を張り上げ続けたのだ。




　しかしその朱桓の声も、黒竜の羽ばたきでかき消されることとなる。
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　地元の〈大地人〉が天に突き付けた悪魔の指と呼ぶように、その鋭くとがった穂先は空を背景としてシルエットを見せていた。

　高さはおおよそ三十メートル。

　現実世界のビルで言えば十階建て程度ではあるが、周囲を荒野で囲まれたこの地方において、それらの列柱は大地に突き立った巨大な牙のように見えた。天を刺す柱は三本。二本は鋭く立ち上がり、残りの一本は途中で折れた様に朽ちている。

　それらの柱は金属でできているようだった。

　とはいえそれは融解し奇妙に生物的な丸みを帯びた上に、どれほどの年月ゆえか赤さび苔むしているために、金属の持つ冷ややかな鋭利さというよりは忘れ去られた遺物めいた印象を見るものに与えた。

　サイズさえ別にすれば、それが一番似ているのは戦場に突き立てられ忘れ去られた太古の鉄槍だったろう。

　その基底部。高さで言えば地上十メートルほどの、鉄柱に崩れかかった瓦礫の上にふたつの黒い影はあった。

　背の高い影は足下に黒々とした闇を連れていた。

　その黒い沼は絶えず姿を変え、時に粘液質な水泡を弾けさせている。フードで顔を隠した長身の影は、コールタール状の沼の上に立っているのだ。

　背の低い方は、子どものような背丈の少女だった。

　小柄なこの金髪の娘は、相棒と共に整った顔を眼下の戦いに向けている。




　その視線の先では、遺跡に集った〈灰斑犬鬼ノール〉を〈冒険者〉の一団が駆逐しつつあった。

　少女はその様子をさして興味がある風でもなく見つめていた。

　無意識なのだろうか前髪の先端を指で弄もてあそぶ。ひらひらとした実用的でない服装に身を固めた少女はどこかの貴族の令嬢を思わせた。しかし、その表情はどこまでも異質で、見かけ上は間違いなく女性である彼女の性別を少女と断言させない雰囲気がある。

　背の高い人物は、ゆっくりとだが着実に攻め寄せてくる〈冒険者〉の一団を指さした。全身をすっぽりと隠すローブから覗くその骨張った指すらも黒い粘膜に覆われて、不潔な汚お泥でいにも似た闇が足下の沼へとしたたり落ちる。

「──」

　何事か命令を発する気配。その気配に長身の影の足下からわき上がる気泡が伴奏を付けた。ひとつひとつは、ゴボゴボとわき上がるメタンガスの弾ける音が、偶然のように連なり、たどたどしく人語を真似たかのような響きを以て「ユケ」と呟いたのだ。

　一陣の突風が二人の背後よりわき上がった。

　鉄柱基部の遺跡を守るようにまどろんでいた屍しかばねの黒竜は、その翼のたった一打ちでやすやすと舞い上がりアオルソイのまばゆい日光を遮る黒き天幕となった。




　破れ垂れ下がった皮膜さえ恐怖の象徴としながら、黒竜は〈冒険者〉たちの集団へと向かってゆく。

「大盤振る舞いなのですわね」

「ゴウリテキナハンダンダ」

　少女の無機質な問いかけに、長身の影が答える。しかし、その声は足下の穢けがれた汚泥の泡が立てる雑音だ。偶然弾けているはずの粘り着く気泡の破裂音が、耳にたどり着いたとき言葉に聞こえる。

　この長身の男が操る会話は、どうやらその奇怪な現象がもたらすらしい。

　少女はしばし口をつぐむ。

　まったく動作を欠いてはいるが、その短い時間は彼女が思考に要した時間であった。

「そうねあるいはその方が確実かもしれないわね」

「イクツダ」

「あの黒竜に──」

　そこで少女は初めて薄い笑いを浮かべた。

「千二百の魂を寄りつかせたわ。貴方が千二百の魄を奪ったのと引き替えに」

「ラスフィア」

「なぁに？」

　ラスフィアと呼ばれた少女は、人形じみた動きで、首だけ振り返る。その視線の先でドロドロとしたヘドロを詰め込んだフードの中は、ぶくり、ぶくり、と気泡でふくれあがりながらも揺れていた。

「イクツダ」

「そうね」

　先ほどと全く同じ質問にどのような意図を読み取ったのか、少女は口元をゆがめる。それは一般的に言えば「笑う」という表情にカテゴライズされるのだろうが、全く親しみやすさを感じさせない仮面のごとき顔つきであった。

「あと二千も寄りつかせれば」

「ニセンカ」

　長身の男が急にやせ細った。

　風が吹き抜ける中、一見その姿は変わらないように見えるが、男の足下から流れ出した粘液質の闇が、瓦礫の上を影のように走ってゆく。その流れは勾配を越え、廃墟を越え二人の視界の外で〈灰斑犬鬼ノール〉を屠っているのだった。




「黒竜を失うわけにはゆきませんわ。あれがなくなれば、我らはこの鉄塔を壊せない」

「チカラナキモデルニ──シバラレタコノミノフベン」

　その黒竜は二人の視線の先を横切り、いままさに〈冒険者〉の頭上へと舞い降りる所だった。二人の位置からは、その動きは滑らかでゆっくりとしたものに見えるが、サイズと距離を考え合わせれば、どれだけ圧倒的な速度と重量を持っているかは明白だ。

　黒竜の吐いた漆黒の電撃も、打ち振られる尾も、多くの〈冒険者〉を巻き込んでいるのが見て取れた。

「これはこれは」

　少女は皮肉そうに笑う。

　卵形の輪郭に納められた、目鼻立ちがはっきりした美貌は、ビスクドールのように整っている。古典的な容貌の中で、アメジスト色の濁った瞳だけが昏くらく強い輝きで目の前の事象を興がっているようだ。

「また……。ふふ。早くも三十二は弾け飛びましたね」

「ラスフィア」

　体積を減らしたローブの黒影は、それでも相変わらず、気泡の弾ける音でもって相方らしき少女をたしなめる。聞き続けていくうちにノイズに過ぎないはずの破裂音に「声の表情」さえ窺えるようになるのがいっそ不気味であった。

「ご安心を──〈冒険者〉とやらも十やそこらは道連れにしましたわ。与えられた力に酔う。無む知ち蒙もう昧まいのつけを払うことになるでしょう」

「ソレハワレラモオナジコト」

　泡がぶつぶつと弾ける声の何が気にいらなかったのだろうか。少女は、エナメル製に見える靴をひとつ鳴らす仕草でコメントに代えると、眼を細めて空気を抱くように差し招く。

　彼女の白くほっそりとした指先では、はるかな距離を隔てて、それに操られるように黒竜が暴れ狂っていた。

　もし遠隔視の能力を持つものがいたら、〈灰斑犬鬼ノール〉の魂を宿した竜が、その本能に従って暴れ狂い、その残虐性も露わに〈冒険者〉を貪むさぼっている姿が見て取れただろう。

　元来この竜はこの広大なアオルソイの中では取り立てて巨大なわけでも難敵に属するわけでもない、八五レベルのフルレイド用モンスターである。すなわちそれは、八〇レベル程度の〈冒険者〉が二十四人いれば倒すことが可能だということを示す。〈楽浪狼騎兵〉であれば十分に対処可能なモンスターなのだ。




　しかし得体の知れない技術により、黒竜は今や偽りの不死性を持つ。

　もちろん、だからといってそれが〈冒険者〉たちの決定的な敗北を意味するわけではない。極端な話を言えば、〈楽浪狼騎兵〉は全滅したとしても、その本拠地に強制転送されるだけで済むのだ。

　現在はその不死性で黒竜が一方的に〈冒険者〉を攻め立てている様に見えるが、徐々にその攻撃に対する対応策も確立してきたように見える。

　ただし、やはり、最初の奇襲で〈冒険者〉の数を十数人減らしたのが大きかったのだろう。大地に充ちる無数の〈灰斑犬鬼〉の圧力と、空からの襲撃を繰り返す黒竜の雷光は、〈冒険者〉の防御線と衝突しているようだ。

　使い捨ての命であらゆる攻撃を無意味化し、相打ち同然の強力な攻撃を繰り出す黒竜は、確実に〈冒険者〉の人数を減らしてゆく。

　事態は消耗戦の様相を呈していた。




　だが二人組はその戦況に新たな指令を下すでもなく、ただ冷ややかに観察を続けるのみだ。

「無為を」

「レイヤノリカイガゲンテイテキノヨウダナ」

「劣りし者の運命を彼らに」

「ネムレバイコイモオトズレルモノヲ」

　風の音に紛れ分かりづらい会話は、少女の不似合いな笑いへと行き着く。

「ふふふっ。これが愉悦ですかしら」

　濁ったアメジストの瞳に喜色が浮かぶ。

　表情をゆがめるだけだった少女の浮かべるそれは初めての笑み。しかしそれはあまりにも歪んだ醜い微笑だった。なまじ整った可愛らしい容貌だけに、ぞっとするような悪意が見て取れる。

　どこからどう見ても人間らしい、しかし火を見るよりも明らかな人外の笑み。
















「アバターノコミュニケーションディクショナリニジンカクガシンショクサレテイルトミエル」

「──そうですわね。自己診断でもそう思えます」

「〈エンパシオム〉ヲサイシュスルタメニハフヨウ」

「でも」

　笑みを咎められた少女は、それでも喉の奥でころころとくぐもった笑いを漏らし続ける。通底音のようなその音は、出所こそちがったが長身瘦軀の影が用いる泡が弾けると音と全く同じ性質を帯びていた。すなわち異い形ぎようの感情表現なのだ。

「我らが役目はもはや成就寸前ですわ。天への回廊を残すわけにはいきません。自覚のないアクターをなぶるのは愉しいこと」

「ワレラモオナジモノナノダ」

「だからこそですわ。──残りは十一時間。我らの時間が終わり、Hora octavaがやってくる。くくくっ。ふふふふっ。ああ、愉しい。──早く、早く。急いて、急いて。待ちきれません。耐えきれません。われらがランク二でしかないこの生命を。終わらせたい。終わりたい。死にたい。殺したいっ」

　感極まったかのように、高台の風の中でゴシックなドレスを翻す少女。その首筋にはうっすらとした朱線がある。

　頸部は、ダンスを踊る肉体の動きで、糸よりも細いその線の厚みを増してゆく。見る者を不安にさせるその「線」は、彼女の頭部を、その首の上で調子の外れたくす玉のように揺らしていた。

「たまりませんわ。待ちきれませんわ。早く、早く。乞うて、請うて。Hora octavaよ！　Trihoriumよ！　我が同はら胞からよ異父姉妹よ。──来たりて、目覚めて、終わりを、始まりをっ」

　虚ろな瞳の犬頭の鬼人があがめる尖牙の祭壇にて、少女は回り続けた。調律の狂ったピアノのように、澄んではいても醜い笑い声は、〈列柱遺跡トーンズグレイブ〉の廃墟をねっとりとなめ回すように響く。

　地球においてはバイコヌールと呼ばれるこの地は、いまやその主人を悪夢へと換えたようであった。




　　　▼７




「全滅ッ!?」

　レオナルドたち一行がその知らせを受けたのは、夕暮れ時だった。




〈楽浪狼騎兵〉所属の〈施療神官クレリツク〉である春翠が仲間からの念話を伝えたのだ。




「残念ですが、わたしたちの百人部隊レギオンレイドは全滅しました。──残存部隊は現地を離れたようです」

「残存部隊とは？」

「後方支援要員として予備兵力を残していた部隊です。と言っても兵力は数十人です。事実上の全滅ですね。──まさかこんな事になるとは」

　エリアスの問いに答える春翠の声は暗かったが絶望的ではなかった。

　もとより〈冒険者〉に死がないことは確認されている。

　春翠の話によれば、〈楽浪狼騎兵〉も神殿が存在することを理由に現在の本拠地を定めたほどだ。全滅はしたものの、倒れて現地での蘇生が出来なかったメンバーは神殿に戻っているとのことだった。

　全滅とは言え、ギルドそのものが再起不能になったわけではない。

〈エルダー・テイル〉はもともとゲームである。

　その内容は、ここセルデシア世界において剣と魔法の冒険を繰り広げること。もちろん、生産や交流などもゲームの大きな楽しみではあるが、大部分は戦うという行為で占められているのも事実だ。

　だが、その戦闘行為にも様々な規模がある。

　まずは、一人の〈冒険者〉としてモンスターと戦う、ソロプレイ。

　そして次の段階として、六人までの仲間が協力して戦う、パーティープレイ。

　ゲームとしての〈エルダー・テイル〉の戦闘はこの二種類がほとんどを占めている。正確な統計はないが、レオナルドの感覚では八割ほどがこのふたつの人数でプレイ出来る内容だ。

　そしてこういったゲームコンテンツを十分にやり遂げたプレイヤーが挑むのが、大規模戦闘レイドだった。

　すなわち二十四人のメンバーを集めて遊ぶフルレイド用コンテンツや、九十六人のメンバーを集めて遊ぶレギオンレイド用のコンテンツである。こういった大人数用のコンテンツは、〈エルダー・テイル〉においてはハイエンドな遊び方だと認識されていた。

　当然のように難易度は高く、たったひとつのダンジョンを攻略するだけで、半年近く時間が掛かる場合も珍しくはない。

　今回は相手が〈灰斑犬鬼ノール〉だったので、彼我のレベル差から、誰しもが早期の攻略を予想していた。しかし大規模戦闘レイドであると考えれば、全滅という結果はさして珍しいことではない。精鋭で構成された一流ギルドでも、高難易度の大規模戦闘レイドを初見で突破することは難しいのだ。

　春翠の表情に、驚きや落胆があっても絶望している気配はないのはそのせいだろう。




　気になるのは──。

「やはり、ステータスの二重表記現象が確認されたそうです」

「そうか」

　レオナルドの確認に春翠は頷く。

「やっぱりねぇ……」

「あの現象は、広がっているんだな」

　肩をすくめるカナミや表情を変えないコッペリア、難しい顔のエリアスも含めて、レオナルドたち一行は、〈楽浪狼騎兵〉本部に知り合いはいない。フレンド登録していない以上、念話は出来ない訳で、報告はどうしても春翠を経由することになる。




「その数も多く、後半の戦いではほとんど全ての敵に確認されたそうですし……」

　いったいどういう現象なのか興味はあるしその謎を解いてみたいとも思うが、説得力のある仮説や手段があるわけでもないレオナルドはその好奇心を抑えた。

　相手の総数は一万に迫るという。

　春翠の話では相当な数の〈灰斑犬鬼ノール〉を倒したと言うが、戦闘中には正体不明の黒竜も現れたそうだ。その黒竜が切っ掛けで〈楽浪狼騎兵〉は潰走させられたらしい。

　たかだか六人の〈冒険者〉に過ぎないレオナルドたちに出来ることは何もない。ここはひとまず東を目指して、可能であるならば〈楽浪狼騎兵〉の本拠地で更なる情報収集をするのが無難だろう。

　その場は、カナミやエリアスもそう納得したのであった。




　その夜。

　目を覚ましたレオナルドは寝袋を抜け出した。

　レオナルドたちはこの旅の間不寝番を立てている。〈冒険者〉だけの一行ではない。〈大地人〉商人ジュウハも同行する旅だ。それなりの警戒はしながら進むべきだという判断だった。

　不寝番は交代制なのだが、その交代制にひそかなサボタージュを続ける仲間がいた。サボタージュとは言っても、不寝番を避けるというわけではない。むしろ逆に不寝番の交代を意図的に忘れるのである。

　それはコッペリアだった。

　レオナルドはあくびをしながら、その隣に座る。

　乾ききって脆くなった砂岩質の岩の上に、コッペリアはあの村で買ったクッションをおいて座っている。メイド服の裾下からきらびやかな刺繡をした刺し子が覗いているのだ。

「おはようございまス。治癒をご所望ですか？」

「まだ夜中だけどな。まぁた僕のこと起こさなかっただろう？」

「コッペリアはまだ睡眠を取る必要はありまセン。このまま警戒続行が可能です」

　それは、そのとおりなのだろう。

〈冒険者〉の身体能力は睡眠時間の短縮も可能としている。強靭で回復力に優れたこの身体は、一日三時間も睡眠を取れば調子を落とさないようだ。

　とはいえ、一人っきりで不寝番をするというのは、それとは話が別である。仲間同士なのだから公平に旅をしてゆきたい。

　レオナルドはむっつりと押し黙ったまま、「僕も見張る」とだけ呟いた。

　周囲は闇に沈んでいる。

　今夜はたき火もしていないためだ。

　たき火は動物を避けるのには役立つが、知性のあるモンスターを引き寄せてしまう可能性も低くはない。また、明かりが突然消えた場合の視力低下などを考えると、メリットばかりとも言えない。

　しかし光がない訳ではない。澄み切ったアオルソイの空に浮かぶ月は、そのほの白い輝きを大地に投げかけていた。隣に座るコッペリアの横顔を窺うのには、十分すぎるほどの明かりである。

「静かだな」

「周囲に敵対的モンスターの気配はありまセン」

　コッペリアの答えにレオナルドは頷く。春翠からの連絡によれば、〈灰斑犬鬼ノール〉はその後、活動を活発化させたらしい。距離は十分に離れているはずだが、用心に越したことはないだろうと思われた。

　月の明かりはレオナルドとコッペリアを照らした。

　照らし出された滑らかな頰のラインの柔らかさから、レオナルドは視線をそらして大地に落とした。

　そのまま会話をするでもなく、二人はじっとしていた。

　レオナルドの視線の先で、月影が黒々と、地を這うようにわずかに動いてゆく。

　それは不思議な気分だった。影が動く。それだけのことに、不思議な感動を覚えている自分にレオナルドは気が付いた。

　現実世界風に考えれば、それは月が動く、つまりは地球の自転のせいである。ゲーム世界的に考えれば、天空のテクスチャにおかれた光源が移動しているということになるだろうか。

　いずれにせよ、荒れた大地に落ちる月影が移動する現象は、可視化された時の流れそのものである。レオナルドは時間が経つという当たり前に不思議さを感じた。

　時間の流れの中で、自分という個人が存在する事への、言葉にはならない静かな感動だ。

　すぐにそれは傍らの少女へと移った。このアオルソイの夜空の下で自分がコッペリアと一緒にいるのは不思議なことだ。〈大災害〉がなければそんなことは起きなかっただろう。レオナルドはニューヨークのギーグなのだ。〈大災害〉は何もかもを変えてしまった。様々なことが起きた。それはどうやら運命という意味でもそうだったらしい。

「このケープを貸与しマス」

　気が付くと、コッペリアがキルトのような布地を差し出していた。葡萄、スミレ、名も知らぬ花の刺繡で埋められたマントのような布地は温かそうだった。

　夜明け前の荒野は冷える。コッペリアは気を回してくれたのだろう。

「これもセケックの村で？」

「はい。頂きまシた」

　コッペリア自身も似たような布を〈マジック・バッグ〉からとりだして、小さい肩に巻き付ける。

「あの人たち、こんなのくれたんだ」

　レオナルドは座ったままで、手近な小石を摑んで投げ飛ばした。コッペリアは村で病人やけが人の治療もしていたし、感謝されるのは当たり前だろう。それは問題ない。問題はないが、ちょっと腹立たしくもある。

（僕はあのうざったらしい子どもたちの相手をしていたというのに……、まぁ、何ももらえなかった訳でもないけどなぁ）

　レオナルドは抱えた膝にがっくりと額を落とす。

　丸くて綺麗な石、変な布の切れっ端、木刀風に削った木の枝、食べかけのパン、ひからびた虫の死骸、馬の尻尾の毛で作ったお守り。レオナルドがもらったものは、どれもろくでもないものばかりだ。

「コッペリアはいいよな」

「？」

「いや、このケープ、温かいなという話だよ」

「はい。保温性能に優れた民芸品でス」

　調子の外れた返答を聞き流しながら、レオナルドはため息をつく。

　しかし実際には悪い気分ではなかった。

「あの村で」

「ん？」

　珍しく自分から話し始めたコッペリアを、だからこそレオナルドは急かさずに待つことが出来た。

「あの村で遭遇した少年は、回復をしまシタ」

「うん」

　ステータスの二重表記。得体の知れない症状により凶暴化していた少年。彼は、あのままセケックの村に残っている。凶暴化が落ち着いた彼はただの〈大地人〉の少年に過ぎなかった。独りで荒野を渡る力はないのだ。故郷の村に帰るにしたところで、それなりの準備をしなければならないだろう。それに準備をしたところで、故郷の村が無事であるかどうかは半々というところだ。

　あの奇妙な現象が少年の故郷の全員に起きたのならば、村人はすでにチリヂリバラバラになっているだろう。またあの症状が、もし何らかの伝染病か呪いのように外部から持ち込まれたものならば、その災厄の運び手が村にはなんの危害も与えなかったと考えるのは、都合が良すぎるようにレオナルドには思える。

　もし、そのふたつの可能性は杞憂で、少年の村の全員が平凡な〈大地人〉のままであったとしたところで、だとすれば少年自身が村の人々──両親や昔なじみを含め自分の同胞を、少年自身の変容によって傷つけてしまった可能性は低くはない。

　彼はこのまま、セケックの村の一員として暮らしてゆくのが、もっとも幸せな未来なのではないかとレオナルドは考えている。

「あの少年は……オレンジ色と、緑でした」

「は？」

　少年の行く末について考えていたレオナルドは、コッペリアの奇妙な言葉の意味を測りかねた。




「モンスターは緑色の光、〈大地人〉はオレンジ色の光。コッペリアにはそう見えます。〈冒険者〉は青い光で、エリアスさんは紫色でス」

「それは……」

「魂の色だと、コッペリアは考えまス」

　唐突な発言にレオナルドは目を丸くする。

「コッペリアは、語の一般的な用法における視覚を備えていません」

　レオナルドが聞き返すまでもなく、コッペリアの言葉は続く。その内容はレオナルドが予想もしていないものであった。

「視覚？　え？」

「コッペリアは目が見えません。──正確には、コッペリアの視覚には、皆さんとの互換性がありません。コッペリアはデータストリームとタグ、そして魂の色合いで周囲を認識していマす」

　突拍子もない話だった。

　しかし、同時に否定もしきれなかった。

　この世界がゲームを基にしているのなら、そのオブジェクトの一環であるデータ塊には、それなりのタグが存在するはずだった。

　わかりやすいところで言えば〈冒険者〉のステータス表示だ。

　レオナルドであっても、コッペリアに意識を集中すれば、名前と職業そしてレベルが実際の視界にオーバーラップして表示される。

　この名前やレベルや職業が『タグ』だ。

　モンスターにはモンスターの。〈大地人〉には〈大地人〉の。理屈はわからないが、コッペリアには、そのタグが、色の違いとして見えているのだろうか？　魂というのは理解が出来なかったが、コッペリアの言うことは、そうだとすれば一応の説明はつく。

（もしかしたら視力が……）

　視力喪失者向けに、特殊なデバイスが開発されたのは、しばらく前のことだ。脳に結線されたセンサーで映像を感じさせることが出来るという研究は十年ほど前に報告された。レオナルドは詳しく知らないが、今では幾つかの色や図形を認識させることが出来る装置が開発されていると聞いたことがある。

　もしかしたら、コッペリアはその種の装置を使って〈エルダー・テイル〉をプレイしていた少女なのではないか。レオナルドはそんな事も考えたが、口には出せなかった。

　コッペリアと自分の距離は、まだプライベートな話題を口に出せるものではないと考え、そのすぐあとにそれも臆病者の言い訳じみているなと自嘲する。

「コッペリアには色がありません。それはコッペリアが透明であるという意味ではなく『色』を発する振動体、すなわち魂が欠如していることを示します。──〈二重なる者パラレル・ワン〉があの時消えたのは、構造的に虚であるわたしが接近したことにより、より不安定な魂の片方が誘引さレて──」




　　　▼８




「デートしているところに無粋で済まないがね」

「ＫＲッ!?」

　二人の間に鼻面を突き出した白馬。幻獣〈白はく澤たく〉に憑依した〈召喚術師サモナー〉の声で、レオナルドとコッペリアの会話は打ち切られた。

「どうしたのでスか？」

　冷静に尋ねるコッペリアを見ながら、先ほどの言葉をレオナルドは反はん芻すうする。「すなわち魂が欠如している」とはどういう意味なのか。喉の奥に固いものが詰まったような気持ちにさせられる。

　それを告げたときにさえコッペリアの声には痛みも哀しみもなかった。それがレオナルドの胸を重くする。




「近いぞ。〈灰斑犬鬼ノール〉だ」

「は？」

　しかしレオナルドの思いは一瞬で断ち切られた。




「北東の渓谷を進行中だ」

　言葉少なく答えるＫＲの背は、しっとり濡れている。その背中をコッペリアは、布で拭きながら尋ねた。

「状況の解説を要請しまス」

「肉眼で偵察してきたわけなんだ、これが」

　だとすれば、ＫＲは夜を徹してアオルソイの荒野を走ってきたのだろうか？　考えてみればレオナルドが起き出したとき、天幕の入り口にはＫＲの白くて大きな姿はすでになかったような気がする。

「連中、切り立った崖下の河床を進んでいるぞ。数はわからない。この体は夜目が利かんのだ。月明かりだけじゃ確認は不可能だよ。だが、十やそこらの数じゃないぜ。最低でも、五百はいるだろう」

「五百っ!?」

「少なくとも、だ。連中、例の壊れたステータスを持っている」

「〈灰斑犬鬼ノール〉なのに、〈大地人〉なのか？」

「いやそうじゃない」

　ＫＲの声は落ち着いていて、レオナルドは少し怯えて響いた自らの言葉を恥じた。

「二種類の〈灰斑犬鬼ノール〉が混じっているような感じなんだが、あー。何だな。説明しがたいなあ。とにかく、二匹のモンスターが重なり合っているような表示だ。あの〈大地人〉の少年と似ているが、モンスター同士の融合ってやつだ」

　現象を想像することは出来る。

　しかし、やはりその原因は理解の外だった。

「〈灰斑犬鬼ノール〉が山盛り、と」

「五百、ですか」

　いつの間に起き出したのだろうか。おそらく、ＫＲとの話し声の気配で目を覚ましたのだろう。天幕から首だけ突き出したカナミと、それを咎めるような視線で見下ろすエリアスも話に参加してきた。

　さほど時をおかず、春翠とジュウハも、天幕から出てくる。

「〈灰斑犬鬼ノール〉以外は？」

「少なくとも視界内は、〈灰斑犬鬼ノール〉か〈灰斑犬鬼ノール〉の亜種、職業違いだけだったなー。もっと詳しく偵察できればいいけど、この身体じゃ従者も出せないんだな」

「なぜ……」

　春翠の疑問はもっともだった。

　なぜこんな時期に集団移動をしているのか？　それはレオナルドも真っ先に考えたことである。




　まず考えられるのは、食料のためという説だ。

　いやむしろ〈灰斑犬鬼ノール〉の行動など、食料確保と縄張りの主張以外は理由がないと言ってもいい。彼らの目的は春翠のギルドが攻め入った遺跡へ集まっている「群れの本隊」へ食糧供給をすること──それが理に適った説明のように思える。

　アオルソイの荒野は貧しい。大地は乾き、夏でも冷涼な風が吹き抜ける。広い荒野のあちこちに濃い緑の大森林が広がり、そこには多種多様な生き物がいるが、それさえも一万の〈灰斑犬鬼ノール〉を長期間支える食料にはならないだろう。

　この荒野では、本隊への食糧供給以外にあそこまでの大規模軍団を形成する理由が考えられない。食料となる生き物を獲り生き続けるためには、十数匹の小集団の方がよほど効率がよい。それは現実世界でのハイエナや狼の集団の数を考えれば、自ずとわかることだった。

　そのうえ〈灰斑犬鬼ノール〉はダンジョンにより集まり、数百匹単位で暮らす生物のはずだ。洞窟や廃墟などに潜みそこへやってきた生物を殺して喰らう捕食生物──ゲームの知識か、とレオナルドは己を戒いましめる。この世界はゲームだ。ゲームであるはずなのに、なぜか自分は実体をもって招かれ、確かにこの世界なりの法則をもって存在しているように思える。




「進行方向にあるのは、セケックの村だろう」

　ジュウハの指摘に、エリアスが息をのむのがわかった。

　食料。

　その意味で言えば、あの村の持つ羊は魅力的だろう。

　いや、〈大地人〉そのものでさえ、彼らは食料と見なす可能性がある。彼らが〈大地人〉を避ける習性を持っているのは決して善意からではなく、〈大地人〉が結託して村を守った場合、羊などの獲物を奪うことが困難になると知っているからなのだ。

　もし仮に、取り囲んだ〈大地人〉の村や町を殲滅できるだけの兵力が彼らにあれば、ためらう理由は何ひとつない。

「〈大地人〉の村を狙っているのかっ」

「狙っているかどうかはわからないが、まあ通りかかれば襲うだろ。あの数だ。引き返すってのは望み薄だと思うぞ」

　気け色しきばむエリアスにＫＲは澄まして答えた。

　レオナルドたちがセケックの村を出てから、すでに四日が経過している。〈大地人〉ジュウハを伴いゆっくりと進んできたから、その距離はおおよそ百四十キロメートルほどだろう。

〈灰斑犬鬼ノール〉たちが峡谷沿いに進んだとして、セケックに辿り着くのに、一週間はかかるまい。

　もちろんその気になれば〈灰斑犬鬼ノール〉よりも早く村にとって返すことは出来る。しかし辿り着いて、何が出来るのだろうか。

　それは春翠やジュウハも同じ思いなのだろう。

　言葉にはならない重い空気が辺りを充たした。

「おっし、おっ。おっ」

　そんな空気をまったく読まないのがカナミだった。天幕から顔だけを突き出していた彼女は、そのままにじにじと表へ這い出てきたのだ。なんで這って？　と思うが、彼女は寝袋に収まったままである。その芋虫のような格好で進んでくると、器用にぴょこんと立ち上がった。流石に恥ずかしいのか、カナミはエリアスに手伝わせてもぞもぞと寝袋を脱ぎ捨てる。いや恥ずかしいのなら最初から歩いて出てくればいいのだが。




「ん。いいね。いいね？　犬が五百で縁起がいいね」

　何が縁起がよいのかわからない。日本の風習かもしれないが、一体カナミは何を言い出すのだろうと考えたレオナルドの前で、カナミは拳を天に突き上げる。

「相手にとって不足なしっ!!」

「おい、やめろよバカ」

「ばっ、バカっ!?　バカ言いましたか、けろナルドっ！」

「あ、すまん。言いすぎた」

　五百の、しかも得体の知れない能力を持った五百のモンスターを相手に喧嘩を仕掛けようとするカナミにレオナルドはツッコミを入れてしまう。謝罪はしたが、バカという感想は本気だ。

「でも、五百だよ？　突っ込んで蹴散らしたら楽しいよ」

「蹴散らせたらなっ」

「頑張れば出来るよ」

「出来る訳あるか、ぼけっ！」

　レベル差はある。

　おそらくその差は一〇以上だろう。

　戦士職の存在理由は、敵を引きつけることにある。彼らはその能力で回復職や魔術職を守り、レオナルドのような攻撃職には攻撃をする絶好のチャンスを与えるのだ。

　しかし敵を引きつければ、その攻撃の的になるのが道理である。カナミの職業〈武闘家モンク〉は鎧らしい鎧を着けない代わりに、圧倒的な回避性能を誇っている。低レベルの〈灰斑犬鬼ノール〉による攻撃など、ほとんどかすらせもしないだろう。

　しかし「ほとんど」だ。

　絶対ではない。

　そのうえ、敵の数が膨大ともなれば、戦闘中にＭＰが枯渇することも考えなければならない。ＭＰがなくなれば特技使用が出来なくなる。〈武闘家モンク〉は戦士職の中では攻撃力もありバランスの良い能力を持っているが、それは多数の特技を矢継ぎ早に繰り出して達成されるものだ。ＭＰがなくなってしまえば戦力は大きく目減りする。

〈武闘家モンク〉の回避能力と、カナミのあの攻撃能力ならば、五百の〈灰斑犬鬼ノール〉さえも退けられるのかもしれない。レオナルドはカナミを超えることを目標として修練を積んでいる。期待感はある。しかしリスクが大きすぎた。

　いいや、リスクの問題ですらない。動機の問題だ。

「だいたい」

　カナミはそんなレオナルドの思考を笑うかのように鼻息を荒くすると爪先でリズムをとった。

「五百なんて腹ぺこタイムのアップルパイですよ？　けろナルド」

「一応訂正するが僕はけろナルドじゃない」

　そしてアップルパイをそんなにむしゃむしゃ食べる女は嫌だ。

「〈冒険者〉ならどーんと五百を撃破ッ！　ダブルアップでさらに倍」

「〈冒険者〉を捏ねつ造ぞうするな」

　そしてカナミはギャンブル禁止だ。何がダブルアップだ。

「そのまま敵を貫いて、えーっと、なんだっけ？　等温動物？」

「〈列柱遺跡トーンズグレイブ〉でス」

「そうっ！　そのなんとかグレイブに突っ込んで、敵の首級をあげるっ!!」

「あほかっ！　相手の数は一万以上だぞっ!!」

　レオナルドはがっくりと肩を落とす。

　五百でさえ勝ち目が薄いと思っていたのに、この女は何を考えているのだ。おかしい、おかしいとは思っていたが、まるっきりクレイジーだった。

「話を聞いてなかったのか。〈楽浪狼騎兵〉の百人部隊レギオンレイドは全滅したんだぞっ。いいか、九〇レベルの冒険者百名が、全・滅・したんだぞっ!?」

「それは正面から喧嘩したからだって。情報もなしでさっ」

「な……」

「だから喧嘩はしない。攻めていって、首級をあげる。それで逃げるっ。パーフェクトゲーム！　うぃあーちゃんぴよん！」

「ばっ」

　馬鹿じゃないのか、この女。

　なにが『ちゃんぴよん』だ。お前の脳みそはバカの世界王者ワールドチヤンピオンだ。

　──それをさせないために一万の〈灰斑犬鬼ノール〉が遺跡を守っているのだろうに。それが出来ないからこその大規模戦闘レイドによる攻略だったろうが。レオナルドはそう考えるが、余りにもあっけらかんとしたカナミの態度に、口をぱくぱくさせることしかできなかった。

「で、カナミ」

「ん？　なに？　ＫＲ」

「情報と言ってたけどさ」

「春翠からいろいろ聞いたでしょ」

「ふむ。で、どんな情報なんだ？　そしてそれをつかってどうやって〈灰斑犬鬼ノール〉のボス──いるとすればだけど、そいつを倒すんだ？」

「それはＫＲが考えてっ」

　アオルソイの夜にまるで夜明けが訪れたかと思うほどの、輝かしい笑みを浮かべてカナミは言い切った。

「──」

「出来る訳ないだろっ！　アホっ」

　一瞬言葉を失ったＫＲの代わりに、レオナルドは強い言葉を叩きつける。それではあまりにＫＲが可哀想だ。ＫＲのほうは、器用に馬首を曲げるとこらえきれないようにくすくすと笑っていた。「バ、バスガイド。でた、バスガス爆発……」などとつぶやいている。不気味だった。

「うーん。出来るか出来ないかじゃ、ないんだけどなぁ」

「じゃ、なんだって──」

「行く必要があるんだよ」

「だから、その必要ってなんなんだよっ」

　レオナルドの追及に、カナミはつま先立ちで軽くステップすると、小さく微笑んだ。それはレオナルドをからかうようなものではなくて柔らかい笑みだった。

「口で言っちゃ、ダメな理由だよ」

　だからレオナルドはその言葉の先を、続けることが出来なかった。

　こちらのパーティーの問題だと考えているのだろう。春翠もジュウハも、見守ってはいるが、口出ししては来ない。このままでは埒らちがあかない。エリアスやコッペリアにもカナミをいさめてもらおうと思ったレオナルドだが、その思おも惑わくは裏切られることとなる。




「わたしはカナミに賛成だ」

「──っ」

「なにも、カナミに恩義があるから死地へ旅立とうという話ではない。忘れているかもしれないが、私は〈古来種〉なのだ。私には〈大地人〉を守るという義務がある。それは我ら全界十三騎士団が設立されたときから与えられた使命なのだ。──たとえそれが陳腐なものであろうと、私はそれに真実の意義を感じる。滅びし妖精族の誇りに懸けて、私は〈大地人〉を見捨てはしない」

　そういえばそうだったとレオナルドは思い出す。

　最近の旅で仲間として過してきたからすっかり忘れていたが、エリアスは〈古来種ＮＰＣ〉なのだ。〈冒険者プレイヤー〉ではない。感情豊かに見えるが、高性能のロボットと同様なのだ。

　それは〈大地人〉も一緒だ。

　彼らは〈大地人ＮＰＣ〉でしかない。

　だからこんなにも愚かな行動しかしないのだ。

「何考えてるんだよ、いったい！　危なかったら離れる。当然だろ？　君らはニューヨークを知らないからそんな絵空事言ってるんだ。そんなことしてどうなるってんだよ。ここはおかしい世界だ。クレイジーなディストピアだ。〈冒険者〉は無敵の存在じゃない。救えるものと救えないものがあるだろ？〈大地人〉は人間じゃないんだ。僕らには助けられない。放っておけよ！」

　レオナルドは叫ぶように吐き捨てた。

　その言葉は血のような、後悔のような味がした。

「コッペリアも行きます」

「なんで──」

　それに答えたのはコッペリアだった。

　彼女は細い腕を動かすと荷物を重量軽減バッグに詰め込む。

　その仕草が納得しがたくてレオナルドはコッペリアの手首を摑んだ。カナミやエリアスは仕方がない。しかしカナミにメイドのように仕えるコッペリアは違うだろう。それはひどく不快で痛々しい気持ちをレオナルドに与えた。

「何でだ。勝てる訳がないじゃないか」

「そうでしょうカ」

「よく考えろっ！　ＮＰＣのためになんでそんなことをするんだよ！」

「コッペリアは勝算があると考えます。あの現象を、コッペリアは〈二重なる者パラレル・ワン〉と名付けました。あの状態は、おそらく極度に不安定でス。魂の欠けた者コツペリアが近づけば、自壊して重複したそれは、コッペリアに殺到します。コッペリアの防具には対霊防御性能がありますから〈二重なる者パラレル・ワン〉に対する有効な対策になると推察されまス」

「その理屈が正しいからって、相手の数が減る訳じゃない！　コッペリアが犠牲になる必要なんてないだろうっ」

　レオナルドの否定にコッペリアは深い藍色の髪を揺らした。

　磨かれた鏡のような大きな瞳に、レオナルドが映っている。

　その無垢な視線をレオナルドに注いだまま、コッペリアは告げた。

「コッペリアもまた、プレイヤーではありません。中国に本拠地を置く資金洗浄グループが設置した、ＭＭＯ内資金回収ｂｏｔのうちひとつが、コッペリアです」

　その清廉な言葉はレオナルドの怯きよう懦だと現実逃避を刺し貫いた。





































　　　▼１




　夜明けの光が、レオナルドを照らしていた。

　平板な光の中で荒野はやけに白けて見えた。

　カナミたち三人は峡谷へと向かった。

　春翠チユンルウとジュウハはセケックの村へ急を知らせると言い、やはりこれもまた夜明けを待たずに旅立った。

　レオナルドは石を飲んだような思いを抱えて、アオルソイの荒野に独り座っていた。やがて藍色の暁あかつきは過ぎて地平線から太陽が顔を出したが、今日に限ってそれはさほど輝かしくも温かくも感じられなかった。

　満遍なく世界を照らし出す光は、万物をかえって偽物のように見せるだけだった。

　その光溢れる世界でレオナルドは考え続けていた。

　いまでもカナミの方針にはまったく賛成できない。理解できないからなおさらだ。一万を超える軍勢に立ち向かっていったい何が得られるのか、さっぱりわからない。

　何を見ているのかもわからない。




〈大地人〉は〈大地人〉だ。人間ではない。

　その理屈がわからないのだろうか。彼らは人間ではないのだ。その反響のような問いが心の中に浮かび上がる度にレオナルドは必死に振り切り、自分は正しいと思い込もうとした。

「よいしょ」

「え？」

　振りかえると、そこにはＫＲがいた。美しい白馬に似た優美な姿の四肢を折り、まるで巨大な犬科の生物のように大地に腹ばいになってくつろいでいる。

「ＫＲ……。行ったんじゃないのか？」

「なんでさ？」

「だって、ＫＲは……カナミの昔からの仲間なんだろう？」

「そりゃそうだけど。……まあ気になることもあるしね」

　ＫＲが目を細めたまま、大気の温度を味わうかのようにのんびりと告げた。

　カナミたちに同意することは出来ない。

　無為に命を捨てる愚行なんて付き合うことは出来ない、しかし、では独りで東への旅を続けられるかと言えば、そこまで割り切れもしない。レオナルドのそんな迷いを見透かすように、ＫＲはその聡明そうな瞳をちらりとレオナルドに向けた。

「どーするんだ？　これから」

「どうって……」

　案の定投げられた質問に、レオナルドは答えることが出来ない。

　それがわかるくらいなら、コッペリアにもう少し何か声を掛けてあげる事ができただろうと思う。




　──資金回収ｂｏｔ。

　コッペリアはそう言った。

　そもそもＢｏｔとはなんなのか？〈エルダー・テイル〉の祖先、ＭＭＯスタイルのネットゲームの歴史は一九七〇年代にまでさかのぼる。当初は貧弱な通信回線とコンピューターの性能、その設備価格からくる薄いユーザー層のせいでマイナーな趣味であったこのジャンルは、インターネットの隆盛によって大きな発展を遂げた。

　一九九〇年代に入ると、いまのＭＭＯの基礎を作る野心的なタイトルが発売され、二〇〇〇年代にかけて多くのファンを得るに至る。

　ＭＭＯの特徴は、ゲーム世界内で数多くのユーザー同士が交流を持てることだ。そこでは、あるアイテムの持ち主がそれを望むほかのプレイヤーにそのアイテムを譲る、もしくは売るといった交流が日常的に行なわれている。

　アイテムを売る場合、当初は開発者の想定通り、ゲーム内の貨幣のやり取りやアイテム同士の物々交換が行なわれていた。しかしＭＭＯ人気が過熱すると共に、希少度の高いアイテムや、ゲーム内の通貨を現実世界の金で買いたいというプレイヤーが登場してきたのだ。

　それが実在のものであれ架空のものであれ、需要さえあればそこには値付けがうまれ、やがて市場となる。ＭＭＯ内部の動産が、現実世界での金銭価値を持ちうるという情報は、速いペースでネット界かい隈わいの新しい認識となった。

　多くのまだ年若いプレイヤーが考えていたよりも、ゲーム内部での資産は現実世界でも価値を有していたのだ。

　二〇〇〇年代初頭、当時の人気ＭＭＯにおける経済活動の規模が、現実の貨幣に換算した場合、現実世界の小国のＧＤＰより大きいという発表がなされたことにより、この傾向は世界的な認識となった。ゲーム世界内は現実世界からなかば独立してはいるが、プレイヤーという存在の欲望を通して現実世界とリンクしている以上、完全に自由でいることは出来ない。

　こうしてゲーム内の通貨やアイテムが、実際の金銭で売り買いされるという光景は日常的なものとなった。

　もちろんこの習慣は、正常なゲーム体験を歪めると非難され、少なくない割合のネットゲーム運営会社が摘発を続けた。しかし求める者とそれで利を得たい者がいる以上摘発はいたちごっこであり、完全に防ぐことは不可能であった。

　Ｂｏｔとは、こうした時代背景の中で考案されたプログラムの一種である。それはＭＭＯのキャラクターをプレイヤーなしでも動かすための、一種の自動化された人工知能的なプログラムだ。

　もちろんプレイヤーが行なうような複雑な行動は行なえないが、プログラミングされた単純な行動を長時間続けることが出来る。例えば人間には体力的にも精神力的にも不可能な、二十四時間同じ狩り場で金銭とアイテムを集め続けるといったプレイが可能なのがＢｏｔの特徴だ。

　こうしたＢｏｔを個人的に使用するプレイヤーもいない訳ではないが、大多数は業者に使用されていた。

　中国や東南アジアを中心としたアングラな社会が、表世界との接点にするためにＢｏｔを使用して多数のＭＭＯ世界内のアイテムや通貨を稼いでいるのだ。なにせＭＭＯ内部には税金も刑事捜査の手も及ばない。足の付かない資金を集めたり、アングラマネーを日の当たる資金に変換するためには格好の舞台だったのだ、

　こうしたＢｏｔは狩り場やゲーム環境を荒らすために、真面目なＭＭＯ愛好家には忌み嫌われることとなった。




　中国に本拠地を置く資金洗浄グループが設置したＭＭＯ内資金回収ｂｏｔ。コッペリアの言葉はそういう意味だ。

　コッペリアのどこか機械的な対応も、盲目的なまでに繰り返してきた狩りも、おそらくはカナミに対する無条件の服従も、彼女がＢｏｔだったとすれば説明が付く。

　なんてことはない。

　彼女も〈大地人〉と同じ機械人形だったのだ。

「ＫＲこそ、行かないでいいのかよ」

「構わないさ」

「そう、なのか？」

「カナミは──あれは自分の好きにするだろ？　それで彼女が死ぬとしたところで、後悔なんてしないさ。脳みそが晴れやかなんだよなあ、あれはさあ。本当にはた迷惑な女だなあ」

「なんであんなに無謀なんだ、あの馬鹿」

「無謀とは違うさ」

「──？」

　のんびりとしたＫＲの言葉はいつも優しげだった。

「あれは……全力なんだな。全てを全力で受け止めているってことだ。あれはさ。それが大事なんだ。切なくなるね。カナミにはギアやブレーキという概念がないんだよ。そういうやつなんだ」

「つまり、バカじゃないか」

「バカじゃないなんていってないさ」

　だが、そういって鼻を鳴らしたＫＲは満足そうだった。

「勝てる、のかな」

「悪くない線までいくだろ。あの娘さんのほうが不安があると思うぞ。カナミはあれでもレイド経験が豊富だし」

「……」

「何か言われたのか？」

　あの時。

　手首を摑まれたコッペリアは、レオナルドに自分がＢｏｔであると告白した。言葉さえも凍り付いたレオナルドに彼女は透明な声で囁いた。

　──コッペリアはあの村で十八人の〈大地人〉に治療を行ないました。四十九人に祝福を行ないました。それが何かしらの効果をもたらしたかどうか、コッペリアにはわかりませんでした。コッペリアはこれらの行為に対して、三百十九回ありがとうと言われました。

　だから、とはコッペリアは言わなかった。

　ただきびすを返してカナミの後を追った。

　そんな事はわかっている。棘だらけの塊がレオナルドの胸の中にあった。ちくちくと鬱陶しいこの感覚。イライラさせて胸を重くして責め立てられるような、急かされるようなこの感覚。

　平板な朝の光に照らされたこのアオルソイの美しい荒野を、陳腐なテクスチャの塊に腐らせてゆくこの感覚、それをレオナルドは知っていた。

　あのセケックの村のいけ好かない、可愛げの欠片もない、自分勝手で、生意気盛りで、こちらのことなんてちっとも斟しん酌しやくしない、小さなガキどもが与えてきたのと同じ感覚だ。

　あのむず痒いような温かさが反転してレオナルドの胸の中で吹きすさんでいるのだ。

　わかっている。

　本当はずっとわかっていた。

　レオナルドが誰よりも愛した、パートワーカーのギーグではない不屈のニンジャ・ヒーローは、こんな時にどうするか？　そんな事は最初からわかっていたのだった。なぜなら彼は誰よりもヒーローに憧れていたからだ。考えるまでもなく自明のことだった。

　歪めたのはレオナルドだった。

　臆病だったのだ。

　怖くて故郷を捨てたのだ。

　手を取ることをためらった。

　たくさんの忠告があった。この世界は美しくて豊かだった。それを認めずに傍若無人に振る舞い、無法の荒野にしたのは〈冒険者自分たち〉だ。レオナルドたちが、レオナルドの勝手な思い込みで、正しいものを腐らせた。最低だった。

　世界でもっともクールな「彼」ならばどうするか？

　こんな事態でただ指をくわえてはいないだろう。

　相手が機械だろうがＢｏｔだろうが躊躇いはしないだろう。

　自分の臆病を相手の価値のせいなんかにはしないだろう。

　コッペリアは言った。「カナミは黎明のような人だ」と。

　それはいったいどういう意味なのか？

　コッペリアは「カナミは太陽のような人だ」とは言っていないのだ。黎明は、夜明けの予告だ。やがて来る太陽の先触れだ。永続する闇を切り裂く使者だ。大丈夫だ、もう少しだけ見ていてね、そんな声だ。

　ではカナミの告げる太陽とはなんなのか？　それはわからない。わからないが、コッペリアの魂には陽が射したのだ。だからコッペリアはカナミとともに旅に出た。

　振り返って自分はどうなのかとレオナルドは自問した。太陽でもない、黎明でもない、敗北主義者の根暗なギークだ。だがしかし「彼」は違う。「彼」ならば冗談交じりの軽口で、どんな暗闇をも飛び越えて、光の中を駆けだしてゆくだろう。レオナルドは知っている。

　レオナルドの中の憧れが、レオナルドに道を指示した。

　レオナルドが助けたいと思ったのならば、それは助ける価値があるものなのだ。人間だろうが犬猫だろうがＢｏｔだろうが関係ない。

　むしろそれがなんだというのだ。

　ＡＩのために命を懸ける馬鹿がひとりくらい増えたっていいではないか。レオナルドはギーグだ。しかしヒーローに憧れるギークなのだ。

「行く」

　立ち上がったレオナルドにＫＲは喉の奥で笑い声を漏らした。

「なんだよ。文句があるのか。ふんっ。笑いたければ笑うがいいさ。僕が行ったって何も変わらないかもしれないけれど、黙って殴られるつもりはないぜ。僕にだって新しい力がある」

「笑いはしないさ。インティクスじゃあるまいし」

　ＫＲは白馬の身体で立ち上がると、首を長々と伸ばして一声いなないた。その声は長々と響き、いななきは鳥の囀さえずりのような音声へ、やがて高密度の詠唱へと変わり──辺りを白びやつ光こうが充たした。

「盛り上がってきたな。大詰めか？　大詰めだよな」

　レオナルドがその輝きの中で薄目を再び開けると、そこには見知らぬ男が立っていた。

　総髪を後ろで束ねたやせぎすの青年は、エルフだった。病人のように白い顔に、面白がるような笑みをはりつけている。特徴的なのはその装備で、裾がぼろぼろになった、それでも豪華なマントの下はジャージだ。そのうえ両手に一本ずつの杖を持っている。魔法使いの装備として杖は珍しいものではないが、その二刀流は珍しかった。

「もしかして……ＫＲなのか？」

「そうだけど？」

「──本当に人間だったのか」

「なんだと思ってたんだ俺のことを」

　ふんと鼻を鳴らした青年は、杖を器用に地面に突き立てると自由になった腕を回し、大きく背伸びをした。小気味よいほどの音が漏れるところをみると、どうやら長い間身体を小さく屈めていたらしい。

「どうやって、なにをしたんだ？」

「〈入れ替え転移キヤスリング〉だ。……従者召喚した召喚生物と、術者の場所を入れ替える、緊急回避呪文の、ほら」

「あれかよ!?」

「いま日本からこのサーバーに転移した」

　レオナルドはあっけにとられた。

　サーバーを越えて呪文が機能することにも驚いたが、むしろ大きかったのは召喚術の応用範囲の広さだった。

「よーしよし。盛り上がってきたね。俺も付き合う」

「なんでっ」

「いや、面白いだろ？」

「疑問形で言うなよ」

「じゃあ断言してやる。面白いぜ。カナミが本気を出す。バカ爆発だ。吹き荒れるバカだ。そのうえレオナルドが本気を出すんだろ。そうしたらこっちだって大放出だぜ」

　ああ、こいつもバカなのだとレオナルドは思う。

「憑依中じゃ魔法もろくに使えないんだよなあ。生身でライブを体験するためには、やっぱり人間ボディっしょ。んっ、ほっ」

　それにしたって、こんなにあっさりと、安全なはずのヤマトから保険もなく異郷へ来るだなんて。サンダル履きのＫＲはにやにや笑いを浮かべている。

「──俺だって」

　そのＫＲが突き立てた杖を中心に、巨大な光の魔法陣が広がり、立体的に回転を始める。

「そのマスクには覚えがあるさ。好きだったからね」

　照れくさそうな笑みを漏らす間も、風を切るような音と魔法陣の共鳴は続く。

「こっちだって自慢たれたいわけさ。ヒーローが『新しい力』をみせるなら、こっちだってお披露目をしない訳にはいかないだろう？」

　空中に描かれる輝く線は複雑に絡み合い、輪郭線は見る間に複雑に編まれた針金細工を経て生き生きとした姿を描き出す。

「召喚……？」

「目覚めよ紅き竜よ。契約の淑しとやかなる覇者、ガーネットの眠りから覚めて空を舞えっ！」

　呼び出された真紅の竜は、慌てるレオナルドを咥くわえあげると、その優美な首筋にのせた。いつの間にかその後ろに収まっているＫＲが鋭く指笛を鳴らすと、一瞬後にはその姿ごと上空へと駆け上る。




　まるでアオルソイの大気に溶け込むように、二人を乗せたドラゴンは高く高く羽ばたくのだった。




　　　▼２




　しかしこの時点で、レオナルドはもちろんのこと、付近に詳しいはずの春翠やＫＲでさえ見落としていることがあった。

　セケックの村がこの付近唯一の村ではなく、当然ながら遺跡方面にも〈大地人〉の村は存在する、ということである。

　この異世界における村が、レオナルドの考えるとおり自動化されたプログラム処理においてランダム配置されているのならば、その配置は一定の均等さを持つ。セケックの村のように小さな独立した村は荒れ果てたこのアオルソイに数多く点在している。

　この時点で事件はすでに多くの被害を出していたのだ。

〈列柱遺跡トーンズグレイブ〉から触手のように這い出した、幾つもの〈灰斑犬鬼ノール〉部隊は、まるでテーブルの上にこぼしたワインのように周辺部へ周辺部へと広がりながら幾つもの村落を吞み込んでいった。

　その動きにはまるで統制の意志が見られなかった。

　無目的でいい加減で無責任で放ほう埒らつ。

　──だからこそその動きは恐ろしかった。もし仮に〈灰斑犬鬼ノール〉たちに指導者や指揮者がいるとするのならば、その存在は現在の状況を「どうでもいい」と思っているに違いないからだ。

　数千の〈灰斑犬鬼ノール〉の侵攻など勝とうと負けようと、気にしない。

　その過程で〈大地人〉がどれだけ死のうと、悲嘆に暮れようとそんなことには興味がない。

　侵攻の背後に見える意志は、そのことを雄弁に語っているようであった。

「うぉぉおっ!!」

　だからこそ、エリアスは吠えた。

〈古来種〉である彼にとってそれはまさに許し難い悪であった。

　エリアスは、妖精族に育てられた〈古来種〉である。

〈古来種〉とは〈大地人〉に生まれる突然変異であって、その出自は様々だ。多くの場合〈大地人〉の家系から偶然生まれるが、生い立ちに特殊な背景を持つものも少なくはない。

　だが、一般的な〈大地人〉家庭に生まれ落ちようと、エリアスのように孤児として生を受けようと、人生のある一点で〈古来種〉は〈大地人〉と袂たもとを分かつ。

　その強大な戦闘能力が、彼らを〈大地人〉社会で生きることを困難にさせるのだ。多くの〈古来種〉は十代でその才能を顕わし、二十になる前に〈古来種〉のコミュニティに迎えられる。幸せのうちに〈古来種〉としての自覚を得るものもあるが、悲しみと苦しみの中でその自覚を得るものも多い。

〈古来種〉に共通する一種の諦観として、自分たちは〈大地人〉とは、根っこをひとつにはしていてもやはり別の存在なのだ、という孤立感がある。彼らの戦闘能力や〈大地人〉社会での扱い──尊敬はされつつも『異人』であるという扱いが、彼らにその感覚を与えるのだろう。

　妖精族に育まれた〈忌み子〉であるエリアスにはことさらその孤独がついて回っていた。

　だから、エリアスは〈大地人〉同士の戦いには介入しない。それは〈古来種〉全体がそうだ。卓越した戦闘能力を持つ彼らは、その盟約により〈大地人〉同士の戦争や政治闘争には一切関わらないのだ。彼らから見れば〈大地人〉は平民から王族まで、全ての存在が虚弱である。その争いに荷担した所でなんの意味もない。

　彼らにとって「〈大地人〉を殺す〈大地人〉」は悪ではないのだ。

　それはただの「愚かさ」だ。

　虚弱で短命で弱虫な〈大地人〉は、その愚かさゆえに同族同士で争い死んでゆく。それがエリアスを始めとした〈古来種〉の一般的な見解であった。

〈古来種〉にとっての〈大地人〉は、守らなければならない、愚かな子どものようなものだった。遠くから眺める限りは愛しい気持ちもあれば庇護欲もあるが、近づけば警戒され冷たい隔意をもって遇される。そんな存在だ。

　もちろん、中には高潔で肩入れに値する〈大地人〉もいる。無垢であり、義に生きる〈大地人〉もいる。そんな〈大地人〉を助けるにやぶさかではないが、それとは別にして〈大地人〉同士の権力闘争に力を貸すなどということは、エリアスにとってあり得ないことであった。

　彼らは〈大地人〉という種族の守護者であって、固有の〈大地人〉の守護者ではない。




「せやぁぁぁ！　清き水の精霊よ、その姿を千丈の刃と変えて、輝けっ！　アクアサウザンドレインッ!!」

　エリアスの咆吼は、そのまま水晶の千槍となり、立ちはだかる〈灰斑犬鬼ノール〉を吹き飛ばす。

　だがエリアスの嗅覚は、今回の事件に初めて感じる「悪」をかぎ取っていた。

　モンスターに見られる生存闘争でも捕食ではない、かといって〈大地人〉権力者が時に行なう領土戦争のような、欲望に基づくものでもない──エリアスが初めて接する無作為の悪を感じ取ったのだ。

「滅ぼしたい」、「奪いたい」から「殺す」。

　そういった慣れ親しんだ殺意ではない。

「どうでもいいから殺す」

　──その気持ち悪い肌触りは〈古来種〉エリアスを戦慄させた。

　だからこそ彼は己の能力を完全に解放して戦っていた。

　妖精の呪いを受けた彼は、たとえモンスターが相手であってもとどめを刺すということができない。彼の攻撃は相手のＨＰをゼロにすることができないのだ。

　しかしそのエリアスの弱点を補うかのように、カナミが地を駆けていた。

　猫科の獣じみた滑らかな動きで敵中に飛び込んだカナミは、左右の拳をそれぞれ違う敵に対して突き出した。〈デュアル・フィスト〉から〈ワイルドキャット・スタンス〉につなぎ、連続攻撃を仕掛ける。

　エリアスが広域攻撃剣技でその体力を削った敵を選んで、カナミは確実に攻撃を加えてゆく。〈武闘家モンク〉は本来、戦士職である。その役目は敵の攻撃を己に引きつけることにあるのだが、カナミはその役割を放棄していた。

　もとより応用範囲の広い能力を持っている〈武闘家モンク〉は〈構えスタンス〉により、自らの性能を大きく変更することができる。防御に優れた〈アイアンリノ・スタンス〉や攻撃力に優れる〈タイガー・スタンス〉等を駆使して、状況に合わせて戦術変更が可能なのが〈武闘家モンク〉の強みだ。

　カナミの選んだ〈ワイルドキャット・スタンス〉は移動性能と連撃性能を強化する構えだった。地をはうような低姿勢から水面蹴りや両手を用いた拳撃をくりだしては、ＨＰの低下した敵にとどめを刺してゆく。




　エリアスとカナミは、互いに競うように前へ前へと進んでいた。幸いここは峡谷である。谷底には水量豊富な川が流れ、その川かわ縁べりは左右の幅がおおよそ十メートルほど。そこに密集した〈灰斑犬鬼ノール〉が次々と押し寄せてくる。

　エリアスもカナミも、あとのことなど考えずに突き進んでいた。

　そしてその二人からさほど離れず、時には強引に前を突き進む姿はコッペリアのものだった。

　コッペリアは〈施療神官クレリツク〉である。

　回復職であり攻撃性能は低い。しかし〈施療神官クレリツク〉は重装鎧を着けることが可能な回復職であり、装備面での防御力は、十二職中〈守護戦士ガーデイアン〉に次ぐ。

　コッペリアが現在着けているものもメイド服をイメージさせる板金鎧であった。しかも、普段着けているそれより重装甲であり、スカート部分は鋼のプレートの連なりで強化されている。パフスリーブさえもが魔力で鍛えられた金属で、裏打ちにレースがあしらわれているのが特徴だ。

　今日のコッペリアは普段とは違い、左右の手にそれぞれ大型のカイトシールドを装備していた。〈ダブルシールド・スタイル〉と呼ばれるその戦闘ビルドは、〈施療神官クレリツク〉のなかでも最硬を誇る。

　彼女はその移動速度はたいしたことがなかったが、その身体に着けた装備の重量を活かして、〈灰斑犬鬼ノール〉を押し薙いでゆく。

　左右のシールドをまるで壁のように扱い、身を守ると同時に犬の頭を持つモンスターをまるでパンの生地のようにまとめてゆくのだ。そして、圧縮された〈灰斑犬鬼ノール〉を待つ運命は、エリアスの範囲攻撃とカナミの連続攻撃だった。




　三人のコンビネーションは機能的で〈灰斑犬鬼ノール〉はみるみるその数を減らしていた。その理由のひとつには、コッペリアが前線参加をしていることが挙げられるだろう。

　エリアスの目からははっきりとはわからないが、コッペリアが接近し手を触れた〈灰斑犬鬼ノール〉からは、明らかに凶猛なエネルギーが霧散している。もちろんそれだけで敵が倒れる訳ではない。しかし、コッペリアが参加しているお陰で普通の戦いの範はん疇ちゅうに収まっているのだ。

　だが一方で、それは回復職に過ぎないコッペリアに、白兵戦闘距離での立ち回りを要求し続けているということでもあった。プレートメイルとふたつのシールドを活用しているコッペリアだが、基本性能や特技が肉弾戦に向いている訳ではない。ダメージは回復できてもＭＰが切れたときには戦線が崩壊する恐れがある。

　そんな状況に、エリアスは少しずつ焦りを深めていった。

　戦況は決して悪くはない。

　むしろたいしたダメージも受けずに優勢に進めている。

　しかしそれは三人が全力を出し切るバランスの上に成立しているのだ。その証拠に、張り詰めた糸のような精神が、ほんの少しバランスを崩した隙にエリアスの横を駆け抜けた〈灰斑犬鬼ノール〉が背中を見せていたコッペリアに襲いかかった。




　素早く反応したカナミが〈ワイバーン・キック〉でその〈灰斑犬鬼ノール〉を蹴り抜くが、ほつれた戦線を修復するためにやはり相応のＭＰを消費してしまう。

「消えろっ！　消えろっ！　消え失せろっ！　アクアストリーム・ハリケーンッ!!」

　エリアスは〈古来種〉の仲間が消えたあの日のことを思い出す。

　彼の仲間、全界十三騎士団が崩壊した日のことを。〈月蝕ハウリングムーン〉は一瞬のことだが同時に長い眠りをも伴った。

　彼の仲間の半数は旅立ち、もう半数はおそらく眠りから覚めることはない。〈死の言葉〉が〈古来種〉を滅ぼしたのだ。

　消失の深い眠りから、彼を救い出してくれたのはカナミだった。カナミの輝きが彼を温め、その光が彼の足下を照らし、その指先が彼の進む道を指し示してくれた。

　だが彼は依然としてエリアスだ。

　エリアス＝ハックブレード。全界の守護者。最強の〈古来種〉。

　この世界を救うため。

〈大地人〉と〈古来種〉と魂の全てを守るため。

　エリアスは全身を以て〈灰斑犬鬼ノール〉の群れに切り込んだ。




　　　▼３




　耳がちぎれそうな風の中でレオナルドは叫び声を上げた。

　過ぎてゆく空気は、もはや剛性さえ備えていて、そうでもしなければＫＲと会話することさえ出来ない。

「おいっ！」

「なんだ、レオナルドっ」

「どこへ向かってるんだよっ。峡谷はすぐそこだろっ」

「どうせだから、その遺跡とやらを偵察しておこーかと思ってさ」

　紅竜の背中はさほど広くない。

　体長は十五メートルを超えているだろうが、その三分の二は優美で長い首とほっそりした尾にしめられている。定位置らしき場所にきちんとまたがったＫＲにくらべて、レオナルドは首筋にしがみついているようなありさまだ。




　だが初めて空を飛んだレオナルドは、眼下を高速で過ぎてゆくアオルソイの大地にすっかり魅了されていた。荒野も、風も、光も、何もかもがレオナルドを通りすぎていく、その速度に魅せられていた。

　暴力的な圧力をともなった空気という膜の中を突破してゆく原始的な快感がそこには存在した。

　ほんの十分ほどで、地平線に黒々とした尖塔が見えてくる。

　レオナルドとＫＲは一瞬でそれが問題の遺跡〈列柱遺跡トーンズグレイブ〉だということを察した。

　ひとつには、周囲に何もないような荒れ地に突き立つ奇怪な建造物だったこと。そしてもうひとつの理由は、その建造物の根本から飛び立った漆黒の竜がその建造物を強力な尾のひと薙ぎでへし折ったせいだ。

「ちょっと待てよっ!!　おいっ！」

「おお、すごいな、あれ。あれもしかしてレイドエネミーか？」

「なに暢気なこと言ってんだよ!?」

「二十四人規模フルレイドか四十八人規模ダブルレイドランクってとこか？」

　それはまるで縮尺が狂ったかのような光景だった。

　ＫＲがドラゴンを召喚したとき、レオナルドはこれで勝利できる！　などと思ったわけだが、それは真紅のドラゴンの格好良さに目がくらんでいただけだということがはるか彼方で行なわれた破壊を見ただけで判明した。

　同じドラゴンとはいうものの、彼方の黒竜と二人がまたがる紅竜の間には圧倒的な差があった。そもそもサイズからして違う。距離が離れているから正確な比較はできないが、あの竜のサイズは紅竜より優に二回りは大きいのだ。

「どうするんだ、あんなのっ!?」

「レオナルドが披露したいというほら、何だ。ヒーローの新パワーで」

「バカ言うなっ！　大規模戦闘レイドランクモンスターなんだぞっ!?　どうやって二人で倒せるんだよ。それともこのドラゴンはナリは小さくても、ＨＯＮＤＡみたいに高性能なのか？」

「ガーたんは従者ミニオンランクだぜ」

「つまり？」

「かわいいってことさ」

　ダメだ。レオナルドはギュッと両目をつむった。

〈エルダー・テイル〉において、モンスターの強さを表す軸はふたつある。ひとつは、レベルだ。これは〈冒険者〉のそれと同じで、モンスターによって固有の数値をもっている。

　もうひとつはランクと呼ばれるもので、そのモンスターの強さは何人で戦うのが相応しいかを表している。

　一般的なモンスターのランクは〈ノーマル〉だ。

　これは同レベルの〈冒険者〉と一対一で戦うのが相応しいとされるランクである。たとえば、九〇レベルのレオナルドは同レベルの〈ノーマル〉ランクモンスターと戦うのが相応しい。

　もちろん、同じ九〇レベルの〈冒険者〉とはいえ、装備や特技の熟練度によってその強さには幅がある。あるレベルの〈ノーマル〉ランクモンスターは、同じレベルの中堅〈冒険者〉ならまず問題なく勝てるように設計されている。レオナルドのような熟練〈冒険者〉にとっては、数レベル上の〈ノーマル〉ランクモンスターを狩ることはさして難しいことではない。

　次によく見かけるのが〈パーティー〉と呼ばれるランクだ。これは×２や×４等に分かれていて、最大で×６までが存在する。〈パーティー×３〉といえば、同レベルの〈冒険者〉三人と互角の戦いができるという意味だ。これらの敵は主にダンジョンなどでパーティーを組んだ〈冒険者〉が相手取ることになる。レベルが同じでも〈ノーマル〉ランクのモンスターとの間にはＨＰや攻撃力に差があるのが特徴だ。

　さらにその上に存在するのが〈レイド〉ランクだ。〈レイド〉ランクのモンスターは討伐にそのモンスターと同レベルの大規模部隊を必要とする。×１では二十四人フルレイド。最高ランクである×４にいたっては九十六人レギオンレイドが必要だ。

　このランクのモンスターとなると高難度クエストや、メガダンジョンの奥底等に潜んでいるため、出会うことそのものが難しい。

　一方、〈ノーマル〉より弱いランクも存在する。

　それが〈ミニオン〉と呼ばれるランクだ。このランクは主に〈召喚術師サモナー〉の従者召喚で呼び出されるモンスターに見られる。もし仮に〈召喚術師サモナー〉が、自分と同レベルの〈ノーマル〉ランクモンスターを召喚できるとするならば、同レベルの他の〈冒険者〉に比べて二倍の戦力を保有することになる。それはゲームバランス上好ましくない事態だ。

　そこで〈ミニオン〉と呼ばれるランクが作られた。〈ミニオン〉ランクのモンスターは〈ノーマル〉ランクのモンスターの三分の一の強さをもっている。〈召喚術師サモナー〉は同レベルの他の職業に比べて、三分の二程度の能力しか持っていないので、従者召喚をして初めてバランスが取れる──というのがゲームとしての〈エルダー・テイル〉のデザインラインだ。

　二人を乗せた紅の竜は、その〈ミニオン〉ランクだという。

「つまり弱いんじゃないか！」

「あんなこと言ってるぜ、ガーたん」

「何で他人事なんだよ、まったくおまっ──あああああ」

　二人がくだらない言い合いをしている間も、彼らの騎竜はアオルソイの大空に弧を描いて飛びどんどんと〈列柱遺跡トーンズグレイブ〉に近づいていたのだ。そして当然黒竜と、その背に乗るふたつの影に発見されることとなった。漆黒の竜はその翼で大きく羽ばたくと、口にくわえた数匹の〈灰斑犬鬼ノール〉を大地に吐き捨てる。その羽ばたきの風圧に逃げ惑う地上の犬鬼たちには目もくれず、たった一呼吸のうちに、レオナルドたちに肉薄してきた。

「ちょっと！」

「舌を嚙むぞっ」

　レオナルドの天地が反転する。

　彼らを乗せた紅い竜は、ガーネット色に輝く翼をぴったり畳んで、その身体をひとつの短剣のようにした。回転しながらも急速に大地に近づくその速度は、落下よりも速く、まさに大地に向かって撃たれた銃弾のようだ。

　その速度は結果的には彼らを救う。

　雷鳴。

　先ほどまでレオナルドたちが占めていた空間を吹きすぎていったのは、稲妻で帯電した漆黒の煙だったのだ。ドラゴンに分類される強大な力を持つモンスター。その伝説の攻撃といわれる〈竜の吐息ドラゴンブレス〉。

　レオナルドも熟練プレイヤーとして、その攻撃は何度も見たことがあったが、それは所詮ワイド液晶モニターの良くできたＣＧでしかなかった。

　子どもは、クレヨンで車だの飛行機だのをよく描くが、そのイラストを見たって、車に激突されたり飛行機が墜落したりする恐怖は味わえない。レオナルドは、そのことが心底よくわかったのだ。

　三メートルも離れていない空間を雷光と黒煙が駆け抜け、空気が引きつるようなわななきと、焦げ臭いイオン臭を感じる。レオナルドは過去のゲーム体験なんて噓っぱちだと思った。おいおいおいおい。今空気が分解されたぞ。雷の轟音がそのせいだとは知っていたが、鼻先でそれを実感できるとは思わなかった。

　ＯＫ、認めよう。

　ここはゲームの世界かもしれないが、一時的にその意見は引っ込める。

　あの雷に当たったらそういう哲学的な疑問も蒸発してしまいそうだ。

（ニューヨークのギーグは知らないことが沢山だ！　マイガッ！）

　二人を乗せた紅竜はきりもみ状に落下したが、大地に近づいたところでその翼を一杯に広げ、風を叩きつけた。揚力が最大になるように滑空し、丘の斜面に発生する空気の層を利用して、カタパルトで発射されたかのように再び空に躍り出る。

「なんだよ、あれっ!?」

「黒い竜だからブラック・ドラゴンだろ？」

「じゃなくて、あの背中の二人だよっ!!」

　レオナルドの優れた視力は、きりもみ状に落下しながらも、その二人の姿を瞳に焼き付けていた。フードをかぶった魔道士のような瘦身の影と、ビスクドールのように華きや奢しやな金髪の少女。

「あんな所にいるのを見ると、正義の味方じゃなさそうだ」

「悪役だってのは見ただけでわかった」

「察するに、この事件の黒幕じゃないか？」

　レオナルドとＫＲが怒鳴り声で会話をする間にも、何条もの電光が二人をかすめ飛ぶ。電光の軌道は直線的だが遠距離まで届き、まとわりつく黒煙のガスは中距離までしか届かないが、広がりがあって回避しづらいという特性があるようだった。

　紅竜は黒竜に比べて小さいが小回りが利き、今のところ乗り手のことなど最初から考えてないアクロバティックな軌道で回避に成功している。とはいえ紅竜は九〇レベルの〈ミニオン〉ランクなのだ。

　八五レベルで格下とはいえ、〈レイド〉ランクの黒竜の攻撃を喰らえば、おそらく一撃で絶命してしまう。

　それは紅竜にもわかっているのだろう。あるいはレオナルドにはわからない方法でＫＲが指示を与えたのかもしれない。雷光を何度か避けるうちに、紅竜は大きく回り込んで黒竜の上空背後を取った。

　強大な威力と攻撃範囲を持つ〈竜の吐息ドラゴンブレス〉にも欠点はある。

　それは、竜の口から放射されるため、自ずとその攻撃方向は限定されるということだ。ましてや黒竜は飛行中である。迂闊にその長い首を曲げれば旋回してしまうことになる。大地の上で砲台のように構えているならばともかく、背後への攻撃は身体の構造上不可能なのだ。

「よっしゃ、良い位置だっ」

「加速性能はこちらの方が高いみたいだな」

「せっかく後ろ取ったんだ。ブレスで攻撃してくれっ！」

「ブレスはないよ」

「は!?」

「ガーたんに〈竜の吐息ドラゴンブレス〉はないんだよっ。〈ミニオン〉だっていっただろ」

「なんだよ、この役立たずっ！」

　紅竜はレオナルドの罵倒に反論するかのようにビリビリとした鳴き声を放つ。レオナルドは突然の咆吼を、その首筋にしがみついてやり過すしか術すべを持たなかった。

「そんなに言うなら君が攻撃すればいいじゃん」

「バカいうな、こんな空中でっ」

「為せば成るさ、いえすういきゃん」

「古いんだよっ。あおっと！」

　レオナルドは首をすくめて、下水のような臭いのする触手を回避した。

　黒竜ではない。

　黒竜は紅の竜を自らの死角から追い出そうと、上下左右へと羽ばたきくねっている。しかし、小型で優美な紅竜はよくできたトレースマクロのように、その背後上方を維持したままぴったりと追跡しているのだ。

　その攻撃は、黒竜の背に乗ったフードの人影が操ったものだった。

　そのフードの影は竜の背中の上で立ったまま、片手をレオナルドに差し上げたのだ。いくら黒竜の背が広いといったところで非常識なその姿勢に、ＫＲが珍しく毒づく。その男の指先からほとばしる糸は、明らかに酸の焦げる臭いをもってレオナルドたちを付け狙ってきた。

「切り落としてくれっ」

　ＫＲにいわれるまでもなかった。

　糸が駄目だとわかると、むき出しになった動物の内臓のように形状を変えた触手が、紅竜を狙って伸ばされてくる。黒竜と紅竜の距離は十メートル。奴らの狙いは明白だ。

　攻撃でダメージを与えられれば良し、もし仮に与えられない場合でも、その触手の攻撃を嫌って距離を取ればブレス攻撃に切り替えるつもりなのだろう。

「ふざけるなっ！」

　レオナルドはニンジャツインフレイムを抜き放ち、触手の先端を切り伏せる。追加効果が発動し炎の軌跡が描かれると共に、触手が焼け落ちて後方に流れてゆく。

　右に、左に。竜の首にまたがったレオナルドは、次々に伸ばされてくる触手を叩き斬る。幸いにして触手の耐久度は低いようだった。一太刀で千切れ飛ぶ。しかし触手はどうやら、酸を運ぶためのパイプがその役目のようだった。

　切り飛ばした残骸を回避しそこねた紅竜がその翼に受けると、鉄板の上で肉が焦げるような音とともに白煙が上がった。

　低い鳴き声を押し殺しても位置を乱さない紅の竜に、レオナルドは尊敬の念を覚える。ドラゴンの翼はコウモリのそれに似た構造で、薄い皮膜によって構成されている。身体や首に酸が当たる分には、多少耐えられるかもしれないが、皮膜の部分が焼け崩れてしまえば、回避性能は落ちる。最悪の場合は大地に激突してしまうだろう。

　この紅竜はそれを察して、翼を守るためにわざと首筋で酸を受けたのだ。

　レオナルドはその心意気を感じて、より一層激しく触手の持ち主にさえダメージを与えようと何度も切りはらいを繰り返した。

　ロール、シザース、複雑な軌道を描いて二頭の竜はアオルソイの大空を駆け抜ける。その背の上で刀を振るうレオナルドは今や千切れ飛ぶ雲や大地を忘れ、目前の戦いと一体だった。




　レオナルドの視界には、竜の背にまたがる二人の姿がはっきりと見て取れた。

　あざけるような笑みを浮かべる美貌の少女はラスフィア。八九レベルの〈ノーマル〉ランク。執拗な触手攻撃を繰り返すフードの存在はパプス。同じく八九レベルの〈ノーマル〉ランク。どちらも職業も所属ギルドもない。人型をしているがその表記はモンスターのそれだ。

　地面の上で一対一で戦うのならば負けることはないようなステータスだが、いまこの状況で〈レイド〉ランクモンスターとコンビを組まれるとやっかいきわまりない。

　反転。

　天地を逆さまにする交差の中で、レオナルドは再び迫る触手を切り捨てる。まき散らされる酸の液体さえも、レオナルドは突きだした炎で蒸発させた。

　戦場は移り、いつの間にか大地は緑の細い道のような谷間となっている。この荒野をわたる一筋の大河が大地を削り峡谷を作り上げたのだ。底部に水の流れを秘めた峡谷は、河の左右に鮮やかな緑の森林を茂らせている。

　紅竜をふりきるために、その緑の梢ぎりぎりをかすめ飛ぶ黒竜。

　光を一杯に受けて濡れたように輝く木々の中からは、驚いた七色の小鳥たちが一斉に飛び立った。大空一杯に広がる小鳥たちのスコールの中を二頭のドラゴンは放たれた矢のように駆け抜ける。

　川岸には〈灰斑犬鬼ノール〉の死体が無数に転がる。それを見たレオナルドが、導かれるように視線を下げると、〈灰斑犬鬼ノール〉群に囲まれて奇跡のように自らを見上げるコッペリアと視線が交差した。

　コッペリアの澄んで沈んだ瞳が、青空を背景に飛翔する紅い竜を映す。

　レオナルドの心の中で何かの音がして、重大な決定が行なわれた。




「あの二人がいなければ、この黒竜を引き離せるか？」

「なにいってんだ？」

「あの仰々しい二人組が、黒竜の背中からいなくなれば、このドラゴンを大地の果てまで引きずり回せるかって聞いてるんだよっ」

　レオナルドの叫びに、ＫＲは一瞬言葉を失ったようだった。

「レオナルド」

「なんだっ？」

「僕はさっきこのアオルソイに到着したばかりだ」

　ＫＲは単語を句切って、はっきり伝わるように話し出した。

「だからもし僕が死ねば、その身体はヤマト、つまり日本にある大神殿で復活する。勝っても負けても──おそらくこれでお別れだ」

「上等だFuck Yes!!」

　レオナルドは刀を握ったこぶしを、振り向きざま背後のＫＲの胸に叩きつけた。むせたＫＲは、魔術師の華奢な手をレオナルドの胸に叩きつける。

　それはかわしたエールであり、激励であり、友情だった。

　ニューヨークのギーグのそれではない。

　ヒーロー同士の約束だ。

　激しい上昇と下降が繰り返された。

　どう身をくねらせても、自らの背後に張り付いて離れない紅竜にいらだった黒竜は、森の木木に翼をこすりつけるように、あるいは太陽の中にその身を投げ込むかのように、天空の中を転げ回った。

　やがてその動きの中に一瞬の隙がうかがえると、レオナルドは、紅竜の首のうえで力を貯めるように身を屈めた。

「ＫＲ！」

「わかってるっ！」

　それ以上会話をする余裕はなかった。

　翻る黒竜の翼が異形の二人組からレオナルドの姿を隠した瞬間を突いて、彼は空中へと飛び出した。




「カ・ワ・バ・ン・ガーーッ!!」

　伝説のヒーローのそれを模して。

　黒竜の背中から、体当たりのように二人にしがみついたレオナルドは、予想通り酸に身体を焼かれながら地上へと落下していった。



















　　　▼４




「やった！　やりやがった！　あいつ最高だな！　そうこなきゃ！　なぁ、ガーたん？　これ最前席はお買い得だぜ。そう思うだろ？　カナミ様様だなっ！」

　ＫＲは焼け焦げたローブをちぎり捨てながら、からからと大笑いした。

　敵もさるものだ。レオナルドの体当たりに巻き込まれながらも、置き土産だけは残していったのだ。自ら切断した十数個の触手片は、酸をたっぷり含んだ空中機雷となってＫＲとその紅竜を巻き込んでいた。

　少なくないダメージを受けながらもＫＲは上機嫌だった。

　世界が動く瞬間に立ち会うことは、彼にとって最大の愉悦なのだ。彼がカナミの擁護者であり信奉者だったのも、カナミに「その力」があると認めたからであった。

　何かが変わり、どこかの歯車が動き、物語を、世界を、動かす。そうとしか表現できないような出来事が時に起こる。そこに立ち会い、目撃し、あるいは介添えすることが、ＫＲの人生の目的だった。それは、もとの地球世界であろうが、この異世界だろうがまったく変わりがない。いやむしろこちらの方が派手な分だけわかりやすくて望ましいといえるほどだった。




　数千の弦を引きちぎるような叫び声。

　それは苛立ち、主人を失った黒竜のものだった。

　レオナルドは気が付いていなかったようだが、そのステータス表示はめまぐるしい明滅を繰り返している。〈瘴雷の黒竜〉、〈灰斑犬鬼ノール〉、〈瘴雷の黒竜〉、〈灰斑犬鬼ノール〉──余りの速度に、表示そのものがぶれて見えるほどだ。二人の乗り手は、やはり黒竜になんらかの影響を与えていたのだろう。明らかに黒竜は落ち着きを失い狂ったような攻撃性を露わにしていた。

　いまや狙いをつけることも忘れ、その口からは稲妻がもれだし木々の梢を焦がしているほどだ。

　ＫＲは紅竜の首筋にしがみついたままでばたばたと風をはらむマントを無理やり体に巻き付けた。この機動戦闘は〈冒険者〉の身体能力がいかに優れていたところで振り回されることを避けられない。

　黒くひずんだ空間に稲光が集まり、それが黒竜の口元から放たれる。黒竜の〈ネガティブサンダー・ブレス〉だ。その雷光を〈ガーネット・ドラゴン〉は紙一重で避ける。まるで空中に軌道があるかのように身をひるがえした回避。しかしすべての威力が無効化されるわけではない。竜種のように強固な防御力を持っていればある程度の攻撃は無視できるゆえの荒っぽい選択だった。しかし〈冒険者〉とはいえ人間に過ぎないＫＲは「はいそうですか」と受け流すにはダメージが大きすぎる。

〈冒険者〉とモンスターでは戦闘能力に対するアプローチが違う。モンスターはその多くが強者として生まれた存在だ。その開始時点から一定以上の戦闘能力が与えられている。一方〈冒険者〉は、成長し変化するのが適応戦略なのだ。そのなかにはレベルアップや新技術の習得も含まれているが、装備入手による生存性上昇も無視できない割合で含まれている。

（くあああ。冷気耐性装備、気圧耐性装備、圧力耐性装備──なんもかんも足りねえし!?）

　ＫＲはごうごうと吹き付ける、もはや剛体ともいえる風の暴力の中で〈ガーネット・ドラゴン〉の首筋に必死にしがみつく。

　黒竜からの追撃はなかった。

　相手はわずかな時間の間にＫＲたちをはるかに見下ろす上空へ猛然と登っていく。

　空中戦はいくつもの選択肢をもちいて相手の選択肢を奪う高度な頭脳戦でもある。紅竜の運動性能は黒竜をはるかに上回り圧倒している。直線の速度でも勝てるだろう。しかしその差は絶対的なものではない。風向きや気圧によっても影響を受けるし、何よりも高度差によってたやすくひっくり返される。

　羽ばたきや魔力推進によって得られる速度よりも、降下によって得られる速度のほうがよほど大きいのだ。つまり相手よりも高い高度を持つというのは、そのまま、相手よりも大きな位置エネルギーを持つということであり、重力を味方につけるというのは空中戦における圧倒的なアドバンテージなのだ。

　紅竜はその背にＫＲを乗せている。竜種であれば高高度の気圧減少や低温に耐えることもたやすいが、ＫＲはそうではない。空中機動戦闘においてＫＲの存在は紅竜のハンデとなっているのだ。その最たるものが高高度での位置取りである。黒竜はタフネスに任せて気圧の低い高度へと上昇し、急降下によって速度差を埋め合わせたのだ。




「ガーたん、上っ、上っ」

　風を切って接近してくる黒竜の迫力に青ざめたＫＲは紅竜へ警告を発する。〈ブラック・ドラゴン〉と〈ガーネット・ドラゴン〉では、同じ竜種とは言ってもその属性も性格も全く違う。空中機動戦に特化した〈ガーネット・ドラゴン〉にくらべ、機動力はないが範囲攻撃性能と耐久力に優れる〈ブラック・ドラゴン〉は拠点防衛や蹂躙突撃に優れた重量級のレイドモンスターである。

　空中要塞といっても過言ではない巨体が重力を味方にして突っ込んでくるのだ。しかも、逃がさないとばかりにあぎとを大きく開き、ハルバードのような爪をめいっぱい開いた前足を差し出している。

　鋭い風切音を立てて二頭の竜が交差した。

「──っ」

　くぐもった打撃音、あたりを焦がすイオン臭。

　黒竜の急降下攻撃をしのぎ、ＫＲはへらへら笑いを浮かべた。

　すれ違いざまに振るわれたその短い前足。その襲撃を退けた代償として、ＫＲの右腕は黒く焦げてぶらぶらとぶら下がったような有様になっていた。〈天蠍宮スコルピウスの杖〉を保持していられるだけで奇跡というありさまだ。

「なんだよ、ガーたん冷たいな」

　不本意そうな小さな声を立てる相棒にＫＲはぼやく。

　小ばかにされたような気配だ。

　そんなことはないんだけどな、とＫＲは笑った。

　アオルソイの空は高く青い。その群ぐん青じようを背景にして光をすかす紅竜の翼はため息が出るほどきれいなのだ。その名に冠する柘ざく榴ろのように、透き通り、輝いている。だから別にかばったわけではない。その翼を汚い鉤爪の餌食にするわけにはいかないだけだ。

　代償としても順当なところだろう。そもそも相手はレイドランクのモンスターだ。その攻撃を受け止めるためには、専門の戦士職タンクが回復職ヒーラー複数名および強化職バツフアーの支援を受けてようやく釣り合うという代物である。魔法攻撃職メイジアタツカーのＫＲが腕一本で済んだというのならば、むしろ安いといえるだろう。




「──日米対決スペシャルと行こうぜ」

　マーベルvs石森プロってところだ。

　ＫＲはそう嘯うそぶくと懐から小さな獣を誘い出した。

　白いハツカネズミのようなその生物は〈クリューラット〉。三レベルのモンスターであり、イベント生物でもある。

〈召喚術師サモナー〉は一風変わった職業だ。

〈冒険者〉は戦闘やクエスト達成によって経験値を得る。経験値が一定の値にたまった時点でレベルが上昇し、新しい特技を習得してゆく。また、この経験値とは別に習熟ポイントと呼ばれるものがあり、特技を選択してさらに強化することも出来る。

　しかし、一部の特殊な特技はレベルアップではなく、クエストにより習得されることもあり、そういったクエストが最も多いのが〈召喚術師サモナー〉であった。

〈召喚術師サモナー〉の主力特技ともいえる〈従者召喚〉。

　この特技は、正確にいえば単体特技ではない。〈従者召喚：ハクタク〉、〈従者召喚：セイレーン〉というように、召喚する対象ごとに個別の特技として存在している。そしてそのほとんどはクエストにより習得されるのだ。同じレベルの〈召喚術師サモナー〉といえど、今までこなしてきたクエストや冒険の過程によって操る従者が違うのは、このような理由による。

〈エルダー・テイル〉におけるクエストは、サーバー運営会社が独自に設計するものである。それゆえ、世界の十三サーバーには特色豊かな無数の召喚生物取得クエストが存在するといわれ、その総数を把握するのは難しい。

　しかし、個人の〈召喚術師サモナー〉が何十という特技を習得できるというのは、他の職業と比べてバランス上望ましくない。そのためにクエストによる特技取得には上限が設定されていた。その数は十二。その制限数を超えて新しい〈契約〉を結ぼうとした場合、既存の契約からひとつを選んで〈召喚術師サモナー〉は〈契約〉を打ち切らなければならない。




　短くて単純な呪文をＫＲが呟くと、その手にあった〈クリューラット〉は緑に輝く魔法陣と共にその姿を消した。あの可愛らしいネズミはたったいまＫＲと〈契約〉を結び〈従者〉となったのだ。

　ＫＲもあずかり知らない魔法のシステムによりその存在は格納され〈従者召喚：クリューラット〉により召喚される時を待っている。そして同時に、ＫＲの持っている〈契約〉がひとつ、制限数超過のために解除される。




「たわけが！」

　閃光は一瞬だった。放たれた光の粒子は瞬く間に魔法陣となり、宙を飛ぶＫＲを中心に描かれる。巨大な紅の魔法陣は、契約のそれとよく似ていたが性質は反転し、解放を意味していた。

「ようやっと妾を呼んだかっ。エルフの魔術師ぼんくらよっ。善よき哉かな！　善哉！　再び妾の贄にえになるとっ」

「ガーたんテンションあがってね？」

「しゃべれない身体のままで酸のシャワーで水浴びじゃぞ!?　ハイにもなるわ」

「言われてみればそうである」

「なにが悲しくて、おぬしに庇われなければならぬのだ！」

「え？　そこ？」

「すかしたツッコミいれるでないわ、たわけ！」

「いやガーたん正論だったから、つい……」

「あの紅毛蛙め。〈竜の吐息ドラゴンブレス〉がないだと？　おぬしと一緒になってよくも妾を愚弄してくれたなっ」

「その辺は無知な人間と笑って許してやるとモテるかもしれないよ？」

「たわけがっ！　妾を卑小で無知なトカゲもどきのペットにしておったこと、忘れはせぬぞっ」

　それはそういう契約だったからじゃないか、と口答えしかけるＫＲだったが、強引な機動変更と彼女が集めている膨大な熱量を感じて口をつぐむ。

　ＫＲの乗る紅の竜は、今やその体軀を二回り以上大きくしていた。体長二十五メートル。その巨大さに似合わず優美な姿形に、活火山にも匹敵しそうな活力を秘めて、彼女は一気に上昇する。

　その上昇速度は圧倒的な力感に満ちていた。翼に込めた魔力の容量が桁外れなのだ。輝く血の一色で描かれた天へと続く一筋の軌跡。

「黒竜を引き離すだなんて、みみっちいことを言ってくれるなあ」

「無知にして蒙もう昧まいとはあの蛙人間のことよ」

「なんか新種の亜人みたいだな、それ」

「舌を嚙んでも知らぬぞ！」

　輝くような真紅の三日月を口中からはなつ紅竜は、とうとうその真価をあらわした。

　レベル九〇、レイドランクモンスター。

　ＫＲの相棒、〈ガーネット・ドラゴン〉が空を駆ける。

　レイドランクとなった〈ガーネット・ドラゴン〉は体の大きさが倍加しただけではない。ＨＰは数千倍になり、攻撃力、防御力、反応速度、呪文能力、そのすべてが桁違いに跳ね上がっている。

　機動速度も例外ではなく、大空を翔かける姿はまさに赤い稲妻のようであった。先ほどまではわずかに上回っていた程度の黒竜との差は明らかに広がっている。

「いいとこ見せなきゃ最終回に出られないからな」

「なんのことだ？」

「脇役のあがきさ」

　ＫＲは不敵にいいはなつと、無事な左手の杖を砲塔のように掲げた。

　その長い杖の先端、角灯カンテラ部分には複雑な魔術紋様が浮き上がり、小さな光の粒を周辺の空間から吸い込み始める。〈五なる監獄のエルレイーダ〉の涙を閉じ込めた〈幻想級フアンタズマル〉装備のひとつ〈深淵の悪霊の巣箱〉。その名前とは裏腹な、美しくも物悲しげな稼働音を背景に、ＫＲは呪文を紡いだ。

〈深淵の悪霊の巣箱〉は基礎性能も高いが、特色は〈従者〉の一時的封印だ。〈巣箱〉と呼ばれる先端部分に回復能力をもつ〈従者〉を封印することにより、ほかの〈従者召喚〉の特殊能力を底上げする。

「行けぃ！　ガーたん!!」

「おおう！」

　雄叫びに乗せて人竜の一騎は莫大な魔力を込めた真紅の熱線を解き放った。




　　　▼５




「なんかすごい格好いい叙事詩のような感じじゃが、そのあと痛みで失神してヤマトの地に帰還したじゃろ」

「おいぃぃ、ガーたん。それは言わない約束だったでしょ!?」

「そんな約束はしておらん」

「あががが。おおおおう。マジおおう。痛いっ！　マジ痛いんだけど!?」

「はん。根性なしが」

　少女に軽く小突かれた肋骨がドレミのあとにファを奏でたところでＫＲは身を投げて逃げ出した。デッキチェアはすでに少女に占拠されている。

　指摘されたことは残念ながら事実であって、ＫＲは黒竜との戦いに勝利したものの、無理をしすぎたあまり失神。地面に落下して死亡、そのせいでヤマトサーバーの避難所へ死に戻りすることとなった。

　格好がつかないといえば格好がつかないが、単身の〈冒険者〉でありながらもレイドボスと対決したのだ。仕方のない結果だろう。たとえ味方としてこちらにもレイドボス級の援軍がいたとしても、その戦いに巻き込まれたのだ。無傷というのは都合のよすぎる望みである。

　ＫＲと相棒のいるこの場所ははイコマとよばれる地だ。

　ミナミの都市から東方八キロメートルほどに位置する、斎宮家の別邸である。ただし、現在の主は〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉。ミナミを支配する巨大ギルド。彼らは、この屋敷をギルドの本拠地として使用している。

　弧状列島ヤマトに帰ったＫＲは三日がかりで体調を戻し、その後西ヤマトを統べる巨大ギルド〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉へと参加したのだ。そのギルドの中枢がこのイコマの別宮というわけで、つまりＫＲとその相棒が起居している温室もその一部である。




「おぬしに何かを問うのもほとほと馬鹿げた行ないなのじゃが」

　少女はつま先をぶらぶらさせながらＫＲに尋ねた。

「そもそもなんでこんな辺境の組合ギルドになぞ属する？」

「ああ。ううう」

　ＫＲは奇妙な姿勢でうずくまり脇腹をなでていたが「なぜじゃ」と重ねて問われると、のろのろと答えた。のろのろだったのは、決して答えたくないとか、答えにくいとかいうわけではなく、ただ単純に蹴られた脇腹が痛かったせいである。

「だって食事の支度するのとか部屋の掃除するのとか面倒じゃないか」

「考えもしなかった方向からの返答！」

　びっくりする少女にＫＲは言葉を重ねる。

　しかしビックリされても困る。

　ＫＲはこれでも世間ではお坊ちゃまといわれる種類の人間なのだ。自慢ではないが掃除機など触ったこともない。そのうえここは異世界なので掃除機などという電化製品すらないのだ。ソウジはすなわち専門技能である。

「そもそも料理とか洗濯とか、できないし？」

「なんと無能な。おぬしには才というものがないのか？」

　改めて面と向かって言われると困るな。

　ドーナッツ屋で見ず知らずの女子高生と新作チョコの世間話ができる程度のコミュ力は才とはいわないんだろうし、元の世界では一応四ヶ国語を操れたのだが、自動翻訳の整備されたこの世界ではあまりアドバンテージではないだろうと、ＫＲは考えた

「幼女のお世話？」

「わらわは少女だっ。幼女ではないっ！」

　左右の（無事な）肋骨の数を合わせられてしまったせいでＫＲは再びもんどりうつ。地面が近い。具体的には頰が触れている。ああ、これが床ペロというやつか。少女に肋骨を折られて床ペロ。どんなプレイだ。ＫＲは必死の自己ツッコミで痛みを紛らわした。いくら回復能力をもつ〈冒険者〉だといったって、特殊な性癖でない限り、痛いものは痛い。

「じゃあ、ガーたんできるのかよ」

「わらわは竜だぞ。そんなみみっちいことやっておれるか」

　ＫＲは脇腹を押さえながらなるほどと頷いた。

　言われてみればもっともである。〈ガーネット・ドラゴン〉である彼女は、腹が減ったら獲物を捕らえてその肉をむさぼり、身体が汚れれば湖に飛び込むのが本来のあり方なのだ。少女の姿をしていてもモンスターなのだから、人間のやりように従わせるのはこちらの身勝手というものだろう。

　彼女の振るう暴力もドラゴン式のコミュニケーションなのかもしれない。

「今晩の食事はエビ入りのシチューがいいんじゃが」

「すっかり人間社会に染まってるじゃねえか、ガーたん」

　ＫＲはあきれ果てて話題を変える。

「レオナルドは、ありゃ、どうかな」

「どうかな、とは？」

　ＫＲはそのまま浜辺を模した床に胡坐あぐらをかいて座り込んだ。

　自分が感じた高揚感は、ある。それは事実だ。レオナルドもきっと選ばれた側の一人だろう。ＫＲとはちがう「主役」な運命の持ち主だ。カナミやソウジロウと同じような、普通ではない活躍ができる星のもとに生まれている。ＫＲが憧れて、助けたいと思う人々の一人だ。

　レオナルドは面白い男でもある。あの瞬間感じた共感は、おそらく、名づけるとすれば友情と呼べるかもしれない。年を取って口には出しづらくなった言葉だ。ヒーロー物語を介してそれが交感されるなどと、恥ずかしくもある。しかし、感じたものを無視するつもりはＫＲにはなかった。

「見込み、っていうかさ」

「バカげた質問よな」

　少女は大きく伸びをしてどうでもよいかのように「巨人の技の使い手だ。そうそう死ぬこともあるまい」と答える。事実どうでもよいのだろう。

　巨人の技──少女はレオナルドの習練をそう評した。習練と、習練をゆがめるほどの決意の表れが巨人の技だ。当時はその言葉の意味がつかみきれなかったが、いまその言葉は〈オーバー・スキル〉や〈口く伝でん〉と呼ばれる技を指すものではないかとＫＲは思っている。同じ現象や技が、地方や所属するコミュニティによってさまざまな名称で呼ばれるというのはありそうな話だ。




「まー無事な旅とは縁遠い連中だよな」

「それは、こちらの街とてかわりあるまい」

　それもそうだとＫＲは思った。

　彼らが所属している〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉やミナミは現在、繁栄の時を迎えている。

　長い伝統をもつ〈大地人〉の支配階級は、その長い伝統ゆえ、硬直化した官僚組織でヤマトの西方を統治していた。彼らの統治は正当性を主張するには役立っていたが、その一方で旧態依然としたものであったことも確かだ。

　そこに〈大災害〉が起こり、この世界には多数の〈冒険者〉が現れることになった。この〈冒険者〉の登場が、巨視的に見た場合、ミナミの政治構造にプラスの変化をもたらしたのだ。

〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉の存在は治安を向上させ、モンスターの被害を低下させ、経済を大いに発展させた。〈大災害〉はある意味、この国にブレイクスルーをもたらしたのだ。




　しかし、急激な変化はひずみを産まずにはおかない。

　ましてや〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉は単一巨大ギルドである。その内部は階級制度が敷かれ、執行委員の名を持つギルド上層部によって独裁的に運営されているのだ。

　ＫＲは独裁が悪いことだとは思わない。旧地球の日本社会にだって、ワンマン企業等という言葉で独裁政治などは腐るほど存在した。むしろ発展の過程においては、責任者が権力を持って断行した方が効率的な事例などあふれている。

　特に海外サーバーにおいて「誰もが責任を取ろうとしなかった結果、全員が等しく不幸になり、その災禍を〈大地人〉にまで振りまく」事例を見てきたＫＲにとって、〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉は非常に上手くやっているように思える。

　日本サーバーの内側にだけ引きこもっている大多数の〈冒険者〉にはわからないかもしれないが、他サーバーを旅してまわったＫＲにはわかることがある。それはこの日本サーバーの混乱の少なさや、秩序の回復は、奇跡に属するものだということだ。

　しかしそれでも、その指令系統と独裁の中では、居場所を失うものが出てくるし、市中の一般的な〈大地人〉が踏みつけにされることは少なくないだろう。そもそも〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉の支配は、一部の有能な〈冒険者〉が〈大地人〉貴族と同盟を組むことによって成立したものだ。そこに、〈大地人〉市民の権利保護という観点は含まれていない。初心者や、まだレベルの低い〈冒険者〉なども、〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉による自治のなかでは弱者なのだ。

　ミナミの街に蔓延はびこりだした理不尽を見かねたカズ彦が東西に奔走しているのを、ＫＲは知っている。しかしそれも高い視点で見れば焼け石に水であり、かえって状況を悪化させてもいる。カズ彦が人を救おうと尽力すればするほどに、〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉は理不尽な支配を行なえるようになる。〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉の横暴でしいたげられた人々がカズ彦率いる〈壬み生ぶ狼ろ〉に救われているからこそ、決定的な不満が爆発しないという状況に陥っているのだ。

　少女に指摘されるまでもなく、こちらはこちらで無事とは程遠い状況だ。

〈神聖皇国ウェストランデ〉の〈大地人〉貴族などは、〈冒険者〉とのきずなを深めたこの状況を、史上まれにみる大繁栄、大躍進のきっかけと、我が世の春を謳歌しているものが多いが、ＫＲから見ればそれらはすべて薄氷の上の繁栄、躍進である。むしろなんでそんなにはしゃげるか疑問なほどだ。

　もちろん彼らの油断は、インティクスの情報操作や濡ぬれ羽はの手腕によるものであるのは確かなのだが、それにしたところで無責任で無思慮に過ぎるとＫＲは思う。あるいはこれが代を重ねすぎたヤマト貴族の劣化というものなのかもしれない。




「そうであろうの」

　少女はＫＲの考えに賛同した。

「大陸で出会ったあの奇妙な二人組。わらわがかつて出会ったどのような敵とも違う不可思議な威圧感を放っていた。あのようなものに負けるとは思わぬが、勝てるとも断言はできぬ」

　レオナルドが叫び、大地へと道連れに飛び降りたあの奇妙なモンスター。

　ＫＲは確かな予感を胸にその情報をあの後もずっと追い求めてきた。巨大ギルド〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉への参加を決めたのも、それが大きな理由なのだ。十席という権力の座に上がり込み、それを用いて情報を集めた。その結果いくつかの確証を得るに至っている。

〈典災ジーニアス〉。そう呼ばれる新しいモンスターが、〈大災害〉あとのこの世界には人知れず闊歩しているのだ。その情報をＫＲはナカスでも一件、アキバでも二件確認していた。

　ＫＲが感知できるのだからＫＲと同じほどの地位にいるか、情報を集める手段の者はそろそろこの件に気が付くだろう。つまり〈大地人〉貴族も気が付いてよい時期なのだ。それができないというのならば、怠惰であるとそしられても仕方がないし、事実平和ボケなのだろうとＫＲはおもう。もちろん現代日本人としては、平和ボケを責めることなどできないのではあるにせよだ。




　ＫＲはアオルソイでの戦いの結末を知らない。

　レオナルドが飛び降りた後、彼が地上に降り立ち闘っている姿を〈ガーネット・ドラゴン〉の背からわずかに見たような記憶はある。しかし、それも一瞬のことだし、ＫＲたちにはＫＲたちの仕事があったのだ。レオナルドの戦いはレオナルド自身の運命の一部であり、ＫＲはそれを見届ける役目では、今回なかった。それはカナミの戦いもそうである。

　しかし、負けはしなかっただろうという確かな信頼をＫＲは持っていた。

　こういう乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負にカナミが負けている姿が想像できない。期待される大おお一いち番ばんであればあるほど、カナミは結果を出すのだ。たとえその瞬間の勝負に負けたとしても、事件そのものは必ず解決するし、できる限り多くを助けるだろう。

　それがカナミやレオナルドの持っている星である。ＫＲやカズ彦のような「脇役」とは違うところだ。だからこそ、わずかな胸の痛みとともに、もっと大きな期待感を感じる。いずれカナミたちはこのヤマトサーバーに現れるだろう。カナミがここを訪れると約束したのだから、それはもはや既定の事実も同然だ。

　そして争いが起きるだろう。その戦いがどのようなものかはわからない。

　このグロテスクに肥大してしまった〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉が軋きしみを上げて起こすのか、それとものぼせ上がった貴族たちが〈冒険者〉に対して起こすのか、あるいはシロエが支える東方アキバの〈円卓会議〉との間に起きるのか。あるいは〈典災ジーニアス〉が再びＫＲたちをおびやかすのか。

　それはわからないが、何らかの戦いが起きるだろう。それは漠然とした予感以上のものだった。世界のあちらにもこちらにも、火種はあるのだ。いまはそれが隠蔽されているが、その火種は刻一刻と大きくなっているようにＫＲには感じられた。

　その時のために、ＫＲはＫＲで力をつけなければならない。

　自らは二流にしかなりえない〈召喚術師サモナー〉であっても、最後の舞台をあきらめるという選択肢はＫＲにはないのだ。カナミが帰還するのであれば、そしてインティクスがそれを迎えるのであれば、ＫＲはどのような犠牲を払ってでも、その場に立つつもりだった。そのためにも介入する能力をＫＲは手に入れなければならない。──黒竜の血を飲み干してでもだ。

　いずれやってくる嵐を、そして嵐の後に訪れる、あのアオルソイのように青く突き抜けた空を見るために。ＫＲもまた、このイコマの別邸の中で、孤独な戦いを続けていくのだった。





































　　　▼１




　だがしかし、そうしてヤマトにもどったＫＲがひとまとめに振り返る思い出とは違い、レオナルドはやはり一人の男であって、その戦いはどこまでも泥臭く不器用なものでもあった。




「カ・ワ・バ・ン・ガーーッ!!」

　紅竜から雄お叫たけびと共に飛び出したレオナルドは、石ころのように黒い竜へと落ちてゆくと、触手をからめるように振り回してローブの男と華奢な少女を巻き込んだ。二人は別に特別な騎乗具もなく黒竜にまたがっていただけなのだろう。レオナルドの勢いに流されて、あっけなく空中に放り出される。

　もちろん当たり前の話だが、レオナルドに飛行能力など有りはしない。

　優れた〈冒険者〉の身体能力で紅竜の背中から飛び出しただけの彼は、重力加速度という物理的現実をかみしめながら落ちてゆくしかなかった。

「こ、こ、怖えええええ」

「オカシナコトヲスル」

「くふふふ。熱き腕に抱かれて、花弁を散らすダリアのよう」

　身勝手にうごめく二人に怖おぞ気けをふるうレオナルドは、とっさの危機感からニンジャ刀を突き刺す。まるで湿った泥に突き立てるような、生理的に受け付けない感触と共に、ローブの姿はどろりと流れた。

　悲鳴を喉奥で押し殺すレオナルドの姿が面白かったのか、左手に抱えた少女はころころと笑った。

「あきれましたわ、このニンゲンは。愚ぐ昧まいですの？　勇敢ですの？　あの高さからまるでそれは投げ捨てた赤い果実のよう。愉快ですわ。愉悦ですわ」

「黙れよっ！」

　何故かしら背筋が凍る様な怖気を感じて、レオナルドは怒鳴りつける。少女が喋ったことに驚いた訳ではない。実際、クエストなどの終盤に台詞が設定されているＮＰＣは珍しくない。それがモンスター種別であってもだ。

　また、ラミア種やニンフ種など、女性形の美しいモンスターの存在はレオナルドの知識にもある。

　しかし、そういった『モンスター』と眼前の少女は異質だった。おなじ種類の恐怖をローブの中のミミズの群れにも感じるが、こちらの少女は見かけが可憐で美しいだけに、かえってその異常性が際だっている。

（こいつに比べたら、〈大地人〉の方がよっぽど人間らしい──っ）

「あら、どうしたんでしょうか？　もしかして、やっと自らの愚行を悔いてらして？　滑稽ですわ。愉快ですわ」

「俺だって百四話『飛べ！　フロッガーズ』を見てなきゃこんなに大それたことはしてなかったよ！」

　巨大なカボチャのモンスターを打ち破るために飛び出したヒーローたちの雄姿が瞼まぶたに浮かぶ。そういえばあのカボチャのモンスター、ツルをうねうね動かして触手みたいだった。このローブの怪人にそっくりだ。いや、汚物めいた臭いと耳障りな粘着音がある以上、こちらのほうがよっぽど最悪だ。

「熱い鼓動。血の馨かおり。それは響きあう因子の共鳴？」

「寝言は寝てから言ってくれ！」

「嗚あ呼あ。つれない睦むつ言ごと。冷淡ですわ。惨さん憺たんですわ」

　可憐に、しかし酷薄に笑う少女に気を取られた隙に、レオナルドの捕縛からずるりとローブが抜け出す。さんざんに彼を苦しめた灰色の触手を四方に伸ばすと、急速に迫ってきた木々の梢に幾本も放出したのだ。

　目の前にまで近づいてくる緑の枝々。クッション代わりに大地に叩きつけようと考えていたローブの影に抜け出されたレオナルドはうめきを漏らす。

「マイガッ！」

「一度に二人というのは贅沢ですわ。背徳ですわ」

　金髪の少女は微笑みに唇を吊り上げると、まるで愛しい人にするようにレオナルドの頰に血の気の通わぬ白い指先をふれさせた。

「あら」

「あら、じゃねぇっ!!」

　その瞬間、体感で十度近く低下した体温にはじかれるように、レオナルドは〈ニンジャツインフレイム〉で切り上げる。

　白い見かけは陶器のような感触を予想させるのに、少女の指先は乾ききり、枯れ枝かミイラのような感触を伝えてきたのだ。レオナルドの眼球を抉えぐりだそうという意図を示す節足類のようなうごめきの指に、強引に刀を差し入れる。そのために少女からは手を離してしまったが、もはや地面は目前でありレオナルドにもそれを気にする余裕はなかった。

　抜きはなった双刀が子どもの胴体ほどの太さの木の枝を両断する。わずかに緩む速度。それをあてにして、レオナルドは手に届く範囲の枝の全てを刈ってゆく。

　杉のような大木の梢から大地に至るまで四秒。

「逢引の終わりは大地の抱擁ですの」

「一人でハグでもしていやがれ、この変態っ！」

「うふふふふ、死が世界を充たすまで」

「うわぁぁぁっ!!」

　少女もやっと対応運動を取ることに決めたようだ、ぞっとするほどの冷気を唇から漏らしてレオナルドを痺れさせると、蜘蛛のような奇怪な動きで大木の幹に摑まった。

　耳を覆いたくなるような無残な音を立てて、少女の爪が剝がれ指が折れ曲がり、おろし金に掛けられたかのように白い肌に血が浮く。

　しかしそれに同情している精神も、またその暇もレオナルドにはなかった。レオナルドもまた、幾つかの枝を切って殺したスピードに賭けて、丸めた身体を木の幹にぶつけ、思い切り方向転換をする。

（死ぬっ！　死ぬっ！　こんなの死ぬっ!?）

　しかし、レオナルド自身が思っている以上に、〈冒険者〉の肉体は頑強だった。あるいは〈暗殺者アサシン〉の特技のひとつ〈羽毛落身フエザーフオール〉の効果があったのかもしれない。レオナルドは生き延びた。しかも覚悟していたよりも、そのダメージはずっと少なかった。

　そしてそれはレオナルドの敵も同じだったようだ。

　地上五メートルの枝の上で対峙した少女ラスフィアは、腕を一振りするとその身体を包み込むような半透明の幻像を振り払った。幻は、空気に溶けるように薄れて消える。そのベールの中からラスフィアは可憐な、そう無傷の姿を現したのだ。

「マイガッ……」

　鋭くにらみつけるレオナルドの視線に、少女はいたずらめかして両手を広げると微笑んで見せた。風の鳴るアオルソイの鬱蒼たる針葉樹林の梢の頂で、レオナルドと〈降霊術の典災〉ラスフィアは対峙したのだった。




　　　▼２




「なっ!?」

　エリアスが口をあんぐりと開けて見上げる先で、まるで風に舞う木の葉のように二頭の竜は交差した。

　峡谷を震動させるような鳴き声が、びりびりと響き渡る。

　もつれ合う二本の螺旋から、黒ずんだ塊が流星のように空を走ってくる。それは峡谷の上空を渡るようにエリアスたちの方に近づいてくるや、木々の梢をゆらして落ちた。

「高確率で敵首しゆ魁かいかと思われマス」

　コッペリアの言葉に促されるまでもなく、エリアスもそう感じていた。彼の視力には、黒い竜を駆るローブの男と少女に体当たりをして共に落ちてゆくレオナルドが、はっきりと見えていたのだ。

「カナミっ！」

「わかってるぅ。うっわ。けろナルドったら、ずっこいなぁ！　一番美味しいトコロ持っていく気だったわけだ。それはそれはっ！　そういうことなら、一言くらい言っておいてくれてもっ！　いいのにっ！」

　カナミはそう言いながらも、錆び付いたソードを叩きつけてきた〈灰斑犬鬼ノール〉の脇腹に拳をひと当てする。剣撃をそらされた〈灰斑犬鬼ノール〉が猛り狂うその寸前に、今度は鋭い吐気とともに可憐な脚を突き入れた。

　まるで大型ダンプに衝突でもされたかのように吹き飛ばされるモンスターを追ってエリアスは走る。

　戦場に開いた空くう隙げきを見逃す手はない。エリアスはサーフボードほどもあるような水晶の大剣を振り回した。

　エリアスは制限カースによって彼らを倒すことができない。「とどめを刺せない」のだ。しかし、エリアスの攻撃力は強大で〈灰斑犬鬼ノール〉たちはそのＨＰの大半を失っている。

　走りながらでたらめに振り回しているように見える大剣だが、その刃には無数の水流がまとわりつき、獲物を狙う蛇のように鎌首をもたげている。エリアスの用いる固有特技のひとつ〈トリビュータリィ・ブレイド〉だ。大剣を回避した〈灰斑犬鬼ノール〉も、死角から襲いかかる水の刃は躱かわせない。

　命を失うことはなくとも手足を切り裂かれ、あるいは打ち抜かれた獣人たちは射すくめられたように動きが鈍る。

「行くぞっ！」

「まーかせてっ！」

　エリアスの後を追うようにカナミも走り出していた。

　彼女は猫のような動きで素早いステップを踏みながら、左右の敵を撃破していく。〈灰斑犬鬼ノール〉はその頭部が現すように、ハイエナやジャッカルに近い習性を持っている。すなわち、群れで行動して連携を武器に獲物を狩るのだ。エリアスが切り裂いた彼らの群れは混乱している。そうなればカナミによる各個撃破は最大限の効果を上げるというわけだ。

　ただし、カナミは〈武闘家モンク〉である。〈刀剣術師ブレイドマンサー〉であるエリアスとは職業クラスの特性が違う。剣技も魔法も使用可能な、まさに「勇者」としてデザインされたエリアスと違い、〈武闘家モンク〉は範囲攻撃手段が乏しいのだ。

　その欠点を埋め合わせるために、カナミは戦場を高速で駆け巡る。エリアスが〈灰斑犬鬼ノール〉の群れを切り裂く青銀の剣だとすれば、カナミは閃く萌もえ葱ぎ色いろの稲妻だった。

「マスターに対して、反応起動回復および斬撃ブロックを投射しました」

「了解！　コペちゃんっ。これで勝ったぁぁ！」

　テンションが上がっているカナミをフォローするように、コッペリアも前進している。呪文には射程距離が存在する。エリアスとカナミに引き離されてしまえば回復呪文が届かなくなる可能性がある。

　それにもましてコッペリアは〈施療神官クレリツク〉だ。回復職である以上、撃破能力は高くない。戦場の中で孤立してしまってはピンチになるだろう。三人は一丸となって、敵中深く深く進んでいった。

　レオナルドが落下したとおぼしき緑の濃い木立からは、メキメキといやな音が響いてくる。何が飛び出てくるかはわからないが、決定的な瞬間が訪れる前に出来る限りの〈灰斑犬鬼ノール〉を倒しておきたかったのだ。




　そしてエリアスのその懸念は正解だった。

「なんですか、あれっ!?」

　カナミが驚愕したのも無理はない。現れたのは異様な存在だった。あえていうならば、木製のフレームに収まった人間、だろうか。おそらく木立をへし折ったのだろう。人間の胴体ほどの太さの樹木を組み合わせて作った、枠組みだけのサイコロ。一辺が二メートル程のそれの中に、ローブをまとった男が収まっている。

「マスター、ロード・エリアス。前方の対象は──」

「わかってるっ」

　──人間ではない。

　人間ではあり得ない。

　ローブの姿は、くたびれたかのように猫背になり萎しおれて見えた。

　虚ろなその姿からは、藍色とも茶色ともつかないおぞましい触手が無数にうねくり、身体の四囲の木枠に繫がっている。いや、木枠そのものが触手によって保持されているのだ。

「八九レベル、ノーマルランク。名称パプス」

　コッペリアが確認するように呟く。

　場違いのようだが、渓流の流れる音が身に染みた。

　木立から現れたこの奇怪な存在に、エリアスたちはもとより〈灰斑犬鬼ノール〉たちもが気を吞まれていたのだ。

「ヤハリナヲヨムカ。コノカイノトクシュノウリョクナノダナ」

「──っ」

　その一言でエリアスは察した。

　眼前の触手の塊はやつらの眷けん属ぞくなのだ。

「こいつ……」

「──〈典災ジーニアス〉っ!!」

「ソノナヲシルカ。セイゾンシャヨ」

　落ち着いた声はそのままフェイントだった。いや、フェイントだという意識はないのかもしれない。彼らはそういう存在なのだ。接触と会話と敵対がほとんどシームレスにつながっている。区別がない。触れただけで浸食されるような生命を持つ狂気。

　穏やかな確認の問いかけの言葉とともに、槍のように鋭い触手がエリアスに突き出される。弾くのは簡単だったがエリアスはそれを嫌った。

「〈アクア・ソリトン〉ッ!!」

　突き立てた大剣から大地の上を細い流れが走る。その清き流れから何重にも突き出すのはウェーブ状の水の槍だった。宙を飛ぶ触手を大地から突き立つ槍の群れが迎撃する。

　のたくるように吐き出された汚液があたりに白煙をまき散らした。切断された触手から漏れているのは強酸だ。目に染みるような刺激を伴う煙が昇る。

　その煙に目を細めたエリアスが見たのは、その白い煙のなかへと風を巻いて突進するカナミだった。

「いっちばーん！　頂きますっ！」

　いつの間にそんなところに移動したのか、常緑樹の梢を利用して三角飛びをしたカナミは、ひねりを加えたキックを触手の怪人にたたき込む。

「ひゃぁっ!?」

「どうしたっ」

「こ、こいつっ！　ぐにょっとしたっ！　気持ち悪いっ」

　カナミの一撃に効果があったのかどうかは不明だが、怪人は身体の周囲にある材木の枠を回転させた。カナミはその鋭い回転に巻き込まれないように、宙を跳ねる魚のような動きで飛び退る。

「オカシナクミアワセダナ、〈コライシュ〉ヨ。キサマタチヲイカシテオクベキデハナイ。ランク２ヨ。ショリヲスル」

　触手の怪人パプスがそう宣言をした途端に、溢れるほどの触手がエリアスとカナミに降り注いでくる。

　仲間の仇、と魂を震わせる感情をエリアスは嚙み殺した。

　この存在は世界を奪いに来た外敵である。怒りを解き放つのはまだ先だ。〈古来種〉の存在理由のすべてをかけて、エリアスはパプスを迎え撃つのだ。
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　エリアス。

　カナミ。

　そしてコッペリア。

　パプスと戦う三人はだがしかし、その戦いのみに没頭することはできなかった。

　得体がしれないとはいえ、パプスはノーマルランクのモンスターに過ぎない。

　本来であれば、ほぼ同レベルの〈冒険者〉と〈古来種〉、エリアスたち三人にとって鎧がい袖しゆう一いつ触しよくできる相手である。

　レオナルドとは違いエリアスの傍らにはカナミとコッペリアがいるのだ。数だけを比較するならば単純に三倍だが、エリアスを筆頭に前線で防御と攻撃をこなせる二人の白兵職と、後衛で回復を担当できるコッペリアがそろっている。攻守のバランスが取れたパーティーは、そこに参加する個人の能力合計を上回る戦闘能力を持つことが常識だ。同レベルのノーマルモンスターに引けをとるような三人ではないはずである。

「くぁっ！　またっ!!」

「マスター。右翼はお任せを」

　コッペリアが構えた盾を振りかぶる。重量級カイトシールドである〈白魔鋼の盾〉をカウンターウェイトのように使って自らの方向を転換すると、勢いに任せて〈灰斑犬鬼ノール〉に叩きつけた。左翼から襲来した〈灰斑犬鬼ノール〉には、カナミがあたる。

　そうなのだ。戦線が膠こう着ちやくした理由は〈灰斑犬鬼ノール〉の波状攻撃にある。

　襲いかかる獣人の後頭部には、まるで奇妙なお下げのように、一本の「尾」が生えている。それらは陸に揚げられた魚のように身をくねらせ、〈灰斑犬鬼ノール〉の脳へと食い込み、パプスの指令を伝えているのだ。

　パプスの触手に寄生された〈灰斑犬鬼ノール〉たちは、皆一様にその瞳を汚れた黄色に濁らせ、おびただしい唾液をこぼしながらエリアスたちに襲い掛かってくる。凶暴性を増した〈灰斑犬鬼ノール〉。それがエリアスたちの苦戦の理由だ。




　左右に分かれたコッペリアとカナミは、互いにカバーし合いながら〈灰斑犬鬼ノール〉をよく防いでいる。決して楽な戦況ではないが、二人はそれぞれに意にも介せず戦いを進めていた。

　コッペリアは淡々と。

　カナミは意気揚々と。

　本来範囲攻撃が少ないはずの〈武闘家モンク〉だが、カナミはその欠点を克服しているようだった。得意の連続攻撃特技を周囲のモンスターに振り分けるのだ。

　一撃目の右拳は剣を構えた〈灰斑犬鬼ノール〉に。二撃目の左掌底は、杖を振りかざし今にも呪文を発動しようとしている〈灰斑犬鬼ノール〉の術士に叩き込む。

　拳や剣を交える戦いにおいて、攻撃が出る角度やタイミングは重要な要素だ。たとえばボクシングなどは、右の拳を突き出すか左の拳を突き出すしかないような格闘技である。それでいてその角度やタイミング、軌道を工夫してあれほどまでに芸術的な技術体系を確立している。これは格闘技術において攻撃技法の些細なバリエーションが、相手を幻惑し命中精度や威力に繫がるという証左だろう。

　カナミの場合、ただでさえ豊富な〈武闘家モンク〉の連続攻撃を、モーションによる任意起動によって、その構成や入り方タイミングなどを爆発的に増やしている。想像しただけでも目がくらむほどの組み合わせを、周囲の敵の数や状況に応じて変幻自在に繰り出すカナミは、まるで楽しげにダンスでも踊っているかのようだった。

　複雑に構築された連続攻撃を連鎖起動しつつ、周辺の〈灰斑犬鬼ノール〉にばら撒いてゆくカナミ。しかしその姿は沈思黙考という風情からは程遠い。おそらく修練によって身につけた身体の記憶と本能だけで複雑な戦闘をこなしているのだろう。エリアスはそう理解していた。




　そしてエリアスはと言えば、眼前で回転を続ける触手の主パプスと対決していた。

「クベバブッ！　ゴブブゴブクプクッ」

　沸き立つ泡のような不快な音で笑い声をつむいだパプスがエリアスに襲い掛かる。

　パプスは無数の触手をエリアスに伸ばしてくるが、その触手は最強の称号さえ得たことのあるエリアスにとっては見切ることが出来る程度の数と速度でしかない。しかしそれらの触手を回避すればこのパプスのことだ、近くにいる〈灰斑犬鬼ノール〉を犠牲とするだろう。異物を取り込むこの触手は、化け物のエネルギーでさえも吸収できるらしい。つまりそれは、パプスの手下を増やすだけの行為でしかない。厄介な攻撃だった。

　それを防ぐため、エリアスは迫り来る触手を両手剣で切り落としてゆく。討ちもらした触手を即時発動の〈アクア・リッパー〉で迎撃し、背後まで迫ったパプスにその剣をたたきつけた。

「エキモナイ」

「っ!!　災厄の申し子めっ!!　妖精剣に懸けて、お前を倒すっ！」

「ヨウセイケン？　ブクプクッ。プクワババババッ」

　高速回転する丸太の構造体が、エリアスを撥ね飛ばす。

　重いダメージを腹部に受けながらも、即座に距離をつめ反撃に移るエリアス。彼の中距離攻撃呪文は、パプスの操るあの防御に阻はばまれて届かないのだ。

　近接戦闘における剣攻撃のほうがまだしも勝機があると判断したエリアスは、その身体に宿る水の精霊の守護を信じて突き進む。

　それはわかっているだろうにパプスはその接近を受け入れた。

　近接距離で交わされる、触手と水流の乱舞。

　エリアスの両手剣、〈水晶の清流クリスタルストリーム〉はパプスの操る木製の砦に食い込み、力比べとなって硬直する。




「──ッ！」

「シッテイルゾ」

「何──をだっ」

「キクンノシュゾクノシュウマツヲ」

　エリアスの見る景色が紅く染まる。

「キクンノナカマハメザメタカ？　ソウデハアルマイ。ナゼキクンハシズマヌ。ナゼキクンハコゴエヌ。ワズカナ〈エンパシオム〉。キクンハ、ナゼウゴケル？」

　わかっていた。

　この触手の異形を一目見たときから感じていた。

　こいつはやはり〈典災ジーニアス〉。全界十三騎士団の半分を滅ぼしたあの軍勢の末端なのだ。エリアスの脳裏に飛来するのは、望まぬ転移により異空の戦場へと旅だった仲間たちとそれを襲う異形の軍勢だった。

　血が燃える。

　ずきずきするこめかみに、怒りが集まってゆく。

　眼前の怪物は、エリアスの同胞を滅ぼした一派なのだ。抑えようと思ってもその憤怒が水の魔力を沸騰させる。

「やめろっ!!」

「ナゼキクンハテイシセヌ」

「その口を閉じろっ!!」

　エリアスは咆哮した。

　蒼と銀のサーコートに包まれた両腕が膨れ上がり、妖精の加護を受けた魔法回路を呪われた血流が駆け巡る。幾重にも巻きついてくる触手を、そのオーラだけで撥ね飛ばしたエリアスに、だがパプスはその聞き取りにくい音声に悪意をこめて、滴したたるように告げた。

「シッテイルゾ。〈コライシュ〉──イヤ〈ダイチジン〉ノスベテモ。キクンラハスベテ〈ニンギョウ〉──イシナキクグツ、ジンカクソフトウェアニスギナイト」

　記憶がはじける

　それがエリアスたち〈古来種〉の半分を眠りにつかせた『死の言葉』だった。夢のない、再び目覚めることのない『眠り』。それは死という概念のない〈古来種〉にとってきわめてそれに近い『別離』の異名だった。

　人形である、と。

　その強制認識は十三騎士団を、疫病のように食い荒らした。

　その言葉にあるものは狂い、あるものは絶望し、またあるものは全てに対する興味を失った。無事な者もいたが無事な者こそはこの世界から失われた。

　現に最強と呼ばれたエリアスでさえ、この言葉の前に『夢のない眠り』についたのだ。自らの使命のばかばかしさ、その虚ろさ、あまりにもの真実に耐えかねてエリアスは自らを閉じた。

「ニセモノトシテホロビヨ。キクンラニハテイシコソガノゾマシイ。ムカラウマレタモノハ、ソノタイムラインヲテイシセヨッ」

　死の言葉が木霊する。

　妖精の剣技を学んだ〈古来種〉の英雄などはどこにもいない。

　妖精などはいないのだ。

〈古来種〉などいない。

　守るべき〈大地人〉もいない。

　世界は、ない。

　耳を澄ませば思い出せる妖精郷のさざめきは偽りだ。手に握る剣も、サーコートも、風も、大地も、すべては偽りなのだ。エリアスの知る全ては偽りであり、世界とはすなわち虚ろな器だった。

　そしてエリアス自身でさえ。




「んなわけっ!!　あるかぁぁーっ!!」

　光は、突然生まれた。

　木立をなぎ倒しパプスの防御陣もその触手の群れも突き抜けて、流星のように打ち抜いた跳び蹴りの姿勢を崩さずカナミは吠えた。

「バカ言うなっ！　エリエリはちゃんといるっ！　ここにいるっ！　これから先、一杯楽しいことをするっ！　勝手に持ってくな。お前なんか自転車チューブ男のくせにっ！」

　貫かれた木立から射し込むアオルソイの黄金の光の中で、彼女は誇り高い女王のように雄叫びを上げた。

　エリアスを眠りの淵から蘇生させたあの日のように。

「カナミ──」

「倒すよっ！　エリエリっ！」

「承知したっ！」

　エリアスは頷いた。

　剣を握る両手に力が戻る。

　魔力ちからがあふれてくる。カナミの信頼が物理的な温度に変換され、高揚感と使命感が舞い戻ってくる。

「せいっ！」

「ああっ！」
















〈水晶の清流クリスタルストリーム〉へと体内の魔力や闘気を流し込み、エリアスは白虎のように駆けた。放たれた攻性の水流はまるで無数の槍のようにパプスに襲い掛かる。大地の上から迎撃のためにのぼってゆく触手と、それは向き合う槍やり衾ぶすまという絵だった。しかし天から落ちるエリアスの水槍は光を透かし輝き、大地から迎え撃つパプスの泥の槍は、光と闇の一対である。

　両者の拮きつ抗こうに風穴を開けたのは一塊の打撃だった。

〈巨人殺しの籠手〉がうなりを上げる。〈マンティスアクション〉から〈エアリアルレイブ〉で空中に浮いたパプスの身体を〈シャドウレスキック〉が巴投げのようにさらに撥ね上げる。それは空中に浮かんだ格好の的だった。

　エリアスは信じて構えていた両手剣に万感の思いを込めて振り下ろす。

「去れッ。お前の住処へ！」

　本体は脆かったのだろう。粘着質の音だけを立てて、パプスの胸元から上半身すべてにわたるほどの大穴があく。身体の自由も触手の防御もうばわれたパプスは、やはりノーマルランクのモンスターでしかなかったのだ。

　荒い呼吸をはいてパプスの亡なき骸がらをにらむエリアスは、剣を払った。それは〈古来種〉エリアス＝ハックブレードが再誕し、〈典災ジーニアス〉との戦争を始める最初の一撃だったのだ。




　　　▼４




　一方、エリアスたちの戦いから百メートルほどの所では、レオナルドと金髪の少女ラスフィアが対峙していた。

　上空から緑のリボンに見えた森林は、渓流の水を求めて生い茂っているようだった。この荒れ果てたアオルソイの大地では、流域の潤った土地だけが、森と呼べるほどの木立を維持できるのだろう。

　その森の枝の上で向かい合ったふたりは、いまや互いに互いを何度も攻撃し合いながら、木立を駆け巡っていた。




　レオナルドは〈暗殺者アサシン〉である。

　武器攻撃職と言われる〈暗殺者アサシン〉、〈盗剣士スワツシユバツクラー〉、〈吟遊詩人バード〉は物理的なダメージを与えることに特化している。前衛で戦うことも多い彼らは高いダメージを与える筋力はもちろんだが、敵の攻撃を回避したり、攻撃に有利な位置を占めるために、敏捷性も高いレベルで身につけているのだ。

　ましてやレオナルドは九〇レベルの〈冒険者〉だ。その身体性能は高く、ノーマルランクのモンスターにおめおめと引けを取るようなことはない。たとえその相手が、八九レベルという、ほぼ同格の相手であったとしてもだ。

　しかしレオナルドは有効打を入れることには成功していなかった。

　速度では勝るはずのレオナルドがここまで手こずっているのは、ラスフィアの奇怪な体術のせいだった。

　ラスフィアの動きは、人間のそれではなかったのだ。

　抜き手を木の幹に突き立て、あるいは逆さまにぶら下がり、奇怪な動作でレオナルドを翻弄し続けている。

　それは体術ではないのかもしれない。

　二本の脚で移動するという原則を少しも気に掛けない運動思想。唐突で気味の悪い動きは、まさにある種の昆虫のようだった。ラスフィアは、鋭い爪と爪先を用いて、逆立ちの体勢のまま、かさかさと木の幹を登る。

「愉快ですわ、愉悦ですわ」

　鈴の鳴るような声で笑うラスフィア。

　あらぬ方向に関節を折り曲げ、虫のような動きを見せるラスフィアは、人形のような美貌を持った美少女であるだけに、悪夢のような印象をレオナルドに与えた。

　そしてそのグロテスクな印象を決定づけている要因がもうひとつあった。

「黙れっ!!」

「ギヒッ！」

　レオナルドの一閃が、ラスフィアの腕を切り落とす。

「嗚呼っ！　鋼が。食い込みますわ切り裂きますわ。これが痛み、あるいは疼うずき。夕暮れよりも朱く、彼岸花より赤く、毒苺よりも紅く──嗚呼、ああっ!!」

　歌うような嬌声の直後、ラスフィアは切り落としたはずの腕でレオナルドに反撃する。その爪は鋼で作られた短剣のように伸び、冷気を伴ってレオナルドの皮鎧を切り裂いた。

（ちっ!!　またか）

　レオナルドは、続く連続攻撃を身を捻って躱すと、距離を取る。

　その繰り返しが、ラスフィアの印象を一層陰惨なものとしている。

　切り落としたはずのラスフィアの腕。それが視線をやればまた繫がっているのだ。

　脚であっても胴体であってもそれは同じだ。奇怪な不死性を眼前の少女は有しているらしかった。ラスフィアはそれがわかっているのか、典雅な笑い声を漏らしながら冷気をまとった四肢を振るう。

　ノーマルランクのモンスターとは、「同レベルの〈冒険者〉が一対一で戦うに相応しい戦闘能力を持つ」と定義されたモンスターである。しかし、そのバランス調整における〈冒険者〉とは、「そのレベルを有し、レベル相応の店売り武器防具などを装備し、いまだ習熟ポイントなどによる特技強化がされていない者」を指していた。

　それは言ってみれば「レベルにおいて最低限の実力を持った〈冒険者〉」という意味である。

　レオナルドは上位ランカークラスの〈冒険者〉ではなかったが、それでもベテランとして十分以上の経験を積んでいる。装備は、大規模戦闘レイド産出のものを中心に最低でも製作級のものでまとめているし、その特技は習熟ポイントによって、最大限まで強化されている。

　そのレオナルドが、たかがノーマルランクモンスターに手こずることなど、あり得ないのだ。もちろん瞬間的に決着がつくというわけではないだろうが、戦いが数分以上長引くなどありえない。

　レオナルドとラスフィアのレベルは拮抗している。そしてラスフィアのランクはノーマルだ。しかしだからこそ、〈冒険者〉であり装備を整えたレオナルドは、わずかに、だが決定的に彼女の戦力を凌駕しているはずだなのだ。

（タネは、それか──っ）

　視界にちらちらと明滅するステータス表記。〈ラスフィア〉という名称は〈灰斑犬鬼ノール〉のそれと、交互に切り替わっている。その明滅には規則性がなく、幻惑するようなリズムを刻んでいるのだ。

　どのような仕組みかはわからないが、このラスフィアというＮＰＣは明滅を自らの意志でコントロールしているらしい。

　数度の激突でレオナルドは察した。

　この女は『ダメージを受ける名前』を制御しているのだ。

　コッペリアの言葉を借りるのならばそれは魂ということになるだろうか？〈二重なる者パラレル・ワン〉とコッペリアは言っていたが、ラスフィアの挙動を見れば、二重だなどという生やさしさで済まないことは明らかだ。この女は、最低でも数十の『魂』を持っているとレオナルドは直感する。

　レオナルドのカタナが当たる直前に、『名前』を反転させたラスフィアは、使い捨ての『名前』によってダメージを肩代わりして『廃棄』しているのだ。

（……普通じゃないっ）

　二度、三度。

　ラスフィアのたおやかな手が猛もう禽きん類るいの鋭さをもって突き出される。確かにその速度には瞠どう目もくすべきものがあり、切れもある。しかしラスフィアの身体そのものは、十代前半の少女と変わらない。リーチの差というアドバンテージを活かして、レオナルドは回避する。

　そのレオナルドの頰が裂ける。

　ラスフィアは可憐な美貌を傾けて微笑んだ。

　突き伸ばした指先から先は、幻のように霞み、毛むくじゃらの手へと変化している。そこに握られているのは、無骨な作りの円月刀だ。

〈灰斑犬鬼ノール〉の腕と握った武器は、現れたときと同様ちらつきながらも唐突に消え去る。

　レオナルドの驚愕に畳みかけるようにラスフィアは接近した。

　ゴシックなドレスが、宙に咲く薔薇の花のようにほころぶ。たっぷりとしたドレープから覗くレースのペチコート。そこからレオナルドにするすると伸びてくるのは、灰色の斑まだらのあるジャッカルの後ろ足だ。

　レオナルドが間一髪避けなければ、目玉をえぐり出すように振られた爪先だった。それは、見つめる目前でシルクリボンをあしらった小さなパンプスへと変化する。

「どうしたのです？　諦めたのです？　萎れたのです？　日の光浴びぬ花のように、故郷を失った渡り鳥のように？」

　レオナルドは、ラスフィアの嘲笑に決意を固める。

　まだ完全に会え得とくしたとは言いがたいが、躊躇っている場合ではないと決意したのだ。

（守ってれば、じり貧だっ）

　距離を詰める。もうふたりの間には身をもたせかければ触れあえるようなそれしか残されてはいない。その空間を嫌うように、レオナルドは左手を突き出す。その意図は攻撃ではなく起動のためのトリガーだ。

　構えスタンスから、一閃放たれる攻撃は〈デッドリー・ダンス〉。〈暗殺者アサシン〉の特殊攻撃特技。連続で使えば、その威力は徐々に上昇してゆくが、途中でミスをすると逆に攻撃力が低下するという一風変わった技である。

　レオナルドは、その技を脳裏のアイコンからではなく、あえて動作入力で起動した。




　いま現在この世界において、戦闘時戦技の起動方法は二種類ある。〈エルダー・テイル〉時代と同じく、アイコン選択による特技の発動。もうひとつは、そのモーションを真似ることにより、自分の身体を入力装置に見たてて発動を行なう任意発動。

　圧倒的に多いのはアイコンによる発動だ。

　一口に戦闘をする、攻撃を当てるなどというが、敵モンスターの体格や戦場の地形は様々だ。格闘技や戦闘の経験がない一般地球人でしかなかった〈冒険者〉たちは、いくら身体能力の強化を受けているといった所で、その技術はたかが知れている。

　そんな〈冒険者〉にとって、アイコンを選択すれば、現在目の前にいる敵に対して追尾を行ない、最適のモーションで攻撃を命中させてくれる戦闘特技は白兵戦闘職の中心的な攻撃手段である。

　しかし、それをあえて、自らの身体を用いて任意発動する。

　それがあの日見た、カナミの強さの秘密。

　もともと〈武闘家モンク〉はコンボ職などと呼ばれるとおり、ひとつの技で複数回の攻撃を行なう特技が非常に多い。

〈エアリアル・レイブ〉は〈武闘家モンク〉の持つ連続攻撃特技の中でも最も華麗なもののひとつだ。この技は、左右のパンチを連続して敵を空中に撥ね上げるとともに、浮いた敵を膝蹴りでさらに突き上げ、そこからかかと落とし、流れるように後ろ回し蹴りに繫げる五連続攻撃となっている。一回ずつの攻撃ダメージそのものは通常のそれより少し控えめなくらいだが、五連続するこのコンボは合計すれば甚大なダメージをモンスターに与えるのだ。

　そして一方〈トリプルブロウ〉は右、左ストレート、右フックという三つの強力なパンチを連続して放つ特技だ。

　レオナルドは〈武闘家モンク〉ではないゆえに、正しい理解に辿り着くまでに時間が掛かったが、このふたつの特技が推理のきっかけになった。

　つまりカナミは、〈トリプルブロウ〉後半の攻撃ふたつを利用して、〈エアリアル・レイブ〉最初のふたつのパンチという発動条件を満たしていたのである。

　特技の発動中は、別の特技を発動できない。それは〈エルダー・テイル〉の常識であった。現に今でも、特技発動中は脳裏のアイコンは輝きを失い、入力を受け付けない状態となる。

　しかし、実際の肉体を用いて行なう特技発動では、その種の入力無効時間が存在しない。もしくは存在したとしても、キャンセル待ちのような処理で連続入力が可能となる。

〈エアリアル・レイブ〉は強力な連続攻撃だが、そのダメージは、後半のかかと落としや後ろ回し蹴りというような蹴り技に頼っている。序盤のパンチは、あくまで「敵を浮かせる」ためのものであり、ダメージ的には微々たるものだ。しかしアイコン入力発動の場合、この一連の流れは確定しているために、途中から始めることも途中で終わることもできない。

　不必要な打撃であっても、省略することはできないのだ。

　カナミはこの常識を破壊した。ダメージ的に期待できない序盤の体勢を崩すための攻撃を、強力な〈トリプルブロウ〉で代だい替たいすることにより、ふたつの特技の合計性能を撥ね上げたのだ。

　もちろん、これは口で言うほど容易いことではない。

　視界内アイコンから発動された特技は、瞬時に自分自身の体勢や地形、敵の体格や間合いを読み切って、〈冒険者〉の行動をアシストしてくれる。

　しかし任意発動をする特技はそういった補助機能がない。そもそも任意発動には相当な幅があるのだ。たとえば〈デッドリー・ダンス〉の基本形は、左手を突き出して溜めを作ったあと、右手の刃を一閃させる。それだけの技だが、レオナルドが確認しただけで、七種類の異なったモーションで発生させることが可能だ。左手を突き出すタイミングや角度、溜め時間の許容範囲などは実に様々である。

　こういった様々なバリエーションを、レオナルド自身が選択して目の前の状況に合わせて使用しない限り、実戦中では有効な攻撃とはならないだろう。自動追尾性能のない任意発動攻撃は、よほどの習練を積まない限り、アイコン発動の攻撃に比べて命中率が下回る。難易度が高すぎて、メリットがなければ練習する気にならないほど複雑な体系を持っているようなのだ。

　だがメリットは存在した。

　レオナルドは右の刃を振るう。その斬撃は描線となってラスフィアに吸い込まれた。脳裏のアイコンが光を失い、砂時計状にゆっくりとした回復を見せて行く。その間、一秒。一秒後にもう一度〈デッドリー・ダンス〉を使えば、二回目の攻撃の威力は、七パーセント向上する。

　しかしレオナルドはその一秒を無駄にしない。

　左手ですくい上げるような攻撃を加える。その特技は〈クイック・アサルト〉。そして直後に〈デッドリー・ダンス〉。さらに、〈ステルス・ブレイド〉から再度〈デッドリー・ダンス〉に繫げる。「左手を突き出す」というただのポーズを、両手に構えたニンジャツインフレイムでの攻撃の手段としたレオナルドは刃の嵐となる。




〈暗殺者アサシン〉には〈武闘家モンク〉のような多彩なコンボ攻撃は存在しない。ゆえにレオナルドはカナミの戦い方スタイルをそのままコピーすることはできなかった。

　それに気が付いたレオナルドが苦心して練り上げた戦闘技法が、この〈パラレル・プロット〉だった。通常直列にしか処理されない特技の連鎖を「溜め」と「モーションの隙間」を利用して、二重に攻撃手法とする。

　今は〈デッドリー・ダンス〉を中心にした組み立てしかできないが、レオナルドの用いる三十あまりの技全てに、任意発動における「自由度」が存在するはずだ。それらを組み合わせ、あるいは研ぎ澄ますことにより、レオナルドは〈暗殺者アサシン〉の上限を超えたダメージをたたき出すことが可能になるだろう。

　レオナルドはいまだ完成には程遠い彼自身の戦い方スタイルを突きつけた。
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「この速度──っ!?　その輝きは──」

「黙れっ!!」

　ふたつ。三つ、四つっ！

　もはやラスフィアも黙ってはいなかった。相打ち覚悟で打ち込んでくる腕からは幻惑の刃が無数に飛び出してくる。

　その攻撃を受けたレオナルドの胸や額から、血のしぶきが上がる。

〈ガスト・ステップ〉で回避したレオナルドは、ラスフィアの背後に現れざまに、六つめの斬撃をたたき込む。〈デッドリー・ダンス〉に込められた破壊力は、すでにその一撃のダメージを一七五パーセント上昇させていた。通常攻撃の二倍近いダメージを受けて、ラスフィアの四肢が脆く崩れ去り、即座に『再発生』する。

　レオナルドにも余裕がなかった。

　彼は〈暗殺者アサシン〉──武器攻撃職でしかないのだ。

　前線で敵の攻撃を受け止めることを生なり業わいとする戦士職でも、自分を癒すことができる回復職でもない。魔術師系と比べれば防御能力で勝るが、そのＨＰには限界がある。

　倒される前に倒しきる。それが武器攻撃職におけるソロ戦闘におけるセオリー。しかし眼前の奇怪な少女はあでやかな微笑を浮かべつつも、レオナルドの攻撃を何度もくぐり抜け、冷気をまとった突きを繰り出してくる。

　レオナルドは失われてゆく自らのＨＰをあえて無視して、さらなる攻撃を繰り出す。いずれにせよ、攻撃職たる彼にはそれしか手段はない。──攻撃を加えて対象を沈黙させることしか。




「なんですか、その力はっ。憐れなる羊の子がっ。愚かなる仮宿の迷い子がっ！」

「うるさいっ！　レイドボス如きが何を言うっ」

「レイドボス？　ふふっ。ふふふふふっ。──嗚呼っ！　それは滑稽、それは喜劇っ。生々流転の秘密をつかみしオルノウンの一柱かと思えば、砂浜で遊ぶ童子よりも頑是無きことを。それゆえおぞましく甘いっ。その罪万死に値しますわっ」

「何を」

　言っているのか。

　どういう意味なのか。

　レオナルドは問いを続けることができなかった。

　不意に眼前までせまったラスフィアの、濡れたような唇に視線を奪われた瞬間、鋭い痛みが走る。彼女の切り裂かれたゴシックドレスの隙間からは〈灰斑犬鬼ノール〉の頭部が現れていたのだ。

　レオナルドの肩口に牙を突き立てた〈灰斑犬鬼ノール〉はその真っ赤にそまった口内だけを幻のように残して消え去る。

　嚙み千切られた肩はまだ動くが、ＨＰの残りは少ない。

（今は語らいの瞬間ときじゃないっ）

　レオナルドは意志の力を振り絞り、攻撃の連鎖を続行する。

〈デッドリー・ダンス〉の入力許容時間は二秒足らず。その間に次の〈デッドリー・ダンス〉を実行しない限り、今まで育ててきた攻撃力上昇効果は霧散する。

　熱を持ってうずく肩から意識を引き剝がして〈クイック・アサルト〉。ラスフィアの減らず口にたたきつけるように〈デッドリー・ダンス〉。

　攻撃力の上昇は二一二パーセントに達する。

　心の清せい澄ちようさが技につながる。レオナルドは努めて目の前だけを見つめた。耳鳴りのような痛みは遠くなる。邪魔だった自分自身の体温さえもだ。そこはレオナルドの操る二十数種の攻撃特技しかない世界。それぞれの〈起動時間キヤストタイム〉、〈硬直時間モーシヨン・バインド〉、〈再使用規制時間リキヤスト・タイム〉を組み合わせ、最短経路を駆け抜ける。

　正解はひとつではない。敵の防御や回避、間合い、体重や利き足と利き腕の位置。むしろそれは時間経過ｔにつれて移り変わるＲＧＢカラーグラフの万華鏡。そのなかで最適の一手を求め、そして攻撃を途切れさせる袋小路を避けて、レオナルドは内なる疾走を続ける。

　自らの肉体の反応速度という遅延を意識できるほどに伸長された時間感覚の中で、攻撃のために組み立てアセンブルされた手段コードが発火する。




「なんて激しい、でもそれすらも児戯ですわっ」

「それでいいさっ」

　レオナルドは心の底からそう思った。

　児戯で結構。

　プログラムとは生い茂った樹木、そして森なのだ。

　とてもちいさく単純な命令コードを組み合わせて関数フアンクシヨンをつくる。その積み重ねがより大きくて利便性の高い処理パーツをつくりあげ、やがてそれはひとつのアプリに。さらに動的に結合し、通信しあい、サービスを作り出す。

　結果を求めるためには、とても単純な作業を続ける必要があることを、レオナルドは知っている。巨大建築に匹敵する芸術を見るためには今眼前の欠片を組み上げなければならない。

　その遠さを知っている者をギークと呼び、

　その尊さを体現する者をハッカーと呼ぶのだ。

　レオナルドは喜んで精密操作を続けた。

　今の攻撃力上昇は二四五パーセント。

　児戯と呼びたければ好きなだけ呼ぶがいい。その児戯がラスフィアを追いつめる。レオナルドはそう信じる。ギークを信じる。




「何度でも」

　空に咲いたサルビアのような血煙の向こうにラスフィアの繊手が見える。

　またひとつ〈デッドリー・ダンス〉を重ねたレオナルドの首を狙うその攻撃を、体幹のねじりだけで避けて追撃する。今の反撃でレオナルドが次の攻撃として選べる特技のうち三つを失った。選択可能な特技は残り四つ。その中で次の攻撃、次の攻防へとつながる一手を選びさらなる一撃を加える。

「〈パラライジング・ブロウ〉っ！」

「けひひっ！」

　いいやそんな思考さえも邪魔だった。

　あるのはただ膨大な経験に裏付けられた反射に近い判断。レオナルドは自分の探索した分岐枝を信じた。あの大岩の上の訓練が、生死を分けるこの戦いの中に息づいている。




「飽きました。死になさい、蒙昧なる輩やから、踊る葦レツクレス!!」

　いらだったのかラスフィアはレオナルドの剣を回避もせずに大ぶりの一撃を放った。

　その袖口は風船のように膨らみ、奔流のような〈灰斑犬鬼ノール〉を放つ。鉤爪を、牙を、剣や斧を、怒ど濤とうのようにたたきつける。「名前」でダメージを無効化できることを前提にした、それはラスフィアの相打ち狙いのような必殺の攻撃だった。どの攻撃を避けても致命傷を与えずにはおかない。そんな異形の決意に満ちた奔流だったのだ。

　しかしレオナルドもまたその一撃を待っていた。

「無謀者レツクレス!?　上等だ！」

〈トリックステップ〉を発動しながらレオナルドはその攻撃に身を躍らせる。地上二十メートルの樹上で恐れげもなく生死のダンスを踊る。レオナルドが憧れたヒーローの姿そのままに、澄んだ心で攻撃を放つ。

　逃げるレオナルドを決して逃がさぬ攻撃であるのならば、逃げなければいい。包囲してくる集団攻撃ならば嵐の中心にこそ生がある。

「〈デッドリー・ダンス〉!!」

　それは文字通り生死の舞踊だった。

　切り替わるラスフィアの攻撃とレオナルドの攻撃。

　その狭間にこそ勝利は揺蕩たゆたっている。

「愉快ですわ、愉悦ですわっ。しかしまだ」

　レオナルドは剣先で切り飛ばしたラスフィアを追走する。「名前」がぶれる。それは先刻予想済みだ。被弾数は多い。レオナルドにも時間がない。

　しかし心は静かだ。

　彼女の声だって思い出せる。

　レオナルドは彼女を傷つけた。

　人形扱いをした。

　ヒーローの謝罪はひとつしかない。

　たったひとつしかない。

　笑みの形に表情をゆがめるラスフィアに時間は与えない。

　朧おぼろな影のように消えるラスフィアの胴体。しかしそれは『再発生』の予兆に過ぎず、ラスフィアの愉快そうに細められた瞳には、レオナルドの姿が映っている。

　一拍。それは一呼吸の四分の一。長い戦いの間につかんだラスフィアの『再発生』にかかる所要時間。

　そのわずかな隙間に強引にねじ込めるだけの速度を持つ技をレオナルドは探し当て、実行する。

「悪いな。先約があるんだ」

〈デッドリー・ダンス〉あとの残心さえ起動モーションの一部に利用した、最速、最高威力の絶対奥おう義ぎを。

〈絶命の一閃アサシネイト〉。

〈暗殺者アサシン〉の誇る極大出力の単体攻撃特技。その威力は、全十二職のうち最高を誇る。

「っ!!　──。──」

　真紅の世界を切り裂いて等分にする手ごたえは、もろい土器を両断したかのように乾いたものだった。追撃に全力を振り絞ったレオナルドは体勢を崩し、もう左右に分割された美少女の姿を見ることしかできない。

「消え失せろっ!!」

「あ……嗚呼っ。──時計の針を──あと十一の──」

　壮大な冗談を聞いたように呆気にとられた表情の少女は、苦しむでもなくうわごとのようなつぶやきを残すと粒子にかえっていった。

　それを見届けたレオナルドだったが、その一瞬後には自分も枝から宙へ踊り出たことを思い出し、地上までの紐なしバンジージャンプを満喫するのだった。




　　　▼６




「くそったれ。紐なしバンジーとかバカじゃないか」

　レオナルドは腐葉土の上に大の字になって倒れていた。

　あたりの木立はなぎ倒され、ラスフィアとの戦闘の痕跡をとどめているが、レオナルドがいま倒れている辺りは静けさを取り戻しているようだ。

　渓流の涼やかな音にいつの間にか小鳥の声が混じる。

　先ほどまでは遠く近く響いていた、おそらくエリアスたちの戦闘音もなくなった。

　どうやら、決着がついたようだ。

　と、いっても、レオナルドは身を起こすことができなかった。

　ＨＰはもうギリギリで、レッドゾーンに踏み込んでいる。ラスフィアの凍えるような手刀は、冷気属性のダメージが付与されていたようだ。戦闘中に確認する余裕はなかったが、十を超える数のバッドステータスが蓄積されている。ひとつひとつの継続ダメージは微量だが、総体としてはバカにならない量だ。

　それらのダメージと、非戦闘時の自然回復がレオナルドのＨＰバーの上で拮抗している。

　すぐさま死んでしまう気配はないが、自然回復は当分望めない。それ以外にも凍傷にかかったのか四肢には痺れが残っている。

（だけどな。くそったれ。やってやったぜ）

　しかし、レオナルドとしてはさばさばしたものだった。

　やるだけのことはやったのだ。

　おそらくだが、少なくともこの支流沿いの〈灰斑犬鬼ノール〉による侵攻は食い止めた。レオナルドが見たあの二人が今回の大規模戦闘レイドの黒幕だったことは、間違いがない。

　大規模戦闘レイド級の黒竜はＫＲに任せきりのためどうなったかはわからないが、レオナルドは疑っていなかった。

　ちんけなこのギークが戦い抜いたのだ。あの飄々ひようひようとしたＫＲが負ける道理はない。そもそも黒幕を失った黒竜が戻ってくる気配はない。レオナルドの心配など、あの青年は必要としていないだろう。

　しかし、それはもはやどうでもいいことだった。

　この世界は〈エルダー・テイル〉のそれではない。

　レオナルドは今こそ素直にそう言うことができた。

〈エルダー・テイル〉であれば、大規模戦闘レイドはゲームのコンテンツであり、その攻略は討伐の成否や、レアアイテムの取得で語られてしまう。

　しかしここは〈エルダー・テイル〉ではない。たとえ黒竜の討伐に失敗しても、レアアイテムを入手できなくとも、よしんばＫＲやレオナルドが道半ばで倒れてしまったとしても──モンスターの侵攻を食い止められればヒーローの勝ちなのだ。

（これであの村へは、被害が及ばない。──よな）

　レオナルドは血を失って妙に澄んだ思考でそうまとめた。

　あの村の人々がこの戦いを知ることはないだろうと思う。それどころか、レオナルドたちがあの村を再び訪れるかどうかさえ怪しい所だ。

　でもそれでいいじゃないかとレオナルドは思う。

　ヒーローとはそういうものだ。

　レオナルドの憧れであるあの四人も、そんなものには頓着しないで戦っていた。救ってやりたい人がいるならそれを助け理不尽を倒せばそれでいい。




（それにしても──）

　レオナルドは思い出す。死闘を繰り広げた金髪の少女のことを。あの存在はあまりにも生々しかった。あまりにも規格外れで狂気をにじませていた。

　ゲットーあたりにたむろしているプエルトリカンの売人でさえ、あそこまでイかれたヤツはいない。ラスフィアの表面的には穏やかで可憐でもある口調と、熱に浮かされたような視線を思い出す。

　ＮＹは確かに治安が世界一良い街というわけではなかった。街を歩いていて銃声を聞いたことだって一度や二度ではない。イかれたやつだって大勢住んでいる。

　しかし、そんな連中と彼女は違っていたように思うのだ。

　──生々流転の秘密をつかみしオルノウン。

　ラスフィアの言葉は、普通に考えれば、クエスト上の何らかのヒントなのだろうが、レオナルドにはどうしてもそうは思えなかった。そんなことよりももっと悪質なトラブルの気配を感じ取ってしまう。

　生々流転うんめいの秘密を摑むだなどとばかばかしい。そんなことができるのは神様だけだ。神様っていうのは天に座りただ微笑んでいる。それだけだ。

（あのクレイジーな目の女だって、コッペリアだって）

　レオナルドのいままでの解釈によれば、彼女ら二人は人間ではない。

　ラスフィアはモンスターだし、コッペリアはＢｏｔだ。

　でもそれはこの世界においては間違いなのだろう。いくら理屈ではそれが正しい結論であろうと、ヒーローの魂が違和感を訴えている。そうであれば、レオナルドはその魂を信じる。コードをレビューするのは技術かもしれないが、レビューしたいという衝動は魂からやってくる。レオナルドをレオナルドにしているのは、魂なのだ。




「おーい、けーろナールドーぅ」

　能天気な声に上半身を起こすと、下流からやってくるのはカナミを先頭にした三人の仲間たちだった。どうやら彼らも無事に〈灰斑犬鬼ノール〉を退けたらしい。

　元気よく手をぶんぶんと振るカナミの表情に、レオナルドの気持ちは急激に弛緩した。もめ事の予感はあっても、今はどうでもいいと心から思えた。

　どうせこの世界には、もめ事以外などそうそうありはしないのだ。ヒーローの生き様は、トラブルの予感とトラブル本体、そしてトラブルの後始末からできている。平和はほんの幕まく間あい、間奏曲に過ぎない。

　もっともっとタフにならなければだめだと、レオナルドは小さく笑う。タフさが男の生きる条件なのは、懐かしいビッグ・アップルでも、ここアオルソイでも、なんの違いもありはしない。

　ＫＲの姿はないが、すでに別れは済んでいる。

　おそらくまた出会うこともあるだろう。レオナルドはもう、日本サーバーにたどり着く自分を疑ってはいなかった。自分の危地を救ってくれた、あの口の悪い〈召喚術師サモナー〉をレオナルドは忘れない。いずれＫＲが窮地に陥ったとき、助けるのは自分だと、そのことを誓った。

　騒がしいカナミは、エリアスと何か言い合いをしているようだ。「感謝が足りない」とか「感謝をしている」という言葉が、レオナルドの耳に届いてきている。そして二言三言も経たないうちに、大きな水音。川に蹴落とされたエリアスと、陽気に笑うカナミ。騒がしいこと、この上なかった。

　その視界が陰り、西に傾きつつある陽を背負ってコッペリアがレオナルドを覗き込んだ。いつも通りの無機質な美貌に淡泊な表情を載せた少女は、小さく首をかしげると、レオナルドに訊ねる。

「コッペリアはＨＰの大規模低下を指摘しマス。治癒をご所望デスか？」

「コッペリア」

「ハイ」

　レオナルドは、大地の上に長々と横たわりながら、初めてコッペリアの瞳を深々と覗きあげた。その瞳の中に、彼は探してきたモノを見つけたような気がして、胸が温かくなる。言わなければならないことがある。

「ごめん」

「コッペリアは、謝罪の文脈を確定できませんでしタ」

「いいんだ」

　小首をかしげる少女に、レオナルドは本当にふさわしい言葉を探す。

「僕はレオナルドだ」

「ハイ。サー・レオナルド」

「それから治癒、頼むよ」

「了解しました」

　初めて名を呼んでもらい、初めて治癒を頼んだ。治癒の輝きは、ほんのりと紅を混ぜた白で、その色は無垢を思わせた。コッペリアの回復呪文は、温かい繭まゆのようにレオナルドを包み、苦痛と疲労を取り去ってゆく。

　無口なコッペリアは、生真面目な表情でレオナルドの怪我の様子を注視した。その表情があまりにも真しん摯しで、レオナルドはやっと正しい言葉を探し当てることができた。

「コッペリア」

「ハイ」

「コッペリアには、魂、あるぞ」

「？」

「ちゃんとある。僕には見える。コッペリアの魂の色は──」

　細い指先からあふれる、治癒の桜色だと。

　レオナルドは断言するのだった。





〈ログ・ホライズン９　カナミ、ゴー！　イースト！　了〉




















































































































































　「あとがき」






「年内にもう一冊」なんてあとがきを書いたこともありましたね。橙とう乃のままれです。前回のあとがきの該当箇所なんですが「増刷で削除してもいいですか」とＦ田さんに質問しようとしてやめました。そんなことをしても何の解決にもなりません。むしろ三月は二〇一四年だと言い張ったほうが建設的だと気が付いたからです。自分で言っててむなしくなってきました。

　現在時間はバレンタインげふんげふん後の某日です。アニメ『ログ・ホライズン』第二期の放映は後半戦ですね。年少組の冒険も終わり、アキバには新たなるトラブルが迫っております。

　今回は『ログ・ホライズン９　カナミ、ゴー！　イースト！』をお買いあげ下さってありがとうございます。今回は趣向を変えまして、主人公はアメリカ人のギーク、レオナルド。ヒロインは麗しのメイド少女コッペリア。お供で（ひどい）エリアス、ＫＲ。さらに我らがヒーロー、カナミがとうとう登場します。舞台は中央アジア、アオルソイ。橙乃は一度行ったことがありますが、空の青が本当に澄み切っていて、鋼のように暗かったことを覚えています。ぼんやりと柔らかい「みずいろ」なんかではなく、コバルトにも似た鋭い青でした。

　なんだかんだで三月末、この本と同時発売なのが「ログ・ホライズンＴＲＰＧリプレイ３　山羊スラ戦車と終らない旅　上」という本で「上」ってなんなのさ!?　という大惨事はそちらを手に取っていただければと思います。




　そんなことはさておき、二期ヒロインの話ですよ。

　つまりは橙乃担当編集Ｆ田さんの話です。

　さっきから打ち合わせをしているんですが（なお、公然の秘密ですが恐ろしいスケジュールで世界は進行しています。執筆と印刷の間の因果関係が狂わされて、うちゅうのちつじょが崩壊しつつあります）、Ｆ田さんは「なんか光が見えてきた！」って突然言い出しました。




　同じ苦境を共にしているので言い出しにくいんですけど、この校了の真っ最中に見えてきた光っていうのは、それはもしかして脳内麻薬的な何かではないのか？　なんてＦ田さんには聞けません。大丈夫かなあ。

「大丈夫ですか？」

「大丈夫ですよ！」　ぴょん

「さっきまで元気なかったのに」

「さっきまでは元気なかったです」

　どういうことなのか？

「お腹空いてたから……」

　会議から消えてたのはご飯を食べてたから？　らしい。

　しばらく透明化してると思ったら。

「担々麺を食べたので頭がよくなった！」

　お肉以外も食べるのですね。辛い麺は確かにエネルギー効率が良いと思います。

「めっちゃ元気出た！　これならいけるっぽい！」　ぴょんがぴょんが

「やばい。ここGo Westってかいてある！」

「ほんとだ！　びっくりした！　とてもまずい！」

　そんなわけで直しました。

　皆さんの手元にあるこの本は、肉とママレードサンドと担々麺でできています。




　そんな超至近距離近況の報告をしつつお届けした『ログホラ９』です。

　僕らが僕らとして生きていくうえで規範意識ってのはかなり大事です。しかし善悪の境界ってのはルールとして学んだところでなかなか内面化は難しい。というかそもそも法律ルールって読むのからして難しいですからね。

　多くの男の子は（女の子も別ルートでそうなのでしょうが）ですからルールそのものではなく、物語で規範を養ったりします。別に小難しい話ではなくて、それがヒーロー物語だって話です。

　橙乃も性別男子ですのでちゃんとそういう素養はあるのです。勇気、挑戦、義ぎ俠きよう心しん、克こつ己き、気高さなんてのはやはりヒーローものに欠かせません。友情や仁愛、共感なんかもそうですね。そういうルールになる以前のロールモデルをアニメやら特撮やらマンガやら小説から学ぶのです。

　何の話をしているかと申しますと、いい年してそういうのばっかり摂取しているいいわけです。

　今回『ログホラ９』はそんな「ヒーローの思い出」をめぐる話。

　たしかにほとんどすべての幼い男子はヒーローに憧れますしその生きざまを模倣しようとします。しかし、彼らヒーローが彼らの善性をつらぬくのは多くの場合、隔絶した能力が背景になっています。それがたとえ正義であっても自分の意志を貫くためには能力が必要ですし、さらに言えば大きな努力が必要でもあります。圧倒的多数の一般人は、そこまでの能力はない。つまり、憧れは、どこかで折れるのです。

　今回登場のレオナルドも、立派な社会人として暮らす年齢。でも心のなかではヒーローへの憧しょう憬けいがくすぶっています。諦めていた決断をするために、僕らには何が必要なんだろう？　という、なんだかオールドスタイルな物語を『ログホラ９』ではお送りします。




　今回も章扉の登場人物ステータス画面に記載されたアイテムは、ツイッターで二〇一四年十一月に公募させていただきました。@4u49971475さん、@MZ_pipeさん、@NEO_hakukouさん、@chysophylaxさん、@dharma0430さん、@drooop_uraさん、@highgetterさん、@hpsukeさん、@kazamasa504さん、@log_mousouさん、@mimitabu_subさん、@nakigaeruさん、@nyarukaminiさん、@sig_catさん、@suiga_mk_2さん、@tatara26さん、@tk_leanaさんのものを採用させて頂きました。ありがとうございました!!　ここでは名前をあげきれませんが、投稿してくださった皆様に感謝です。今回は選抜が難しかったよ。みんな良いアイテムを考えてくれて山盛りでした！

　詳しい、そして最新のニュースはhttp://tounomamare.comへ。『ログホラ』以外の橙乃ままれ情報も扱っております。この本が出るころにはリニューアルもすっかり終わっているはず。

　ＳＮＳゲームも始まるのです。詳しい情報は帯に載っていますよ（エリアスのメダルをゲーム内に入れてもらいました！）。

　今回の謝辞！　プロデュースして頂いている桝田省治様、イラストのハラカズヒロ様（お体大事に）。デザイナーの椿屋事務所様、編集部の小さなＦ田様＆榊原様！　今回もお世話になりました大迫様！　図書印刷様、ありがとうございました！　今回はその他にも、アニメを監督してくれた石平様、アニメ制作会社のＤＥＥＮ様やシリーズ構成の根元様をはじめとした脚本チームやＮＨＫ、ＮＥＰの皆様にもお世話になりました。ＳＮＳゲーム「ログ・ホライズン　新たなる冒険の大地」では、ＧＲＥＥ様とＡＺＩＴＯ様（要素山盛りです）。

　今回の書籍は（もうみなさん見てもらえたと思いますが）、海外編ということで、ヤマト以外のサーバーの地域限定のメイン職業の設定とイラストが描かれています！　なんと、アニメの石平監督のデザインですよ。格好良くてかわいいですね。これは世界各地から投稿をもらって決定したお祭りデータだったので、喜びもひとしおです。

　盛りだくさんになりました九巻。あとは、みなさんがこの本を味わうばかりです。どうぞめしあがれ！
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